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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第二十二話　激突！　会長選挙










　風かぜ椿つばき玖く里り子こは生せい徒と会かいの主ぬしである。表向きは生徒会となんの関係もないが、とにかく主だ。


　何な故ぜ主なのかというと、生徒会で一番偉えらいからである。葵あおい学がく園えんでは生徒の自じ治ちを建たて前まえにしているため、生徒会に大おお幅はばな権けん限げんが付ふ与よされている。そこで一番偉い以上主なのだ。


　日本の地ち方ほう伝でん承しようでは、主と呼ばれる巨きよ大だいなナマズが村の沼ぬま地ちに生せい息そくしていたりするが、玖里子も似たようなものである。村長を差し置いて、日ごろから生徒会の行動を見張っているのだ。ナマズよりはだいぶ美人だが。


　生徒会にはちゃんと生徒会長がいる。ただし飾かざり以上の意味を持っていない。主の玖里子が実じつ権けんを握にぎっているからだ。おかげで大半の生徒は会長の名前も顔も知らず、はなはだしいのになると「うちに会長なんていたっけ？」と言い出す始し末まつであった。


　その、極きわめて影かげが薄うすい生徒会長が、先日辞じ任にんをした。これは葵学園生徒会史において、ちょっとした事件であった。





「辞任？　そんな規き定ていあったっけ」


　生徒会室で玖里子が言った。彼女に役やく職しよくはないが、一番いい場所に机つくえと椅い子すが与あたえられていた。


「他の役員は辞やめたのがいたけど、会長が辞めたら大変よ」


　目の前の生徒会女子役員は、ニュースを読むアナウンサーのような素そっ気けなさで答えた。


「生徒会会かい則そく第だい四よん条じよう、第だい七なな項こうに辞任の規定があります。『会長は自らの意い志しによって職を辞することができる』」


「そんなのあったのね」


　玖里子は腕うで組ぐみをした。


「だけど今まで辞任したことのある会長っていたの？」


　生徒会の会長は内ない申しん書しよに影えい響きようがあるため、自分から辞めたりしない。まして魔ま法ほうエリートの葵学園である。


「旧きゆう制せい中ちゆう学がく時代、当時は総そう代だいと呼ばれていたのですが、そのころに例があります。籠ろう城じよう主しゆ義ぎか開かい放ほう主義かで学内を二に分ぶんした『米よね山やま事件』。学校の将来性を巡めぐって大だい激げき論ろんとなった『野の沢ざわ事件』。学校側が校こう風ふうである「自治と自由」に制せい限げんを加くわえようとしたため、役員全員がストライキののち辞任、そのため数名が諭ゆ旨し退たい学がく処しよ分ぶんとなった『森もり本もと事件』などです。『森本事件』は生徒会側の敗はい北ぼくとして記録されておりますが、実じつ際さいは道みち連づれに当時の校こう長ちようと教きよう頭とうも辞職させるという成せい果かをあげており──」


「細かいことはいいわ。でも旧制時代ってことは、最近はそんなことした人はいないってことね」


「はい」


「じゃ、なんで辞任なんかしたのよ」


「本人は周囲の人間に、プレッシャーからくるストレスに耐たえきれなくなったと語かたっています」


「そうかしら。あたし、そんなにキツイことやらせた？」


「調査したのですが、本当の理由は実権を握られている玖里子様への、抗こう議ぎの辞任の模も様ようです」


　女子役員はレポート用紙を眺ながめながら述のべた。彼女は玖里子が校内に浸しん透とうさせている諜ちよう報ほう組そ織しきの一員なのである。


「仕事がないのは楽よ。楽な上に内申書にもいいこと書かれるんだから、望のぞむところじゃなかったの」


「祭まつりの御み輿こしであることに耐えられなかったようです」


「御輿は飾かざりたてはしても、自分で歩いたりはしないわ」


「歩きたかったようです。以前から玖里子様の施し策さくに反はん発ぱつして、独どく自じ路ろ線せんを貫つらぬこうとしていましたから」


「そういやそんなこともあったわね」


　前に生徒会長の発はつ案あんで、抜ぬき打うちの持ち物検けん査さがおこなわれたことがあった。玖里子がすぐに止やめさせたが、それ以来対たい抗こう心しんを深ふかめていた。


「辞めちゃ意味ないわよね。独自路線もこれでなしか」


「いえ、それが」


　女子役員はレポート用紙をめくった。


「後こう任にんを推すい薦せんしていきました」


「推薦してどーすんの。補ほ欠けつ選せん挙きよに立候補させんの」


「そのようです」


「誰だれに押おしつける気よ」


「この人です」


　彼女は玖里子にレポート用紙を見せた。


　玖里子はしばらくの間、呆あきれたような、困ったような表情のまま、じっとその名前を見つめていた。


「……これ？」


「はい」


「冗じよう談だんじゃなくて？」


「間ま違ちがいありません」


「……後任推薦取り消しってわけにはいかないの」


「規定がございます。『辞任の場合、会長は自らの後任を推薦することができる。推薦されたものは、辞退の意い志しを示しめさない限り自動的に立候補者となる』と生徒会会則第四条第十六項に……」


「なんで自動的なのよ!?」


「学校側の介かい入にゆうを阻そ止しするために設もうけられた模様です。辞任後の学校側推薦者押しつけによる人じん事じの混こん乱らんを防ふせぐ狙ねらいがあるかと」


「うー」


　玖里子は頭を抱かかえた。


「なんで彼女なの」


「前会長による最後の抵てい抗こうでしょう。玖里子様の実権を少しでも削そぐつもりです」


「ただの嫌いやがらせじゃない」


「平ひらたく言えばそうです」


　玖里子は、人ごとのように言う女子生徒をちろっと眺めつつ、


「しゃあない。会いに行ってくるわ」


「お会いになられるのですか？」


「放ほっとくわけにもいかないでしょ。辞退してくれるように言うわ」


「万が一投とう票ひようになったら、どうなさいますか？」


「そうなんないようにすんのよ」


　玖里子は足どり重く、生徒会室を出た。





　玖里子が二年Ｂ組の教室にやってくることは滅めつ多たにないので、式しき森もり和かず樹きは彼女を見つけて驚おどろいた。そして宮みや間ま夕ゆう菜なと共に連つれ出だされて、「馬ば鹿か馬鹿しいような、重大な話」を聞かされたときにはもっと驚く羽は目めになった。


「あのー、玖里子さん。つまり夕菜が？」


　と和樹は言った。


「そう」


　玖里子は苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような表情だった。


「生徒会長に立候補することになったってこと」


　和樹は驚きついでに夕菜を見た。彼女は不ふ思し議ぎそうな顔をしていたが、それほど驚きよう愕がくしていなかった。


「夕菜、知ってた？」


　彼女はあいまいにうなずいた。


「ええ……。今け朝さなんですけど、会長さんがわたしのところに来て、『次期会長候補になったから』って言ってました」


「なんで夕菜が……」


「だから、あたしへの嫌がらせなのよ」


　と玖里子。


「これで、あたしと夕菜ちゃんの仲がぎくしゃくすればいいとでも思ってんじゃないの。まったく小こ物ものなんだから。ま、そんな小物を会長にしたのはあたしなんだけどさ」


　辛しん辣らつな人じん物ぶつ評ひように自じ己こ反はん省せいが織おり交まぜられていた。


　和樹は玖里子から夕菜に視線を移うつした。


「夕菜はどうするの？　辞退できるんじゃない？」


「そうなんですけど……」


　この手の活動に興きよう味みのない彼女にとっては珍めずらしいことに、悩なやんでいる風ふうであった。


「推薦してくれたんですから、立候補しなきゃ悪いかなって思うんです。わたしを評ひよう価かしてくれたんですから」


「そんな気にすることないんじゃないかな」


「でも声をかけてくれましたから」


「あたしからこんなこと言うのはなんだけど……」


　玖里子が口を出した。


「夕菜ちゃん、辞退してくれない？」


「なんでですか」


「んー、生徒会に知り合いがいるとやりづらいのよ。実権握にぎってるのはあたしだし、夕菜ちゃんに無む茶ちやな難なん問もん浴あびせちゃうかもしれないし」


　自分で「実権を握っている」と言い出すのは、聞きようによっては問題あるが、どこかあっけらかんとしていた。友人との会話だからであろう。


「夕菜ちゃんにお飾かざりやらせるのも悪いじゃない」


「また、お飾りとか言って」


　夕菜は少し頰ほおを膨ふくらませた。
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「玖里子さん、会長の地ち位いをないがしろにしすぎですよ」


「今はお説せつ教きようはなし。とにかく、生徒会で、友達同士ギスギスするのは好きじゃないの」


「それはわたしもそうですけれど」


「夕菜ちゃんも積せつ極きよく的てきにやる気なんじゃないんでしょう」


「それもそうです。だけど推薦してくれた人が──」


「立候補の届け出締しめ切きりは二日後だから、逆ぎやくにこの日までに辞退届を出してくれればいいわ」


　玖里子は「話はこんなところ」と言いたげに、手をぱんとならした。


「ごめんね面めん倒どうかけて。あとでなんかおごるから、それで許ゆるして」


　そう告つげて、さっさと生徒会室に帰っていった。


　こんなもんだよなと和樹は呟つぶやいた。夕菜は、自分の意い志しがあまりかえりみられないことに不ふ満まんそうであったが、仕方がない。生徒会と周囲の組そ織しきは、玖里子に権限が集中するよう作られているのである。それでうまくいってるので、変える必要もないのだ。


　それに夕菜も、それほど積極的には見えない。すぐに忘わすれるだろうと和樹は思い、教室へ戻もどった。


　しかしこれは、いささか甘あまい見通しであった。





　　　　○





　廊ろう下かに張り出された「生徒会長補欠選挙」の文も字じと立候補者の氏名を見て、和樹は目を疑うたがった。同時に口をぽかんと開けた。


　そこには明みん朝ちよう体たいで「二年Ｂ組　宮間夕菜」と記しるされていた。


　彼はすぐに、生徒会室へと走った。


　中には玖里子と夕菜がいた。二人とも椅い子すに座すわっていた。


「夕菜、立候補したの!?」


　彼女はいささか申し訳なさそうな表情で答えた。


「はい。しました」


「なんでまた。興きよう味みないんじゃなかったの」


「そうなんですけど、Ｂ組のみなさんが『葵学園のためには立候補した方がいい』って言ってくれたんです。わたしならできるって。そんなに自じ信しんはないんですけど、そこまで認めてくれるのならやってみようかって」


　和樹は昨日までの自分の考えを後こう悔かいした。こういうことが大好きな、クラスメートたちがいたのだ。どうせ「玖里子の権力を削そぎ、自分の利り益えきを引き出そうと」あるいは「混乱した方が面おも白しろいから」とかの理由で、夕菜を推おしたに違ちがいない。そもそも「学園のため」というのが疑わしい。「トラブルのため」と言いい換かえるべきだ。


　玖里子はというと、これが苦虫どころではない顔つきだった。


「辞退しないなら、受けつけないわけにはいかないのよね」


「安心してください玖里子さん。わたし、精せい一いつ杯ぱい働はたらきますから」


「だから働かれちゃ困こまるんだってば」


「生徒のみなさんが安心するような学校にしますね」


「いいのよ無理しなくて」


　夕菜は聞いていない。自分なりの目もく標ひようを見つけたようであった。


　玖里子はますます顔が渋しぶくなる。


「撤てつ回かいする気、ないわよね」


「はい？」


「いいわよ。頑がん張ばって」


「はい。頑張ります」


　夕菜は大きくうなずくと、生徒会室を出ていった。


　あとには和樹と玖里子が残された。


「……なんだって夕菜ちゃんのことで、こんな悩なやみを抱かかえなきゃなんないのよ」


「変に乗り気なところがありましたから」


　玖里子が背もたれに寄りかかる。椅子がきしんだ。


「これじゃ生徒会組織を変へん更こうするはめになるわ」


　彼女は「前会長の狙ねらい通りね」と嘆なげいた。


「でも、一番の権力者は玖里子さんなんですよね」


「夕菜ちゃんがあたしの言うこと聞くと思う？　聞いてはくれるでしょうけど、あの娘こ変に真ま面じ目めなところあるから……」


「えーと、じゃあ新しい立候補者を立てるのはどうです？　まだ締しめ切きりじゃないんじゃ」


　和樹は半分適てき当とうなことを言った。


　玖里子は壁かべの時計を眺ながめた。


「あと十五分。今からあたしの思い通りになる人材捜さがすなんて、難しいわよ」


「そうですねえ」


　十五分で全校生徒の中から候補者を見つけて、立候補届を出させるなんてまず不ふ可か能のうである。


「どんな生徒が良かったんですか？」


「なんつーか、目立たなくて、成せい績せきもたいしたことなくて、ついでに自じ主しゆ性せいもないようなの。内うち気きで引ひっ込こみ思じ案あんで、あたしに欠けつ点てん見せまくって、抵てい抗こうしても最後は言うこと聞いてしまいそうな……」


「うわ、凄すごい条じよう件けん」


　和樹は苦く笑しようした。これでは欠点を並べているようなものだ。


　だが玖里子は、喋しやべるのを止やめ、じっと和樹を見つめていた。


「な、なんです？」


　彼はとてもとても嫌いやな予感がした。


　和樹の生徒会長選挙への立候補が決まったのは、それからわずか五分後のことであった。





　　　　○





　学内でも有名な、二年生きっての清せい純じゆん派は（現武ぶ闘とう派）アイドルの夕菜と、影かげの薄うすいただのクラスメート（と思われている）和樹の生徒会長選挙直ちよく接せつ対たい決けつは、それなりの波は紋もんを巻き起こした。


　特に二人のクラスである二年Ｂ組では騒そう動どうが激はげしい。むろんその大半は「夕菜ちゃんの無む風ふう選せん挙きよを邪じや魔ました式森は悪あく魔ま」というもので、残りは「どっちが勝っても俺おれたちにはおいしい」というものであった。


　クラス内での和樹への風当たりは強く（そうでなくても強いのだが）、彼は授じゆ業ぎよう以外のほとんどを生徒会室に避ひ難なんしてすごさなければならなくなった。


「だからなんで僕が会長選挙に出なきゃならないんですか」


　和樹は何度目かになる愚ぐ痴ちを口にした。


「理由は繰くり返さないわよ」


　玖里子はホワイトボードに書き込みをしながら返事をする。


「もう出たんだから、覚かく悟ごを決めなさい」


「でもですね」


「あんたにも十分美お味いしい目を見させてあげるから、会長になんなさい」


「はあ……」


　和樹は、こういう押おしに弱いところも選ばれた原げん因いんなんだろうな、と思った。


「……よし、こんな感じでいくわよ」


　玖里子は彼に、ホワイトボードを指し示した。


　そこにはタイムチャートと行動予定が、びっしりと書き連つらねてあった。


「これ、なんです？」


「選挙前にあんたのやることよ」


「こんなにあるんですか？」


　和樹はうんざりした。「どこで誰と話し、どこで手を振ふる」等が、事こと細こまかに記しるされているのである。しかも休みはほとんどない。


「当然よ、あんたは勝たなきゃならないんだから」


　こんなの楽な方だ、と言いたげであった。


「玖里子さん、前に誰が生徒会選挙に出ても当とう選せんさせる自信があるって言ってませんでした？」


「今回は難しいのよ」


　と彼女は言った。


　いつもの選挙なら、玖里子自じ慢まんの集しゆう票ひよう組そ織しきにより、それこそ小学生が出しゆつ馬ばしても当選させることができる。ところが今度は「二年生のアイドル」の登場により、かなりの数が夕菜に流れることが予よ想そうされているのだ。


「新聞部の予想でも『接せつ戦せん』となっているわ。だからこそ、準じゆん備びは万ばん端たんにしなきゃならないの」


「そりゃそうですけどね」


　僕ぼくの人じん権けんはどうなるんですかと文もん句くを言う。このスケジュールだと、勉強するのも寝ねるのも難しい。


　もちろん玖里子にとって、そんな意見はヤブ蚊かの羽は音おとですらない。


「ところで、夕菜ちゃんの機き嫌げんはどうなの？」


「悪くないですよ。出馬したからには楽しもうとしてるみたいです」


　和樹が浮うわ気き（夕菜主しゆ観かんでの）さえしなければ、彼女は機嫌がいいのである。


「あんたが対たい抗こう馬ばなんだから、身を引くと思ったんだけどねえ」


「なにしろクラスあげて煽あおってますから」


　玖里子は和樹の話を聞きながら、スケジュールにいくつか修しゆう正せいをおこなった。


「夕菜ちゃんが怒おこらないなら、ちょっと無む茶ちやしても大だい丈じよう夫ぶね。出会い系けいサイトのパスワードでも無む料りよう配はい布ふしようかしら」


「捕つかまりますよ」


「とにかく、さっそく挨あい拶さつ回りに行くわよ」


「え、どこにですか？」


「決まってるじゃない、各クラスよ。あんたはまず顔を売ることが重じゆう要ようなんだから。さあ行くわよ」


　和樹は玖里子に押されるようにして外に出た。





　外に出ると名前の書かれたたすきを掛かけさせられた。おまけに幟のぼりを持った一いち団だんが、音楽を鳴ならしながらあとからついてくることになった。


　はっきり言って恥はずかしかったが、玖里子は「これくらいやればインパクトで覚えてもらえる」と告つげた。ある意味正解であった。


　和樹はまず校こう庭ていを回り、クラブ活動に興きようじている生徒に手を振り、頭を下げた。


　返事はない。あっても「なんだこいつは」みたいな囁ささやきであった。


「玖里子さーん。なんか先さき行ゆき暗くらいですよ」


「文句を言わない。笑え顔がおも忘わすれない」


　彼女は背中にぴったりついて、低い声で指し示じをした。


　続いて一年生からクラスを回る。


　クラスに入り、とにかく名前を連れん呼こする。それから玖里子その他が「式森和樹に投票するといいことがあります。前ぜん途とは明るく大学も合ごう格かく。多た分ぶん天てん国ごくに行けます」と言うのだ。この方法で、二年Ｂ組を除のぞく全クラスに顔を見せた。


　しかし。


「どーも反応がいまいちね」


　玖里子が難むずかしい表情をする。和樹は緊きん張ちようしているので、生徒たちがどんな反応なのか分からないが、手て応ごたえに欠かけることはなんとなく理り解かいしていた。


「なんででしょうね」


「原因があるはずよ」


　彼女はさっき出てきたクラスに戻もどり、生徒の一人を捕つかまえ、二ふた言こと三み言こと会話をした。


　やがて戻ってきて、


「分かったわ」


　玖里子は舌した打うちをしていた。


「先に夕菜ちゃんが回っていたのよ。しかもたった一人で」


「一人だけだったんですか？」


「そう。それで、名前だけを告げて『頑がん張ばりますから、よろしくお願いします』って頭を下げて出ていくんだって。これが奥おくゆかしくって清せい純じゆんって映うつるらしく、好こう評ひようなのよ」


　確かに、お供を引き連れて名前をがなり立てるよりは鬱うつ陶とうしくなく、効こう果か的かもしれない。なにより夕菜らしさを生かしていた。暴あばれても美少女、暴れなければなおさらだ。


「僕もそうやった方が良かったんですか」


「男がそんなことしてもつまんないだけよ。参まいったな、向こうに頭のいい参さん謀ぼうがついているわね」


　仲なか丸まるたちだろうと和樹は想そう像ぞうした。こういうことには知ち恵えを絞しぼるはずだ。


　そこにお供の女子が、折おり畳たたまれたコピー用よう紙しを持ってきて玖里子に渡わたした。


　彼女は一いち瞥べつして、天を仰あおいだ。


「あー、やっぱ離はなされてる」


「なんです？」


「世よ論ろん調ちよう査さよ。新聞部に金摑つかませて調査してもらったの」


　読むと、和樹の好こう感かん度どは夕菜のちょうど半分であった。


　あまり意外な感じはしなかった。自分でも夕菜に投票するかもしれないと考えていたのである。


　玖里子には達たつ観かんしている余よ裕ゆうはない。


「あー、なんか手を考えなきゃ」


　そこに声がかかった。


「和樹さん、玖里子さん」


　手を振ふりながら近づいてきたのは、夕菜であった。


「お疲つかれさまです。挨拶回りですか？」


「う、うん」


「わたしもやっていたんです。大変ですよね」


　彼女はにこりとした。


「和樹さんが対抗馬だって聞いて、凄すごく迷まよったんです。和樹さんの邪じや魔ましちゃっていいのかって。でも、これも思い出になるからって割わり切きっちゃいました。わたしの和樹さんへの気持ちは変わりませんから」


　夕菜は右手を差し出した。


「和樹さん、お互たがいに頑張りましょうね」


　彼女は和樹と握あく手しゆをすると、去さっていった。


　なにやらさわやかな展てん開かいに、和樹はしばし啞あ然ぜんとした。後ろからは「宮みや間まさん可愛かわいいな」「なんかいいわね」という声がしていた。


「やばい、やばいわ！」


　玖里子が声をあげる。


「夕菜ちゃんのいいとこばっかり出てるわ。やきもち妬やいてドカーンが本当なのに」


「それ、聞こえたら怒おこりますよきっと」


「それどころじゃないわよ」


　真しん剣けんに悩なやむ玖里子。やがて指をぱちりと鳴らす。


「ここは、立候補者演えん説ぜつで勝しよう負ぶね」


　立候補者演説。それは生徒会長選挙で一番重要なイベントである。普ふ通つう、選挙に学校側は協きよう力りよくも妨ぼう害がいもしないが、このときだけは一時間潰つぶして全校生徒が集められる。立候補者はそこで自分に投票してくれるよう訴うつたえるのだ。


「和樹、人前での喋しやべりは得とく意い？」


「苦にが手てです」


　即そく答とうした。大おお勢ぜいの前で演説した経けい験けんなんかない。


「それじゃ駄だ目めよ。イメージトレーニングすんの」


「今からやって間に合うんですか」


「……間に合わないわね」


　立候補者演説の日付は、すぐそこまで迫せまっていた。


　玖里子は真しん剣けんな表情で腕うでを組くんだ。


「……ならば応おう援えん演説よ」


「そんなの認められてるんですか」


「ありよ。支し持じ者しやが出て喋ってもいいことになってんの。あんたも横に立ってなきゃなんないけど」


　それなら喋りがへたな和樹でも大だい丈じよう夫ぶそうだった。しかし問題はある。


「誰に頼たのんだらいいでしょうか」


「あんたのクラスでいいのいない？」


「無理です。アンチ僕で結けつ束そくしています」


　拝おがめば出てくれるだろうが、これ幸さいわいと楽しそうに悪わる口くちを言いふらすだろう。そういう連中だ。


「じゃあ凜りんや舞まい穂ほちゃんに頼もう」


「ええっ、やってくれるんですか!?」


「やってもらうのよ。ここで逆ぎやく転てん狙ねらうんだから、こっちも綺き麗れいどころを揃そろえるの！」


　玖里子は断だん言げんすると、さっそく携けい帯たい電でん話わを操そう作さした。





　　　　○





　翌よく日じつ、最初の授業の時間帯に全校生徒は体たい育いく館かんに集められた。


　舞ぶ台たいには演説台が設せつ置ちされ、マイクもセットされた。おまけに新聞部と生徒会の記き録ろく班はんがカメラまで回まわす本ほん格かくぶりであった。


　まず最初に、夕菜が演台に立った。


　彼女は聴ちよう衆しゆうの方を向き、いつもと変わらぬ笑え顔がおで頭を下げた。「可愛いー」とか「きれーい」という声が飛んだ。


「みなさん、宮間夕菜といいます」


　夕菜はマイクを調ちよう整せいしながら喋り始めた。


「えーと、わたしはこういうの初はじめてで馴なれてません。ですけど、一いつ生しよう懸けん命めい頑張ろうって思っています」


　さらに続けて、「明るくて楽しくてみんなが幸せな学生生活」が理り想そうだと語かたった。たどたどしくもあり、ところどころで言い直しもあったが、滲にじみ出でる誠せい実じつさに生徒たちは黙だまって聞いていた。


「力はつたないと思うんですけど、みなさんが嫌いやな思いをするようなことは決してしません。どうかよろしくお願いします」


　彼女はぺこりと礼れいをした。


　体育館にはさざ波なみのような拍はく手しゆが、やがて万ばん雷らいのものに変わった。


　高こう潮ちようする生徒たちを前に、和樹の心しん中ちゆうは暗あん雲うんがたれ込めるばかりであった。


　司し会かい進しん行こう役やくが、マイクを握にぎる。


「次は式森和樹さんです。なお、式森さんは応援演説となります」


　和樹は気乗りがしないまま演えん壇だんに登のぼった。後うしろからは神かみ城しろ凜と栗くり丘おか舞穂がついてきた。


「どうも、式森和樹です」


　和樹は暗い口く調ちようで名乗ると、マイクを凜に譲ゆずる。


　凜は背せ伸のびしてマイクをスタンドから外はずす。


「応援弁べん士しの神城凜だ。これから式森のことを褒ほめる」


　軽かるく咳せき払ばらいをした。


「あー、みなさんは式森のことを見て『誰だれだ』とか『見たこともない』と考えているかもしれない。私も少し前まではそうだった。二年生にこんな先せん輩ぱいがいるなんて想そう像ぞうもしていなかった。今も気き弱よわそうに見えるだろう。私もそうだ。しかも気弱だけではなく軟なん弱じやくだ。出会ったときから勉強も苦にが手てでスポーツも不ふ得え手て、今に至いたるまで取とり柄えは増ふえていない。いいところがほとんどない。しかしあえて褒める点を捜さがすとなると……そう……」


　凜はちらりと和樹に目をやり、何な故ぜか顔を赤くした。


「その……や、優やさしいところがあるかもしれない。以前は男の優しさなんか惰だ弱じやくの表あらわれだと思っていたのだが、こうしてみるとそれほど悪いわけでも……いや、だがそれにも限げん度どがある。優しさだけというのも能のうがない……これは褒め言葉ではないな……ああ……」


　口ごもり出す。声も小さくなっていった。


「そもそもこの男には鈍どん感かんという大きな欠点があるんだ。おかげで私だけではなくみんな苦く労ろうが絶たえない……あ、だからと言ってみなさんが式森を嫌きらいになる必要はない。今まで述のべたことは忘わすれて……いやしかし、考えてみれば、式森が嫌われても私が嫌わなければ関係なく……」


　どんどんしどろもどろになっていく凜。ただでさえ小こ柄がらな身体からだが、沈ちん没ぼつする船のように沈しずんでいった。
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　和樹もきょとんとしていた。舞ぶ台たい袖そでで玖里子が、「もう止やめ、中止中止」と口を動かしながら、必ひつ死しに丸めた紙を振り回す。聴衆は揃って「この娘こはなにを言おうとしているんだ？」という表情をしていた。


　結けつ局きよく凜は、最後まで言わないままマイクを返し、真っ赤になって退たい場じようした。


　和樹は慌あわてて、舞穂にマイクを渡わたす。


「次は一年生の栗丘舞穂ちゃんです」


「舞穂でーす」


　彼女は後ろまでよく見えるようにと、両手をバタバタさせた。


「えーっとえと、舞穂は葵学園にいるけど、まだ十三歳さいなんだよ」


　遠くから明るく「知ってるよー」と合いの手が飛ぶ。評判は上々のようだ。


「和樹君とは知り合ってから短いけど、もうずっと前からの友とも達だちみたいにしてもらってるの。夕菜さんや玖里子さんや凜さんとも知り合えて、とっても楽しいよ。これもぜーんぶ、和樹君のおかげなんだと思う」


　口調は幼おさなかったが、純じゆん真しんさが伝つたわったのか笑い声はしない。


「和樹君はいい人です。凜さんは情なさけないってたまに言うけど、舞穂はそんなことないと思ってるよ。あ、でもでも、不ふ満まんもあるの」


　舞穂が口を尖とがらせた。


「和樹君だけじゃなくて、夕菜さんも玖里子さんも凜さんもなんだけど、舞穂を子供扱あつかいするんだよ。みんなが知らないことたくさん知ってるのに。あとねあとね、舞穂が××の話をすると止めるんだよ。なんでか分かんないけどみーんな慌てるの。本当に××のことを知らなかったら舞穂が全部教えるのに。××なことだけじゃなくて×××とか×××とかとってもすっごい××××──」


　和樹は急いで舞穂の口を押おさえた。彼女はなおも「むがー、×××」と言っていたが、袖から走ってきた生徒会役員と協きよう力りよくして、連れ去った。


　聴衆は大おお騒さわぎ。彼らは舞穂の台詞を聞くのは初めてである。「なんだ××って」「ああいうのありなの!?」などがあちこちからあがっていた。


　玖里子がマイクを握りしめて怒ど鳴なった。


「えー、大変失礼しました。これでおしまいです。終わり」


　これだけのことで騒ぎが収おさまるはずもない。玖里子は体育館の扉とびらを開けるように合あい図ずをして続けた。


「はーい、もう終わりでーす。さっきの女の子のことは悪あく夢むだと思って忘れてくださーい。投票よろしく」


　スタッフたちが、強ごう引いんに生徒を誘ゆう導どうしだした。





　教室に返すことによって混乱は自し然ぜん収しゆう束そくしたが、代かわって和樹陣じん営えいが混こん乱らんすることになった。


「あーもう。これじゃ最悪！」


　玖里子の台詞せりふに、和樹も首しゆ肯こうした。


「やっぱり舞穂ちゃんはまずかったですね」


「のんびりしてるんじゃない！」


　玖里子は髪かみを振ふり乱みだして叫さけぶ。そこに新聞部の調査結果が届とどけられた。


　和樹の好感度は、危き険けんなゲレンデの斜しや面めんのような傾かたむきを示しめしていた。


　一いつ瞬しゆんにして落ち込む玖里子。だが彼女はすぐに立ち直った。


「こうなったら買ばい収しゆう作さく戦せんよ！」


　はっきりと言いきった。


「ええっ、それって完全に不ふ正せいじゃないですか」


「それがどうしたっていうのよ。劣れつ勢せいを挽ばん回かいするには、なりふり構かまっていられないわ」


「でも……」


　さすがに和樹はうんざりしてきた。玖里子がぎろりと目を動かす。


「あんた、ここに来て裏うら切ぎる気」


「裏切るって、僕はそんなんじゃなくて……」


　反はん論ろんを彼女はあっさり遮さえぎった。


「終わるまで閉とじこめておいて」


　何人かに命じる。すぐに二人の生徒が、和樹の両りよう腕うでを取った。


「ちょ、ちょっと玖里子さん！」


　彼は驚きよう愕がくで抵てい抗こうすることも忘れた。


「危き害がいを加えるわけじゃないわよ。ちょっとおとなしくしてればいいの」


「僕の気持ちとか人権は!?」


「忘れなさい。これから汚きたないオトナの世界が始まるんだから」


「玖里子さんだってまだ高校生じゃないですかー！」


　無む言ごんで顎あごをしゃくる玖里子。和樹はそのまま別室へと連れていかれた。





　　　　○





　投票は滞とどこおりなく進んだ。二学年きっての美少女対どこにいるんだか分からない地じ味み男の選挙戦は、片方の陣じん営えいから実じつ弾だん（現げん金きんとか贈ぞう答とう品ひんとか）が飛んだこともあり、過か去こ最さい高こうの投票率を記録した。


　開かい票ひようは投票後即そく座ざに始められた。


　開票作業は校内の会かい議ぎ室しつを使用しておこなわれている。玖里子は生徒会室にこもり、報ほう告こくを待っていた。


　やがて選挙管かん理り委い員いん会かいを兼けん任にんしている女子役員が彼女の元に現れた。


「玖里子様、結果が出ました」


「貸かして」


　ひったくるようにして用紙を受け取る。


　食い入るように数字を見つめた。


　やがて彼女は顔を上げた。


「……これ、事実？」


「確定です」


「同数じゃないのよ！」


　玖里子は紙を指先で弾はじく。


「和樹も夕菜も四百十三票！　まったく同じ得票数！　投票の欠席者をのぞいての数よね!?」


「はい。病びよう欠けつ者しやを呼び出すわけにもいきませんので……」


　玖里子は「うー」とうめいて、事じ務む机づくえに突つっ伏ぷした。


「ああもう、これじゃ再投票じゃないのよ。また和樹に演説やらせんのか……」


「いえ。そうはなりません」


「え？」


　彼女は頭を上げ、女子役員を見つめた。


「再投票の規定がありません」


「……そんな馬ば鹿かな規定がどこにあんのよ!?　辞任はあったくせに！」


「おそらく過去の経験によるものです。現に旧制中学時代、再投票を機きに介かい入にゆうしようとした学校側と反発した生徒側で数日に及およぶ争あらそいが──」


「歴れき史し認にん識しきはどうでもいいわよ！　じゃあこのケースはどうなんのよ」


「前会長の辞任は有ゆう効こうですから、単に会長となる人物がいないことになります」


「そんな変な組織聞いたこともないわ。副会長の昇しよう格かくもなし!?」


「選挙戦になりましたから、ありません」


「うあああ……」


　椅い子すからずり落ちそうになる玖里子。女子役員は淡たん々たんとしていた。


「生徒会としては、確かに格かつ好こうがつきません」


「他ほかの学校に笑われるわよ。ただでさえ設楽したらヶが原はら高校の生徒会と揉もめてるんだから。せめてあと一票でもあれば……あ」


「どうなさいました」


「和樹を呼んできて」


　女子役員は出ていき、しばらくすると和樹を連れてきた。


　和樹はなにやらぼんやりとした様よう相そうであった。


「選挙、どうだったんですか」


「引き分けよ。それより訊ききたいんだけど……あんた投票した？」


「えーと、してないです」


　玖里子は思わず立ち上がった。


「ちょっとどういうことよ、なんで投票しないの!?」


「だって玖里子さん、おとなしくしてろって言ってたじゃないですか」


「投票しないでどうすんのよ！」


　彼女は和樹の胸むなぐらを摑つかむ。


「投票は義ぎ務むよ！　つーかあんたの票があれば勝ってたのよこら！」


「知りませんよ。会長になりたいわけでもありませんから」


「呑のん気きなこと言うなー!!」


　玖里子は和樹を摑んだまま、全ぜん自じ動どう洗せん濯たく機きのように振り回した。


「最悪の結果になったのよ！　どーすんの！」


「知りませんってば」


「馬鹿馬鹿馬鹿ー!!」


　彼女はいつまでも和樹を振り回し続けた。





　それからしばらく、葵学園生徒会は会長が空くう席せきのまま運うん営えいされることになった。おかげで玖里子は他校への言い訳を考える仕事に没ぼつ頭とうさせられた。


　和樹は会長にならされなくてほっとし、心に平へい穏おんが訪おとずれた。


　そして夕菜だが、若じやつ干かんだが「生徒会長に未み練れんを残している」そうである。




　第二十三話　イトコよイトコ










　日にち曜ようの朝とくれば朝あさ寝ねである。特に、日ごろスケジュールに縛しばられている高校生には、隠かくれた娯ご楽らくであった。


　朝寝の二大巨きよ頭とうは風かぜ椿つばき玖く里り子こと式しき森もり和かず樹きである。玖里子は低てい血けつ圧あつ気ぎ味みな上、「朝寝坊は娯楽」と言い切るタイプであり、和樹は寝坊する気はないのに寝てしまうタイプであった。


　一方神かみ城しろ凜りんと宮みや間ま夕ゆう菜なは早起きであり、特に凜が早い。早すぎてまだ外が暗いときは、室内で素す振ぶりや予よ習しゆうをして時間を潰つぶすこともある。夕菜は起きる時間の十五分前には目が覚さめ、あくびをすることもなく、洗せん面めん所じよへと行く。


　栗くり丘おか舞まい穂ほはというと、これが不ふ規き則そくで、誰だれよりも早く目覚めることもあれば、一番遅おそくまで布ふ団とんにいることもあった。以前は早起きしていたらしいのだが、和樹たちと暮くらすようになってからこうなった。当人によるとリラックスしている証しよう拠こらしい。もっとも習しゆう慣かんというのはそうそう変わるものでもなく、早起きする方が割わり合あいとしては多い。


　今日は日曜日なので、そんな舞穂もずっと寝ている、というわけでもなかった。早いうちから起きだし、階かい下かでなにやらやっていたのである。





　夕菜が目を覚まして、着き替がえて階かい段だんを下りると、舞穂はもうリビングにいた。電話の子こ機きを抱かかえて話し中であった。


　盗ぬすみ聞ぎきをする気はなかったので、夕菜は離はなれたところに座すわっていた。それでもときおり会話が伝わってきた。


「……何なん歳さいだっけ……うん……どこに？……え……」


　電話相手と共通の知人のことらしい。


「にゃ……それで……？」


　夕菜はお茶入れようと、そっと席を立った。キッチンでお茶の葉を探さがす。と、焦あせったような舞穂の声が聞こえてきた。


「えっ……来るの……いつ？……にゃー」


　その後も何度か、舞穂が慌あわてたようになり、電話は切られた。


　夕菜がお茶を持っていくと、珍めずらしいことに舞穂はぐったりとしていた。


「舞穂ちゃん……？」


「にゃあ……」


　どんよりとした目で夕菜を見上げる。


「どうしたんです？」


「お母さんから電話……」


「あら」


　舞穂の両親は日本にいない。外がい交こう官かんであり、海かい外がいの大たい使し館かんに勤きん務むしているのである。


「嬉うれしかったでしょう」


「嬉しかったけど……」


　冴さえない顔である。


「でも嬉しくない」


「駄だ目めですよ。お母さんのこと悪く言っちゃ」


「そうじゃないー。だって……」


　ちょっと目を潤うるませた。


「舞まい夜やが来るの」


「……舞夜？」


　夕菜は首をかしげた。


「舞穂のいとこ」


「まあ、舞穂ちゃんのいとこ」


　夕菜は手を合わせた。


「こっちに来るんですか」


「遊びに来る。なんかね、たまたまおばさんたちとこっちにいて、今日だけ暇ひまなんだって。だから舞穂に会いたいって……」


「よかったですね。歓かん迎げいしませんと」


「よくないー」


　舞穂は手を振り回した。


「会いたくなーい」


「またそんなこと言って」


　夕菜は腰こしに手を当てた。


「いけませんよそんなことじゃ。玖里子さんもお姉さんたちを苦にが手てにしてましたけど、肉にく親しんは仲良くしないと」


「だって……舞夜、変なんだもん」


「なんですか、変って」


「んー、変なの」


　喋しやべりたくないのか、言葉を濁にごしていた。


「だから会いたくなーい」


「いとこさんは会いたいんですよね」


「お母さんは、舞穂に迎むかえに行ってくれって……」


「じゃあ行かなきゃ駄だ目めです」


「やだー」


　じたばたと、舞穂はだだをこねた。


「もう、聞き分けがないですね」


　夕菜は嚙かんで含ふくめるように、


「じゃあ、わたしが一いつ緒しよに行きます」


「……ほんと？」


「本当です。いとこさんはびっくりするでしょうけど、仕方ありません」


「……舞夜はそんなことじゃびっくりしないと思う。変なんだもん」


「行くんですか、行かないんですか？」


「……行く」


　渋しぶ々しぶ舞穂はうなずいた。


「じゃあ、すぐ支し度たくしちゃいますから、それから行きましょう」


　夕菜はそう言うと、部屋に戻もどるため二階に上がった。





　　　　○





　和樹が目を覚ましたときには、陽ひはずいぶんと高くなっていた。十時間近く寝ねており、腹もかなり減へっていた。


　あくびを嚙かみ殺ころしながらリビングへと向かう。


　そこには、庭にわで素す振ぶりでもしていたのか、木ぼく刀とうを持った凜がいた。


「遅おそいな」


　彼女は和樹を見るなり言った。


「不ふ規き則そくな生活は、身体からだを駄目にするぞ」


「んー、でもせっかくの休みだから」


　和樹はゆっくり目を擦こすった。


「だらしのないやつだ」


「僕だけじゃなくて、玖里子さんもまだ寝てるよ」


「私は一ひと汗あせかいたところだというのに、男のお前がそんなことでどうする」


「体育会系じゃないから」


「私だって生せい物ぶつ部ぶだぞ、まったく……。そういえば」


　凜がふと気づいたように、


「夕菜さんはどこへ行ったのだ」


「あれ。家じゃないの？」


　和樹はリビングを見回した。


「ちらっと出かける姿が見えたのだが……お前は知らないのか？」


「うん。買い物じゃない？」


「舞穂ちゃんも一緒だったようなんだが」


「ふーん」


　和樹は生なま返へん事じをした。夕菜は外がい出しゆつするとき誰かに声をかけているが、たまには黙だまって出かけることもあるだろうと思う。舞穂もいなくなるのは困るが、最近は和樹の体たい調ちようもいい。離れていても、いきなり世せ界かい滅めつ亡ぼう、ということもないだろう。


　とりあえず遅い朝食を取ることにした。


　トーストにジャムを塗ぬり、椅い子すに座すわってパクついていると、上から玖里子が下りてきた。和樹に輪わをかけて眠ねむそうな顔であった。


「おはよ」


「おはようございます」


　彼女はコーヒーを淹いれると和樹の正しよう面めんに座った。荒っぽい手つきで飲のむ。


「うー、おいし……。夕菜ちゃんいないけど、出かけたの？」


「みたいです。舞穂ちゃんも一緒に」


「そ。でも舞穂ちゃん、帰ってきたみたいね」


「……？　いいえ」


　和樹はきょとんとした。


「まだですけど……」


「そう？　二階から舞穂ちゃん見えたけど」


「でも来てない……」


　その時、玄げん関かんからチャイムの音がした。


　和樹が立ち上がり、スリッパをぺたぺたいわせながら扉とびらまできて、鍵かぎを開ける。すると。


　なにかがのしかかってきた。


「きゃー、お兄ちゃんだれー！」


「うわっぷ！」


　和樹はたまらず床ゆかに転がった。


「お兄ちゃんだれー!?」


「うわーっ!?」


　騒さわぎを聞きつけ、奥おくから玖里子と凜もやってくる。


　その二人にも「のしかかってきたなにか」が抱だきついた。


「きゃー、大きいお姉ちゃーん！」


「え、えっ!?」


　玖里子がぎゅっと抱きしめられ、直後に凜も飛びかかられた。


「小さいお姉ちゃーん！」


「なっ……!?」


　凜も床をごろごろと転がる。上になったり下になったり、端はしから端まで行ったり来たりした。


　和樹と玖里子は、口を半開きにしながらその光こう景けいを眺ながめていた。


「……舞穂ちゃん？」


　和樹が呟つぶやく。


「にゃー、舞穂じゃないよー！」


　聞きつけたその子が凜から離はなれ、立ち上がった。


「舞穂じゃなーい。舞夜！」


　舞夜は両手を勢いきおい良よく振り回しながら、そう言った。





　和樹たちは、とりあえず舞夜をリビングに連れていった。オレンジジュースを出し、座すわらせて飲ませる。


「舞夜ちゃんっていうの」


　玖里子の台詞せりふにうなずき、


「うん。栗丘舞夜。舞穂のいとこなの。ほんとだよ」


「それは分かるわ」


　見れば見るほど舞穂そっくりな子であった。髪かみ形がたが違ちがうだけで、顔つきも本当に似にていた。ただ背せ丈たけは舞穂よりも低い。年ねん齢れいも下のようだ。


「舞夜ちゃんは、なにしにここまで？」


「遊びに。舞穂に会いに来たの」


　ちょっと頰ほおを膨ふくらませて、その子は言った。


「でも舞穂、いないみたい」


「そうね。出かけちゃったらしいから」


「むー」


　文もん句くを言いたそうであったが、舞夜はすぐに機き嫌げんを直なおした。


「でも、お兄ちゃんとお姉ちゃんたちがいるからいいのー」


「あたしたちのこと、知ってたの」


「おじさんから聞いたことあった。でも名前分かんない」


　そこで三人は、それぞれ名前を名乗った。


　舞夜は指をさして「玖里子お姉ちゃん、凜お姉ちゃん、和樹お兄ちゃん」と言った。


「わーい。嬉うれしい」


　無む邪じや気きに笑う。人ひと見み知しりをする様よう子すがなかった。


「遊ぶ遊ぶー」


「……って、なにして？」


　和樹が聞き返した。


「なんでも。遊ぶのー」


　舞夜がぴょんと和樹の膝ひざの上に乗る。それからごろごろ転がった。


「ちょ、ちょっと」


「にゃーにゃー」


　身体全体を和樹に擦こすりつける。


「ま、舞夜ちゃん？」


「にゃー」


　丸まりながら、ときどき手足をぱたぱた動かしている。目をつむり、とても幸しあわせそうであった。


　なんだか小動物のようである。和樹は仕し方かたなくそのままでいた。


　すると舞夜がちらっと見上げた。


「なでて」


「えっ？」


「なでてー」


　言われたとおりに、頭をゆっくりなでる。


　嬉しそうに喉のどを鳴ならした。


　まるで子こ猫ねこか子こ犬いぬのようだ。舞穂もそのような仕し草ぐさを見せるが、舞夜の場合はもっと全身で現していた。


　それを見た玖里子と凜が、複ふく雑ざつな表情をした。


「なんつーか、小さい子ならではの無邪気さというか」


　玖里子が呟つぶやく。


「可愛かわいいと思うんだけど、ちょっと妬やけるわね」


　相手がかなり年下なので、どうしたらよいか困るところであった。


　凜はもう少し直ちよく接せつ的てきである。


　つかつかと歩み寄り、和樹の隣となりに腰こしを下ろす。


「舞夜ちゃん」


　咳せき払ばらいをする。


「あまり、そのような行動には出ぬように」


　舞夜は大きな瞳ひとみを動かした。


「なんで？」


「子供ではあるまいし、淑しゆく女じよとして、もう少し慎つつしんだ態たい度どをとりなさい」


「にゃー、舞夜は子供だよ」


「子供だからなにをしてもいいというものではない。落ち着きを持てということだ。大和やまと撫子なでしこたるもの、男子に対して一いつ定ていの距きよ離りを置かねばならない。そんなに密みつ着ちやくばかりしていたら、道どう徳とくや倫りん理りといったものが崩ほう壊かいしてしまう」


「凜お姉ちゃん、難むずかしいこと言ってる」


「難しいことではない。人間として基本的なことだ。甘あまえを見せるのにも限度がある。そもそも式森の膝に乗ること自体がおかしいのだ。今日来たばかりの子供にそんなことをされては立場がない。こっちは触さわることすらできないというのに……いや、そうではなく、あまりべたべたするのは情じよう操そう教きよう育いくの面からよくないので止やめるべきだ。どうしてもというのなら、まず私が試ためしに……いや違う」


　堂どう々どう巡めぐりになりかかる凜。すると舞夜が膝から起きあがった。


「凜お姉ちゃんも同じことしたいの？」


「そ、そういうことではない」


「じゃあ舞夜がするー」


　ぴょんと凜の膝に乗った。ごろごろと鳴きながら、頰を押おしつけてくる。


「楽しー」


「わ、私はそれほど楽しくは」


「じゃあもっと楽しくする」


　舞夜が腕うでを伸のばした。


「ひゃっ!?」


　小さな手がもぞもぞと、凜の腹はらの上を這はい回った。


「舞夜ちゃん!?　こら！　あっ……ひゃっ、あははははっ」


　腹、脇わき腹ばらと指がうごめく。肌はだに直接ではなかったが、それが余よ計けいにくすぐったさを助じよ長ちようしていた。凜はたまらず笑い転げる。


「ははははっ、こらっ、もう、やめ……ど、どこを触って……きゃははははっ！」


「わーい。凜お姉ちゃんくすぐったがりだ」


「わたっ、わた、私は普ふ通つうだ……普通に……くすぐったい……はは」


「面おも白しろーい」


「私は……面白くは……はは……は」


　不意に舞夜のくすぐりが止まる。


「こら」


　玖里子が身体からだを抱かかえ上げていた。


「あまりそういうことをしない」


「うにー、だって楽しいんだもーん」


「凜が壊こわれちゃうわよ」


「じゃあ玖里子お姉ちゃんにする」


　ぺたぺたと、腹を触りまくる舞夜。玖里子は笑い声を上げなかった。


「あたしは平気よ」


「じゃあそのおっきいの」


　二本の手が胸に伸ばされる。


　玖里子はひょいと身体を反そらした。


「だーめ」


「にゃー」


「自分のが大きくなったら、飽あきるまで触んなさい」


「むー」


　舞夜は玖里子の腕から抜ぬけた。床ゆかに立つ。


「遊んでよー」


「あとでね」


「……わーん」


　舞夜は駆かけだした。廊ろう下かへ消えていく。


　玖里子は軽く息を吐ついた。


「凜、大だい丈じよう夫ぶ？」


「はは……ええ……はい」


　剣けん豪ごう少女は肩かたで息をしながら、ようやく返事をした。
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「まさかこの年になって、くすぐられるとは思いませんでした」


「年とし寄よりみたいなこと言うわね。でもあんた、ずいぶんと敏びん感かんだったのね」


「普通です。多少くすぐったいのに弱いだけで……。しかし舞夜ちゃんを放ほうっておいていいのですか」


「あまりつきあってると、わがままが通ると思っちゃうでしょ。成長のためには相手しないことも必要」


「どこに行きましたか」


「さあ？」


　和樹が口を挟はさんだ。


「なんか二階に行ったみたいだったけど……」


「二階……？」


　三人はほぼ同時に、嫌いやな予感に襲おそわれた。すると。


「わーいわーい」


　階上から舞夜の笑い声が響ひびいてきた。


　玖里子が顔色を変え、真っ先に駆かけだした。やや遅おくれて凜と和樹もついていく。


　女の子たちの部屋の扉とびらが開けっ放しになっていた。


「あっ!!」


　室内が、とんでもない有あり様さまになっていた。


　舞夜がクローゼットとタンスを開け、服ふくやら下した着ぎやらを全部出していた。それを床一面にばらまいては喜よろこんでいる。まるで開店数時間後のバーゲン会場であった。


　玖里子が悲ひ鳴めいを上げる。


「あたしの下着！」


　中でも舞夜は、玖里子のブラジャーやらパンツやらを出しては大喜びしていた。


「わーい。いろんな色ー」


　確かに様さま々ざまな色があった。白に青にピンクに赤。黒にベージュに緑色。薄うす紫むらさきなんてものもある。


「あー、もう、なんてことすんの！」


　玖里子は舞夜の元に駆かけ寄よった。


「凄すごーい。たくさんあるー。いくつあるのー」


「いくつでもいいでしょ！」


「おっきいね」


　ブラジャーを両手に持ってひらひらさせる。


「つけていい？」


「駄だ目めよ！」


　取り上げようとする玖里子。しかし、意外な素す早ばやさで舞穂はかわした。


「にゃー、欲ほしいー」


「高いのよそれ！」


「もらうー」


　両手で山のように下着を抱え、部屋中を逃にげ回る。


「待ちなさい！」


「やだ」


　小さいからか、玖里子はなかなか捕つかまえられない。跳はねるように舞夜が逃げる。


「ちょっと凜に和樹、手伝って」


「はいっ」


「は、はい」


　二人は玖里子に協力して舞夜を追いかける。それでも捕まえられない。三人がかりなのでなんとかとらえられるが、どうしたことかするっと抜けられてしまっていた。


「なんであたしの下着なんかに興きよう味みあんのよ！」


「だって色んな色や形があるんだもーん。凜お姉ちゃんの見つかんなかったし」


「凜はさらしなのよ！」


「さらしではありません！　ちゃんと使っています！」


　激げつ昂こうして、凜が玖里子に食ってかかった。


「キャラにあってないのよ」


「大きなお世話です！」


「だいたいブラが地じ味み」


「余よ計けいなことを言わないでください！」


　足を止め、凜は反はん論ろんを繰くり返した。その隙すきに舞夜が部屋の扉を開けた。


「舞夜ちゃん！」


　和樹が叫さけんだが、その姿は廊下に消えた。


　あとには散乱した下着の山。


「あーもう、下着ドロにあった気分」


　玖里子が嘆なげく。凜は怒おこったままだ。


「玖里子さんが妙みようなことを口走るからです」


「事実じゃない」


「地味とかそういうのは個人の嗜し好こうであって……！」


　また口げんかを始はじめる玖里子と凜。和樹が割って入った。


「ちょっとちょっと、それよりも舞夜ちゃん捜さなきゃ」


「そうだった」と玖里子が呟つぶやく。三人は気を取り直して、部屋を出た。


　階段を下おりる。足あし跡あとのように点々と、玖里子の下着が落ちていた。


「まさに犯人の逃とう走そうって感じね」


　自分のパンツを拾ひろいながら、玖里子が言った。乱らん暴ぼうに丸まるめる。


「もう……全部洗あらわなきゃ」


「洗せん濯たくするんですか」


　和樹が訊きく。


「当たり前よ。それとも……」


　玖里子がちらりと和樹を見た。


「欲ほしいの？」


「い、いりませんよ」


「あら。それはそれで失しつ礼れいね。使し用よう済ずみじゃないから駄目なの？」


「そうじゃないです！」


「使用済みはさすがにあげたくないけど、ま、洗濯したものくらいなら……」


「いりませんって！」


　和樹は玖里子から逃のがれるように、リビングに入った。


　ソファの上にブラジャーが落ちていた。舞夜の姿はない。


「ちょっと舞夜ちゃん、どこ!?」


　玖里子が呼びかけるように叫ぶ。


「まだあたしの下着持ってるでしょ。返しなさい！」


　やはり返事はない。


「リビングにいないなら、どこなのよ」


　和樹が周しゆう囲いを見回す。


「サイドボードとか、テレビ台の中に隠かくれてるとか」


　彼は念ねんのため、それらの中や裏うら側がわを覗のぞき込こんだ。当然いない。


「小さい身体からだだから、どこにでも隠れられるというのは考えられるが」


「捜そうよ」


「そうだな」


　凜も捜そう索さくに加くわわった。玖里子もぶつぶつ言いながら捜しはじめる。


　この家は広めのキッチンに納なん戸ど、地ち下か室しつもあるので、外がい見けんから想そう像ぞうするより収しゆう納のう能のう力りよくがある。いたずらっ子が隠れるには絶ぜつ好こうの環かん境きようであった。


「かくれんぼとか思ってそうだなあ」


　和樹はそんなことを言いながらキッチン下の戸を開けて覗く。


「こういうのが好きそうな子だからな」


　凜が床ゆか下した収納を調べる。


「そういえば、舞穂ちゃんと違ちがって、チョーカーはしてないのだな」


「そうだね。危険な魔ま力りよくがないんじゃないかな」


「まったく魔力を持ってないはずはないが……」


　その時、どこからか「ぼぼぼん」と音がした。


「……二階？」


　和樹が天てん井じようを見上げる。


「もしかして、僕の部屋？」


　和樹は女の子たちと同室ではなく、一人で別室を使っていた。


「でもあたしの下着は階段にあったわよ」


　玖里子が言う。


「僕たちが捜している隙すきに、上に戻もどったとか」


「そんな推すい理り小しよう説せつみたいなことして……」


「ちょっと見てきます」


　和樹は一階を二人に任まかせ、階段を登った。


　自室がなにやら騒さわがしい。


「舞夜ちゃん……？」


　ドアノブを回して開ける。


「舞夜ちゃ……わっ！」


　室内はものの見み事ごとに荒あらされていた。本や服は床に広げられ、中央には玖里子の下着の山が。引き出しや押おし入れは開けっ放しになっている。縦たてのものは横よこ、横のものは縦になっていて、滅め茶ちや苦く茶ちやであった。


「和樹おにーちゃん」


　舞夜が笑え顔がおで振ふり向いた。


「ちょっと舞夜ちゃん、なにしてんの！」


「家や捜さがしー」


　悪あく意いのない笑顔で、とんでもないことを言う。


「なにを!?」


「エッチな本」


「エッチな……え？」


　和樹は目を丸くした。


「でもどこにもなかった」


「そうだよ。僕は持ってないんだから」


「おかしいー。男の子が持ってないなんて変。淡たん白ぱくすぎ」


「興きよう味みがないわけじゃ……だけどそういう男もいるの！」


「だからね、舞夜が作ってあげたの」


「作って……え？」


　和樹はきょとんとした。舞夜が床に散ちらばっている本を指さし示しめす。


「ほらこれ」


「これ……わあああっ!!」


　和樹は文字通り跳とび上がった。


　それらは全すべて、限かぎりなく淫いん靡びを優ゆう先せんした、いかがわしさ丸出しの写しや真しん集しゆうであった。服を着ていない女性たちが、表現に困こまるようなあんなポーズやこんなポーズを取っている。


「ななななななんでこんなのが!?」


「和樹お兄ちゃん持ってなかったから、舞夜が魔法で作ったの」


　得意そうに胸むねを張っている。


「舞夜、こういうの得意なんだよ」


「そんなの得意じゃなくていいよ！」


「和樹お兄ちゃんが喜よろこぶようにした」


「どんな！」


「良く見て」


　言われて思わず、和樹は写真集を眺ながめ──ぶっ飛んだ。


「うわあああっ！　こ、これっ、く、玖里……」


「舞夜のそーぞーなんだけど、うまくできたでしょ」


「り、凜ちゃんまで……」


「ここの下から見上げたポーズがこつ」


「どれどれ──こらあ！」


　つい和樹は怒ど鳴なる。舞夜は不満そうな表情をした。


「物足りないの？」


「そうじゃなくて！」


「じゃあもっと」


　舞夜が短みじかく呪じゆ文もんを唱となえて、人差し指をくるっと回転させた。


　本ほん棚だなの本が飛び出て、空中で光に包つつまれたかと思うと、十八歳さい未み満まんお断ことわり写真集となって和樹に降ふりかかる。


「あわわわわっ」


「玖里子お姉ちゃんと凜お姉ちゃんを絡からませてみたよ」


「止やめてくれー！」


　増え続ける本に半はん泣なきとなる和樹。おまけに階段から足音がしていた。騒ぎを聞きつけ、玖里子と凜が上ってきたのだ。


「まずーい!!」


　和樹は急いで写真集と下着をかき集める。しかし全ては遅おそすぎた。


　がちゃりと扉とびらが開けられ、玖里子と凜が入ってくる。


「あー、こんなとこにいたのね」


　舞夜を見つけて玖里子が文もん句くを言う。


「さあ、あたしの下着を返して……お？」


　玖里子の視線が、硬こう直ちよくしたままの和樹に移うつった。


「……あんた、やっぱりあたしの下着に興味が」


「くっ、玖里子さん！」


　凜が全身を真まっ赤かにして叫さけんだ。指ゆびを伸のばし、わなわなと震ふるえている。


「なによ」


「ほ……本に」


「本がなんだって──」


　言いかけて玖里子も言葉を詰つまらせる。凜の指先には、二人の女性の一いつ糸しまとわぬ写真があった。


「な……なにこれ……。あたしと凜……なんで絡んでんのよ!?」


「式森！」


　凜が絶ぜつ叫きようした。いつの間にか真しん剣けんを構かまえている。


「なんでお前がそんな本を持っているんだ!?」


「し……知らないよ！」


　和樹はようやく我に返った。


「こんな本全ぜん然ぜん……いやこれは僕の本じゃなくて、舞夜ちゃんの」


　舞夜が不ふ満まんそうに言う。


「和樹お兄ちゃんが欲ほしそうだったから」


「違ちがう！」


「やはり！」


　一いつ瞬しゆんにして凜の日本刀が輝かがやきを放はなつ。魔力が充じゆう塡てんされていた。


「貴き様さまーっ!!」


「待って待って凜ちゃん、ていうか舞夜ちゃん！」


　和樹は全身から汗あせを吹ふき出しながら、


「なんてことをしたんだ！」


「もっとできるよ。××で×××なこととか。玖里子お姉ちゃんと凜お姉ちゃんを出して×××で×な──」


「舞穂ちゃんみたいなこと言わなくていい！」


　口を塞ふさごうとする。舞夜は「わー、××ー」と言いながら逃にげた。


「待った舞夜ちゃん！　ちゃんと凜ちゃんに説明してよ！」


「××××ー」


「でないと殺される！」


　舞夜は走って廊ろう下かに出た。和樹は後を追おう。


「待てー！」


「待たなーい」


　玖里子と凜も当然駆かけだす。


「和樹、あんたあたしの下着抱かかえたまま！」


「許さーん!!」


　舞夜が逃げ、それを和樹が追い、さらに玖里子と凜が追いかける格好になった。四人はコマネズミのように走り回る。


　住じゆう宅たく街がいの一いつ軒けん家やで、室内鬼おにごっこが開かい始しされた。





　数時間後。


　和樹は疲つかれ切って、リビングのソファに倒たおれ込んだ。精せい神しん的てきな疲ひ労ろうだけでなく、日本刀でどつき回された傷きずが、身体からだのあちこちに残のこっていた。


　玖里子も下着は取り戻もどしたものの、くたくたになってソファにもたれていた。凜は刀を握にぎったまま、肩かたで息いきをして床ゆかに座すわり込んでいる。


　一人舞夜だけは、まだまだ元気であった。おまけに嬉うれしそうであった。


「面おも白しろーい。楽しーい」


　三人は同時に「こっちは死にそうだ」という感想を抱いだいた。


「にゃー、もっと遊ぶー」


「無む茶ちや言わないで……」


　かすれ声で玖里子が答えた。


「舞夜ちゃんはあたしたちを殺ころす気？」


「なんで？」


　不ふ思し議ぎそうにしている。


「……いいわよ。なんでも勝かつ手てにしなさい」


「じゃあね、お休みしてお風ふ呂ろ入る」


　舞夜は自分の服を軽く引っ張った。


「汗あせかいちゃった」


「そーねー」


　三人も汗だくであった。ただ風呂に入る元気すらない。


「一人でどーぞ」


「えー、みんな一いつ緒しよに入らないのー」


「湯ゆ船ぶねにつかったら溺おぼれそうよ」


　玖里子は天てん井じようを向いて目をつむった。大きく息を吐つく。


　舞夜はそんな彼女を眺ながめていたが、話をしてくれないのを察さつすると、和樹の元に近寄った。


「和樹お兄ちゃん、入ろ」


「僕……？」


「うん。舞夜とお風呂」


「んー……」


　半身を起こして振ふり返ると、玖里子が目を右腕うでで覆おおったまま、左手で「そっちでなんとかしろ」と振っていた。凜はこっちを見ていない。


「あのね、僕は男でね、舞夜ちゃんは子供でも一いち応おう──」


「入るったら入る」


「分かったよ……」


　もはや反はん論ろんする気力も残っていない。のろのろと起きあがり、舞夜の手を引いた。


　脱だつ衣い所じよまで案内する。籠かごを足あし下もとに置く。タオルは常に新しいものが用意されているので、そのまま使う。


「じゃああとは一人で」


「一緒ー」


「分かった分かった」


　和樹は面めん倒どうくさそうに返事をして、籠をもう一つ用意した。


　舞夜が服を脱ぬぎだした。一応和樹は背を向ける。


「入るよー」


「はいはい」


　和樹は振り向いて──思わず絶ぜつ句くした。





「玖里子さん……」


　凜の呼びかけに、玖里子は片目だけを開けた。


「なに……？」


「式森と舞夜ちゃんは……どこにいったのです」


「あんた、聞いてなかったの」


「疲つかれてぼんやりしてまして……」


　刀を握にぎったまま、凜は口をもごもごさせた。


「あの二人ね、風呂入ってるわよ」


「そうですか。風呂……風呂！」


　弾はじかれたように立ち上がる。


「二人で風呂に入っているのですか!?」


「あんた、まだ元気残ってるじゃない」


「それよりも、どうして一いつ緒しよに風呂なのですか！」


「舞夜ちゃんが入りたいって言ったからよ」


「式森まで一緒の理由はないはずです！」


「どうでもいいわ。舞夜ちゃんは子供よ」


「子供でも女です！　式森のような男と一緒に入れるのは大問題……」


「和樹はペドじゃないから平気」


「そういう問題ではなく……！」


　凜がソファに寄ってくる。玖里子は横になったまま見上げた。


「気になるならあたしたちも入る？」


「それも一つの解かい決けつで……ではなく！」


　剣けん豪ごう少女が目を吊つり上げた。


「怒おこんないでよ。どうせ和樹のことだから、舞夜ちゃんだけ浴よく槽そうに入れて、自分は脱衣所で待ってるわよ。それこそこんなことで怒られちゃ……あっ!!」


　玖里子はがばっと身を起こした。


「まずい……」


「どうしたのです」


　凜が怪け訝げんな顔をする。


「和樹を出さなきゃ、早く！」


「いきなりなにを。平気と言っておきながら」


「今……玄げん関かん……」


「玄関？」


　凜は耳を澄すませた。かすかだが、話し声がしている。


「夕菜ちゃんが帰ってきたのよ……」


「それが……？」


「分からない!?　夕菜ちゃんが、和樹と舞夜ちゃんの入浴を見てどんな反はん応のうすると思う？」


「……確かに」


　凜の顔が見る見る青くなった。玖里子も負けず劣おとらず真まっ青さおだ。


「女の子と風呂に入ってるなんて知ったら、あの娘こ絶対怒るわよ」


「幼よう女じよだろうと関係ないでしょうね……」


「この家壊こわれちゃうわよ！」


　二人の頭の中に、魔ま王おうとなって破は壊かいの限かぎりを尽つくす夕菜の姿が映し出された。


「玖里子さん……止めないと……」


「止めるっていうか、あたし逃にげたい」


　玄関で音がする。鍵かぎが開けられ、夕菜と舞穂が「ただいま」と言っていた。


　二人は慌あわてた。


「風ふ呂ろ、風呂で和樹を！」


「それより舞夜ちゃんを！」


　夕菜がリビングにやって来た。後ろには舞穂がいる。


「あら、お二人ともどうしたんですか？」


　夕菜はにこにこしていた。


「ゆ、夕菜ちゃん……ええとね」


「夕菜さん……その……」


「和樹さんは？　あと、玄関に靴くつがありましたけど、舞穂ちゃんのいとこさんが来てますよね。舞夜ちゃんっていうんです」


「い……いるわ」


　玖里子は仕し方かたなく首しゆ肯こうする。


「どこです？　挨あい拶さつしなきゃ」


「……怒らないで聞いてくれる？」


「はい？」


　すると廊下の奥おくから、「すっきりしたー」と言いながら舞夜が出てきた。その後ろでは和樹が「ちゃんと髪かみ乾かわかすんだよ」と喋しやべっている。


「あら……二人ともお風呂」


「わーっ!!」


　玖里子と凜は悲鳴を上げた。


「夕菜ちゃん夕菜ちゃん、お願いだから暴れないで！」


「夕菜さん、殺さつ人じんだけはいけません！」
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　二人は必ひつ死しで哀あい願がんする。だが夕菜はどうしたことか、にこやかな表情のままで舞夜に歩み寄った。


「こんにちは、舞夜ちゃん」


「こんにちは。夕菜お姉ちゃん？」


「はい」


　殺さつ気きがまるでなかった。玖里子と凜はぽかんとした。


「夕菜ちゃん……。和樹と舞夜ちゃんが……」


「一緒に入浴したのに、怒らないのですか……？」


「どうしてです？」


「夕菜さんは怒らないよ」


　そう言ったのは、舞穂であった。


「だって舞夜は、男の子だもん」


「……は!?」


　玖里子と凜は、同時に叫さけんだ。


　舞穂の従兄弟いとこ、舞夜は、にこっと笑った。





　こうして、わずか一日の滞たい在ざいであったが、女じよ装そうの男の子「栗丘舞夜」の名前は、和樹たちの頭にしっかりと刻きざみ込こまれたのであった。




　第二十四話　奴を高く吊せ










　式しき森もり和かず樹きは朝から頭が痛いたかった。


　どうも風か邪ぜらしい。寒さむ気けはそれほどしないが、頭ず痛つうはかなりする。布ふ団とんもなにもかけないで寝ねたのが良くなかったようだ。


　こめかみを押おさえながら階段を下りた。まだ陽ひが昇のぼって間もない。頭痛で、早く目が覚めてしまったのである。


　一いつ階かいには栗くり丘おか舞まい穂ほだけがいた。他の女の子たちはまだ起きていない。


「おはよ……舞穂ちゃん早いね」


「おっはよー」


　明るい返事が返ってきた。


　舞穂はリビングでなにやら書き物をしていた。


「なにしてるの」


「日記ー。舞まい夜やに日につ記き帳ちようもらったからつけてるのー」


　嬉うれしそうに笑っている。


「今日の分からやってるんだ」


「ううん。ずーっと前から」


「よく思い出せるね」


「思い出せないのもあるよ。だから、そこは架か空くうのことを書いてるの」


「日記じゃないみたいだね」


「いいんだもん」


　和樹は苦く笑しようした。同時に顔をしかめる。


「どしたの？」


「風邪ひいたみたいなんだ」


「学校行く？」


「いや……午前中は休むよ。みんなに言っておいてくれないかな」


「いいよ」


「あとＢ組にもね。そうじゃないと、あいつらなにしだすか分かんないから」


　それだけ伝つたえると、和樹は舞穂の返事を待たずに、自室へ戻もどった。





　　　　○





　二年Ｂ組生徒は仲が良い。たまにこんなことを言い出す奴やつがいる。


　この「仲が良い」というのは、「誰だれかと一いつ緒しよにお昼ご飯を食べる」「一緒に帰る」程てい度どのもので、これくらい他クラスでは常じよう識しき以前の出で来き事ごとである。当たり前すぎて話にならないというやつだ。


　一ひと皮かわ剝むけば、いや、剝かなくてもＢ組生徒はクラスメートを憎にくんでいる。素す直なおに言って「自分以外の連中が、今すぐ退たい学がく処しよ分ぶんにならないかなあ」と思っている。一緒に食事をしたり帰ったりするのは、そうした方が相手の油ゆ断だんを誘さそえるからである（その場合は、自分の気持ちすらだまし、心から相手のことを好きになる。やるなら徹てつ底てい的てきにがＢ組流である）。はっきり言ってロクデナシであるが、それすら「褒ほめ言葉だ」と信じているので救すくいがない。担たん任にんの伊い庭ばかおりが、学がつ級きゆう日につ誌しに必かならず「つける薬なし」とコメントをするのは、ちゃんと根こん拠きよがある行こう為いなのだ。


　そんな連中も団だん結けつするときがある。散さん々ざん繰くり返されたが、「共きよう通つうの敵てきが出しゆつ現げんしたとき」だ。簡かん単たんに言って「自分より金のある奴」「自分より成せい績せきのいい奴」「自分よりもてる奴」である。


　まず「自分より金のある奴」。これは滅めつ多たに現れない。もちろん校内にいるのだが、相手を倒たおすより「媚こびへつらっておこぼれをもらう」方ほう法ほうに傾かたむきがちなのである。またＢ組内でも儲もうけ話は頻ひん繁ぱんに出てくるが、欲よくをかいて失敗するか、足の引っ張り合いで自じ滅めつする。たまに成せい功こうしても即そく座ざに散さん財ざいして元に戻もどる。みんな揃そろって金がないのが普ふ通つうだ。


　さらに「自分より成績のいい奴」もあまりいない。恐おそろしいことにＢ組生徒は勉強ができるからだ。テストのたびに二学年の上位を独どく占せんし、他の追つい随ずいを許ゆるさない（かろうじてＦ組がついてくる程度）。これは教きよう職しよく員いんの間で謎なぞの現げん象しようとされ、首を捻ひねりすぎて筋すじを違ちがえた教師が続ぞく出しゆつしたほどだ。


　問題は最後の「自分よりもてる奴」である。こればかりは男女間の問題で、Ｂ組生徒の思おも惑わくと別のところで決まってしまう。さらにＢ組には「いい男・いい女」が多いのだが、性せい格かくが大変悪いためか見事なほど異い性せいに縁えんがない。これらが「もてる奴はそれ自体が犯はん罪ざい」などの衝しよう動どう的てきな意い見けんを生うみ出だす土ど壌じようとなっていた。


　ようするに「異性（特に可愛かわいい女の子）と仲良くする」とＢ組によって敵とみなされるのだ。つまり宮みや間ま夕ゆう菜なと仲がいい和樹は、永えい遠えんにＢ組と相あい容いれないということなのである。


　そしてこの日も、「なんだかしらんけど女にもてるから」という理由で和樹に対たいする陰いん謀ぼうが、着ちやく々ちやくと進行していた。ただしその内容は、これまでとは少々異ことなっていた。





「残念だが、失敗だったと言わざるを得ない」


　和樹のいない二年Ｂ組教室。珍めずらしく朝早くから集まったクラスメート（Ｂ組生徒の約半分）に向かって、仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこはそう言った。


「いいところまでいったんだが、残ざん念ねんだ」


　仲丸は無む念ねんさを押おし殺ころすように、拳こぶしを握にぎりしめた。


　松まつ田だ和かず美みが軽く手を挙あげた。


「仲丸君、失敗ってのは、生せい徒と会かい会かい長ちよう選せん挙きよのこと？」


「そうだ。あれは生徒会に人材を送り込める絶ぜつ好こうのチャンスだった」


　先日、葵あおい学がく園えんでは生徒会長の辞任を受け、新しい会長を決める臨りん時じの選挙があった。二年Ｂ組はそこにクラスメート（夕菜）を送り込もうと画かく策さくしたのだが、すんでの所で失敗したのである。


「噂うわさによると生徒会側が実じつ弾だん攻こう勢せいに出たらしい。現げん金きんを大たい量りように使われると俺おれたちには不ふ利りだ。『ラブラブ夕菜ちゃん会長大作戦』は俺たちに敗はい北ぼくの一ページを刻きざませたってわけだ」


「あら、『夕菜の会長一直線。当選したら全ぜん員いん粛しゆく清せい』じゃなかったかしら」


「『夕菜会長独どく裁さいへの道。反対派を広場に吊つるせ』だったかもしれん。作戦名はともかく、俺たちは敗北した。その事実を認にん識しきする必要がある」


「あと一歩だったのよねー。確か同数だったんじゃない？」


「そうだ。同数だったことで生徒会の対たい抗こう馬ばも当とう選せんできず、会長の地ち位いは空席のままだ。これだけなら痛いたみ分わけと言っていいが……相手が式森だったのが問題なんだ」


　仲丸は、ばん、と机を叩たたいた。


　会長選挙は、Ｂ組が擁よう立りつした候こう補ほが夕菜で、生徒会側が和樹だったのである。和樹は日ごろから「女にもてなければ式森はいいやつ。もてる今は大だい悪あく魔ま」な存在であり、嫉ねたみの対たい象しようでもある。そんな相手なので、たとえ引き分けでも感かん情じよう面めんから言えば負まけに等ひとしいのだ。


「これは言いようのない屈くつ辱じよくだ」


「そうね。夕菜が当選していればＢウ組チに有ゆう利りだった上に、夕菜と式森君の間にくさびを打ち込めてたわ。一いつ石せき何なん百びやく鳥ちようだかになったはずよ」


「他にも生徒会が仕し切きっている購こう買ばいからのあがりや、文ぶん化か祭さい体たい育いく祭さいの予よ算さんもある」


「裏うらギャンブルもあったわ。計けい画かく書しよは提てい出しゆつしたはずよ」


「他にも闇やみ金きん融ゆうまで視し野やに入れていたんだ。それが全すべてパーになった」


　いかにも悔くやしそうに仲丸は言葉を震ふるわせた。


「納なつ得とくいかん」


「責せき任にんを追つい及きゆうすべきだ！」


　奥おくの方から、男子生徒の声が上がった。眼鏡めがねの口くち先さき革かく命めい家か、浮う氣き光みつ洋ひろである。


「これはＢ組選せん挙きよ対たい策さく委い員いん会かいの落おち度どだ！」


「ちょっと待って。委員会は対策をまとめて何本か提出したわよ。投とう票ひよう率りつと聞き取り調ちよう査さを使った」


　和美が反はん論ろんをする。選挙対策委員会のボスが彼女だったのである。


「むしろ不ふ確かく定てい要よう素そばかりのデータを渡わたした情じほう報ほう収しゆう集しゆう班はんの責任じゃない？」


　横目で新聞部部長の鳴なる尾お来らい花かをうかがう。


　来花は口から泡あわを飛ばさんばかりに言った。


「五分間かん隔かくで情じよう勢せいが変へん動どうしてたのよ！　正確なデータを連れん続ぞくして提てい供きようするのは無理があんの。新聞部員を使っても限げん界かいがあった」


「新聞部の中に、生徒会と通じていた部員がいたって話じゃない。知らないうちに偽にせデータを摑つかまされたって可能性もあるわね」


「和美、あたしはそんなヘマはしないわよ。Ｂ組の機き密みつ保ほ持じ班はんのセキュリティが甘あまかったんだわ」


「それは気をつかった！」


　浮氣が叫さけぶ。この男がセキュリティ担たん当とうだった。


「どうかしら。浮氣君は金で転びやすいわよ。マラソン大会のときもそんなことがあったわね。あなたの買ばい収しゆう騒さわぎが発ほつ端たんで、毒どく薬やく騒ぎになったんじゃない」


　Ｂ組ではかつて、マラソン大会のときに同級生の足を引っ張ろうと互たがいに毒を盛もり、あげく全員棄き権けんになったことがあった。


「はした金で買収されるか！　高こう額がくだったら……考えないこともないが、今回は違ちがう」


「今回は？　やっぱり怪あやしい」


「風かぜ椿つばき先せん輩ぱいが撒まいた実弾が美お味いしかったのは事じ実じつ。だけど俺は貰もらうだけ貰って夕菜ちゃんに投票した！」


「貰ったんじゃない！」


「俺だけじゃないぞ！　飯いい尾おも久く藤どうも六む車ぐるまも受け取っていた！　Ｂ組向けに用意した現金と商品券は、全部なくなったって聞いたぞ！」


　この発言に、Ｂ組生徒たちは一いつ斉せいに騒ぎ出した。


「おい、全員が買収されてたのか!?」


「みんな裏切り者ね！」


「なによ、あたしは貰ってないわよ！」


「俺は二人分しかガメてない！」


「僕ぼくの商品券を返せ！」


「もう一度貰いに行こう！」


　教室内は騒そう然ぜんとした。


　これがＢ組でも頻ひん繁ぱんに起こり、かつ致ち命めい的てきな欠点なのである。信じているのは自分だけの上、裏うらをかくことに禁きん忌きがないのですぐ分ぶん裂れつするのだ。いつまでたっても葵学園で覇はをとなえられないのはこのせいだ。


　教室の中は、あちらこちらで責任のなすりあいと言いい訳わけが飛とび交かい、バーゲン会場とコンサート会場が合あわさったような様よう相そうを呈ていしていた。


「待て、待つんだお前ら。冷れい静せいになれ」


　そう言ったのは、誰あろう仲丸であった。


　和美がじろりと睨にらむ。


「そういえば、仲丸君も生徒会の人から賄わい賂ろ貰ってなかった？」


「馬ば鹿か言え。あれは正当な情報の対たい価かで……あー、ここで責任問題を追つい及きゆうしても始まらん。今日集まったのは、今後の式森への対たい策さくをどう立てるかだったはずだ」


　慌あわてたように仲丸は言いい添そえた。


「まあそうだけど。で？」


「考えてみれば、俺たちは式森がらみの計画で、うまくいったことがほとんどない。一年生のときからそうだ」


「……確かにね」


「式森ははっきり言って勉強もスポーツも出来ない奴やつだが、何な故ぜか危き機きに強い。あいつ自身はなにかしてるようには見えないんだが、気づいたら俺おれたちが負けてるんだ」


「言われてみればそうね。才さい能のうかしら」


「それは分からん。小説の主人公が、作者の手て厚あつい保ほ護ご下かにいるようなものなのかもしれん。そもそも俺たちは式森のことを知らなすぎるんだ。あいつ、なんで葵学園を受じゆ験けんしたんだ？」


　和美だけではなく、他のメンツも「そういえば」と口にした。


「なんとなく受けたらしいけど」


「じゃああいつが女の子、特に夕菜ちゃんと仲が良い理由はなんだ」


「……知らないわよ」


「だろう。知らなくても式森を憎にくむことはできる。現に今まではそうしてきた。だが俺たちはいわば、見えない敵と戦ってきたようなものなんだ。このままだと敗北が続き、卒そつ業ぎようまでずっと、後こう塵じんを拝はいすることになる」


　全員、「それはとても嫌いやだ」という顔をした。


　もとより誰もが和樹より優ゆう秀しゆうなのだから気にする必要はないのだが、陰いん謀ぼうと女関係で先を越こされるのが嫌なのである。彼らのアイデンティティが、もっぱらそこに集中しているためだ。


　静かになった教室で、浮氣が言った。


「現状は分かったが、肝かん心じんの対たい策さくはどうする。まさか式森に膝ひざを屈くつするのか」


　お断ことわりだという声があちこちから飛ぶ。


「浮氣、俺たちＢ組の辞じ書しよに敗北という言葉はない」


「さっき負けてるって言ってなかったか」


「忘れろ。とにかく、このままだと式森がＢ組で一番女にもてて目立つ男になってしまう。すでに、あんな地じ味みなやつが生徒会長選挙のおかげで他の生徒に知られつつある」


「式森がＢ組代表か。色いろんなところがかゆくなってくるな」


「だろう。だが俺たちだけで対策を立てるのも限界がある。というか、裏うらの手しゆ段だんで式森を倒たおすのには限界がある」


「じゃあどうすんだ」


「ここは合ごう法ほう的てきな方法でいく。裁さい判ばんをおこなうんだ」


　仲丸の台詞せりふに、クラスメートたちがざわついた。


「Ｂ組戦せん時じ法ほう廷てい……あれが招しよう集しゆうされるのか」


　浮氣が呟つぶやく。


　Ｂ組戦時法廷とは、Ｂ組内の協きよう定てい（「女と黙だまって付き合ったら死し刑けい」等などと書かれている取り決めで、修しゆう正せいに修正を重かさねたせいで何百項こう目もくもある）を破やぶったものを被ひ告こくとする裁判である。「ちくしょー女にもてやがってこのやろー」というのが基本にあるので、告こく発はつする側のモチベーションは大変に高い。ちなみに戦時法廷なのは「カップルが誕たん生じようするなんて宣せん戦せん布ふ告こくみたいなもんだ」との理由による。


「なら証言を集めなきゃならんな。式森の犯はん罪ざい行こう為いを立りつ証しようするんだ」


「そうだ。そこで俺は提てい案あんしたい。外部の専せん門もん家かを招まねくというのはどうだろう」


　仲丸の意見に、Ｂ組生徒たちはきょとんとした。


「……外部の専門家ってなによ。コンサルタント？」


　和美が訊きく。


「近い。俺たちはあまりに式森を知らなすぎる。だから式森に精せい通つうした専門家に教えを請こい、証言を引き出すんだ」


「誰よ」


　和美の問いに、仲丸は名前を挙あげた。


　教室内の全員から、なんともいえない唸うなり声が漏もれた。


「ちょっと仲丸君、それ危き険けんじゃない？　いってみたら式森派の人間よ？」


「あえて危険を冒おかすべきだ。得られるものは大きい」


「そうかもしれないけど……」


「なにか対たい案あんのある奴はいるか？」


　無む言ごんであった。


「よし。ならこの案でいこう。式森と戦うには、どんな手でも使う必要があるんだ」


　仲丸は、妙みように自信たっぷりに言った。





　　　　○





　風椿玖く里り子この元に二年Ｂ組から使し者しやが来たのは、ちょうど中なか庭にわで、神かみ城しろ凜りんと昼食をとっているときであった。


　玖里子は「ぜひ二年Ｂ組までおいでいただきたい」との伝でん言ごんに、大変複ふく雑ざつな顔をした。


「なんであたしが和樹のクラスに？」


　凜も「さて」と言ったきり首をかしげた。


「なにか催もよおし物でもあるのでしょうか」


「そんな届けは出てないわよ。なにかしらね。今日は和樹、いないんだっけ」


「具ぐ合あいが悪いとかで、午後の授業から出てくるそうです」


「和樹のいない和樹のクラスに行くのも変な気分ね。まー、いいけど。ちょっと行ってくるわね」


「はい」


　玖里子は立ち上がり、校こう舎しやへ向かった。


　階段を上って二年生の教室の並ぶ廊ろう下かを進む。教師たちをして「なんだか邪じや悪あくなオーラの出ているような」Ｂ組の前までくる。


　咳せき払ばらいをすると、扉とびらを開けた。


　中に入り、玖里子はややたじろいだ。


　Ｂ組生徒たちが凶きよう暴ぼうだったからではない。逆に誰もが礼れい儀ぎ正しく、きちんと席に着いていたからだ。


　皆みな、椅い子すに深く腰こし掛かけて背せ筋すじを伸のばし、真まっ直すぐ前を向いている。ある種の真しん剣けんさが滲にじみ出ていた。


「風椿先輩」


　教室の中央に座すわっている男子生徒が立ち上がった。仲丸である。この男のことは玖里子も知っていた。


「ようこそいらしてくれました。どうぞそちらへ」


　教きよう壇だんに案内される。玖里子は教師になった気がした。


「んー、あたしなにすりゃいいの」


「ずばり、風椿先輩に話して欲ほしいことがあります」


　仲丸がやけに真剣な表情で言った。


「風椿先輩は式森と仲が良い、と聞きました」


「まーね」


「それで訊きたいんですが、どうして式森と関係が深いんですか」


「関係が深いって、なんかワイドショーみたいな言い方ね」


「似にたようなもんです。どうして式森と？」


「そりゃあ」


　続けようとして、玖里子の台詞がぴたりと止まった。あたし、なんで和樹のことを知ったんだっけ？


　直後に思い出した。姉に「式森和樹の遺い伝でん子しをもってこい」と命じられたのだ。


　しかしこれはどうしたものか。最近は遺伝子云うん々ぬん抜ぬきで関係が成り立っており、今の今まで忘れていた。きっかけなんだから話しても良さそうなものだが、高校生同士が出会う理由にしては刺し激げき的てきすぎる。というかエロい。


　かといって、「和樹に惚ほれて」というのも違ちがう。和樹は誰が見ても地味だし、中身も似たようなものだからだ。今はともかく最初のころは、歯し牙がにもかけない存在であった。


　玖里子は口ごもったまま教壇に立っていた。そんな彼女をＢ組生徒たちがじっと見つめている。


「風椿先輩」


　と仲丸。


「えーとね」


「先輩？」


「えー……」


　なにか適てき当とうな理由はないものかと悩なやんでいると、仲丸はひとりうなずいた。


「分かりました」


「え？」


「風椿先輩が式森と繫つながりがある理由です。思った通りだ」


　玖里子はぎくっとした。あたし、なんか理由がばれるようなこと口にしたかしら。


「風椿先輩は」


　仲丸がベテラン刑けい事じのような目つきで玖里子を見た。


「式森に弱よわ味みを握にぎられている」


「……は？」


　玖里子はぽかんとした。


「思った通りだ」


　彼女の反応を見て、正しいと確かく信しんしたらしい。仲丸だけではなく、全員しきりと納なつ得とくしていた。


「式森が弱味を握っているんだ。風椿先輩が昔しでかした麻ま薬やく取とり引ひきの証しよう拠ことか、武ぶ器き密みつ輸ゆの経けい緯いとかを知っていて、『付き合わないとバラす』と言って脅おどしたんですね」


「……なんであたしが犯罪に手を染そめんのよ」


「そして風椿先輩は渋しぶ々しぶ式森と関係を続け、気がついたら抜ぬけられないようになってしまったんだ」


「そうに違いないわ」


　と女子生徒が言った。和美である。


「式森君は他にも風椿さんの金きん融ゆう詐さ欺ぎや人じん身しん売ばい買ばいの証拠を握っているのよ。そうに決まってる。そうして夜な夜な体たい育いく倉そう庫こに呼び出し、風椿さんに身の毛もよだつようなことを……今はすでに性の奴ど隷れいへ……」


　苦しそうに和美が目を伏ふせる。


「酷ひどいわ」


「あんたたちの方がよっぽど酷いわよ」


　憮ぶ然ぜんとして玖里子は言うが、すでに誰も聞いていなかった。口々に「式森は悪あく魔まだ」「人じん権けん団だん体たいに連れん絡らくを取ろう」「警けい察さつに訴うつたえよう」などと叫さけんでいた。


「風椿先輩に来てもらったのは収しゆう穫かくがあった」


　仲丸が一同を黙だまらせながら発言する。


「やはり式森は卑ひ劣れつな手段で女性をものにしていたんだ」


「あたしは卑劣な手段に引っかかる女なのか」


「しかしご安心ください風椿先輩。式森のような卑ひ怯きよう者ものは、必ず我々が倒たおしてみせます」


　おお、と気き勢せいを上げるＢ組の面々。


「なに言ってんだか。どうしたらあたしが脅されているなんてことが」


　しかし、もはや玖里子の台詞せりふを聞いているものはいなかった。勝手に「式森和樹を裁さばく戦せん時じ法ほう廷てい」の策定を始め、誰が裁判長と検けん事じになるかで揉もめている。


「まったく……勝手にやんなさい。あたし、帰るわよ」


　返事はなかった。なので玖里子は、さっさと教室から出ていった。





　廊下を少し歩くと、向こうから凜がやってくるのが見えた。玖里子は手を振ふった。


　凜が小走りに近寄ってきた。


「もう終わったんですか」


「まーね」


「時間はあまりかかりませんでしたね」


「そーね」


「……玖里子さん」


「なーに」


「ワサビの丸飲みでもしたんですか。なんと申しますか、大変微び妙みようなお顔を……」


　玖里子はじろっと彼女を見た。


「凜」


「はい？」


「あたし、和樹に調ちよう教きようされたらしいわよ」


「……は？」


「そういうこと」


　凜は理由を聞きたい素そ振ぶりを見せていたが、それ以上玖里子がなにも言わなかったので、結けつ局きよく話題を止めた。


「ところで、凜はなんで二年生の階に来たのよ」


「私も二年Ｂ組に呼ばれたのです」


「あんたも？」


「はい。クラスの方が式森のことで話がしたいと」


　玖里子はやれやれと首を振った。またＢ組生徒の想そう像ぞうやら妄もう想そうやらが炸さく裂れつするシーンが、目に見えるようであった。


「私は二年Ｂ組のことを良く知らないのです。かなり変わっているクラスだと聞きましたが、どんな感じなのでしょう」


「そうね、まあ……変よ」


「そうなのですか。騒さわがしくて人の話を聞かないのですか」


「そんなレベルじゃないわ。もっとこう……変なのよ」


　凜が、なんだか分からない、という具ぐ合あいに眼めをしばたたかせる。


　玖里子はぽんぽんと肩かたを叩たたいた。


「行ってみれば分かるわ。いい経験になるんじゃない。多分」


「多分なのですか」


「多分よ」


「……分かりました」


　とりあえず凜が納なつ得とくしたようなので、玖里子は軽く手を振り、自分のクラスへ戻もどっていった。





　　　　○





　凜は教室の扉とびらをノックをした。そうしてから、「失礼します」と告げて開け、中に入る。


　Ｂ組の教室は熱ねつ気きに満みちていた。


　さっきまで口こう論ろんでもしていたのか、誰もが顔を赤くして肩で息をしている。しきりと汗あせをぬぐうものもいた。黒こく板ばんには細かい文字で色々書き込まれており、今も女子生徒の一人が板ばん書しよをしていた。


　凜は黒板の文字を見て怪け訝げんに思った。


　上に「式森和樹について」と大きく記しるされている。それはいいのだが、その下に「人でなし」「ゆすり」「風椿先輩も毒どく牙がに」「女の身体からだを要求する悪あく党とう」などとびっしり書かれている。どれもこれも、穏おだやかな言葉ではない。


　チョークを持った女子生徒、和美がこっちを向いた。


「来てくれてありがとう。神城さんね」


「はい。これはいったいどういう……」


「まあまあ。こっちに座すわって」


　見ると、机はどけられて椅い子すが円の形に並べられている。Ｂ組生徒はそこに座っていて、凜のための席も設けられていた。まるで懇こん談だん会かいのようである。


「机があると講義みたいだからどけたのよ。どうぞ」


　和美にうながされ、着席する。


　あらためて二年Ｂ組生徒を見ると、真ま面じ目めそうな雰ふん囲い気きがあった。


　いや、真面目そうというか、熱心そうな気がする。なにに熱心かというとなにやら嫌いやな予感もするのだが、とにかく「ものごとになんらかの熱意を持っていそう」だと凜は思った。


　和美が凜を見ながら言った。


「神城さん、呼びつけてごめんね」


「いいえ。構かまいませんが」


「式森君のことが知りたくて呼んだのよ」


「うかがいました」


「いきなりで悪いんだけど、神城さんは式森君と仲が良かったわよね」


「え……」


　凜はどうしてか自分の頰ほおが熱あつくなるのを感じた。こう直接的に聞かれることに慣なれていないのである。


「まあ……仲が良いと言えなくもありませんが」


「で、知りたいんだけど、なんで仲が良いの？」


「い……」


　言葉を飲み込んだ。


「そ……そんなこと、言う必要が……」


「知りたいんだけど」


　いかにも興きよう味み津しん々しんの顔である。


　凜は絶ぜつ句くした。玖里子さんもこんな目にあったのかと思う。


　そもそも和樹を知ることになったのが、「婿むこにもらってこい」という本家からの命である。もとより従したがう気はなかったのだが、出来心で調べたら、あまりの軟なん弱じやくぶりに腹を立てたというのが発ほつ端たんなのだ。


　それっきりだと考えていたら、何な故ぜか今まで関係が続いている。以前に比べればましな男になったとは思うが、それをいちいち説明するのは骨ほねだ。


「う……その……ですね」


　和美だけではなく、Ｂ組全員が注ちゆう視ししていたりする。


「確かにその……関係があると言えばあります。それは否定できません。しかし……」


　彼女は頰の火ほ照てりが収まらないものかと考えながら喋しやべった。


「ごっ、誤ご解かいしないでいただきたいのは、私は決して……いや、ここまで否定的になるのもどうかと思うのですが……式森とは変な間あいだ柄がらではないということなのです。つまり……」


「友人？」


「そう……ですが、そうとも言い切れないような……。友人に留とどまっているのは式森のせいであって、私はもっとこう……それ以上があっても……いや」


　たどたどしくも、なんとか言葉を紡つむぎ出そうとする凜。しかし焦あせれば焦るほど、やっかいなことを口走りそうになっていた。


「式森はその……鈍にぶいというかなんというか……しかしそれが利点と言えば利点かもしれず……この……」


「で、式森君との関係は今はどうなの？」


「今は……今は……なんでもありません、ええ。誤解しないでくださいみなさん。私は決してあんな軟弱者に好意など……抱いだいてないです……ええ……」


　声が小さくなった。


　本当はすぐにでもここから出ていきたいのだが、いつぞやの応おう援えん演説のように打ち切るわけにもいかなかった。わざわざここまで出向いたことでもあるし、懇談会のような配はい置ちが、途と中ちゆう退たい場じようはよくないという気にさせるのである。


　和美の瞳ひとみの色が、疑いカラーに染そまりつつあった。


「神城さん」


「……はい」


「なにか隠かくしているわね」


　凜の肩が跳はね上がる。ずばりと告げられた。


「いや……隠しているなど……そんな……」


「いいえ隠しているわ」


「く……」


　見み抜ぬかれていた。背中が汗でびっしょりになる。


「そんな……ことは……」


「いいえ。わたしには分かる。神城さんは式森君に──」


　和美は人差し指を突つきつけた。


「脅きよう迫はくされている！」


「…………」


　凜は一いつ瞬しゆん、自分の耳を疑った。
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「今……なんと」


「風椿さんのときと同じよ。式森君に弱味を握にぎられているのね」


　和美が大きく息を吐ついた。


「なんてこと。式森君の毒牙が、神城さんにまで……」


「まったく信じられん」


　ずっと黙だまっていた仲丸が発言した。


「さっきまでのことで式森が悪あく辣らつなのは分かっていたが、これほどまでとは」


「仲丸君、これは大変なことよ。神城さんは脅きよう迫はくされているわ」


「ちょ、ちょっと待ってください」


　固まっていた凜は、ようやく言った。


「何故私が脅迫など……」


「だって神城さんって、いつもははきはきと、簡かん潔けつに喋るって話じゃない。それが式森君のことになると、たどたどしすぎる」


「……そう言われると……」


　和美の台詞せりふは真実でもある。最近の凜は和樹のことを語ろうとすると、どうしてもうまくいかないのである。


「わたしには分かってる。神城さん、女として大事なものを見られたのね。ここで口にしてしまうと担当編集ごとパクられるような、そういうの。恥はずかしくても従わなきゃならなくなった」


「……なんですかそれは」


「いえ、違ちがうわね。神城さんの態たい度ど……噂うわさによると、いきなり日本刀を抜ぬいて暴れることも多いという……」


「……それは反はん省せい点てんでもあるのですが……」


「そんなに暴れるなんて……それは、禁きん断だん症しよう状じよう。なんてこと、式森君に薬くすりを打たれたのね。薬浸づけにされて、もっと欲ほしければ言うことを聞けと脅おどされているのよ。そうでしょ」


「…………」


　再ふたたび絶ぜつ句くする凜。


「やはり麻ま薬やくか。風椿先輩の時も思ったが、式森め」


　仲丸が唸うなる。


「きっとコロンビア産よ。どこでルートを開かい拓たくしたのかしら」


「侮あなどれない奴やつだ。麻薬で巨きよ万まんの富とみを築きずこうとしているに違いない」


「そうはいかないわ。分け前を寄こせと……いえ、野や望ぼうを潰つぶすのよ」


　和美が立ち上がった。手を振ふり回す。


「みんな！　やっぱり式森君を許すわけにいかないわ。あんな野や獣じゆうを野のにはなったのはわたしたちの責任でもあるの。わたしたちＢ組の手で裁くのよ！」


　その言葉に、Ｂ組の面々は一いつ斉せいに賛さん同どうした。


「そうだ！」


「これ以上の犠ぎ牲せい者しやを出しちゃ駄だ目め！」


「秩ちつ序じよを取り戻もどそう！」


　全員、大変主しゆ観かん的てきな正義感に目覚め、和樹を弾だん劾がいし始めた。宗しゆう教きようじみた熱ねつ狂きようである。


　凜は目を丸くしたまま言葉もない。


「神城さんが黙ったままよ」


「心に傷を負おっているのよ。そっとしておかなきゃ」


　なおも和美たちは「式森君からとりあげた麻薬は横流しすべきかどうか」と話し合いを続けていた。


　凜は絶句状態が続いていたが、やがてふらふらになりながらも席から立った。


「……帰らせてもらいます」


　どんよりした瞳で告げた。


「どうかなってしまいそうです」


「いいのよ神城さん。一人でいるのが不安なら、いつまでもここにいて」


　間違った親切心を発はつ揮きする和美。


「結構です。保健室に行きますので」


「そう……不安になったらいつでも来てね。わたしたちは味方よ」


　絶対に違うと思いつつ、凜は教室を出ていった。





　　　　○





「証しよう拠こは揃そろったわ」


　黒板に色々書き連ねつつ、和美は言った。仲丸もうなずく。


「十分すぎるほどだ」


「まったくね。式森君がこれほどの悪党だったなんて……」


　黒板には和樹の悪あく行ぎよう（と決めつけられたもの）がずらっと並んでいた。しかもそれらは武器、麻薬密輸に始まり、人身売買からテロリスト斡あつ旋せん、果はては世界征せい服ふくを企たくらむ組織のボスにすらなっていた。


「裁判を開くには申し分ないわ。というか、五秒で有ゆう罪ざいね」


「そうだな。だけどもうひと証言欲ほしい。念のためだ」


「誰に頼たのむのよ」


「決まってる──」


　そのとき、教室の扉とびらが開いた。


「ただいまー」


　明るい声は舞穂であった。後ろには夕菜もいる。一いつ緒しよに、屋上で昼食をとっていたのである。


　二人は教室内を見てきょとんとした。


「にゃー、みんななにしてたの」


「Ｂ組の名めい誉よに関かかわること」


　和美が言う。夕菜は不思議そうに、


「なんですかそれ」


「すぐに分かるわ。夕菜、式森君がどうしてるか知らない」


「和樹さん、頭が痛いって言ってましたけど、もうすぐ来ます」


「そう……ねえ夕菜、あなたにとってショックなことかも知れないけれど聞いて。式森君の正体が分かったのよ」


「和樹さんの正体……ですか？」


「そうなの。式森君は地味でおとなしくしてるタイプだと思ったけど、実はとんでもない悪人だったのよ」


　和美は断だん言げんした。しかし夕菜は口を尖とがらせ、


「なんてこと言うんですか。和樹さんはそんな人じゃないです」


「ううん。これは複ふく数すうの証言が得られたの。風椿さんと神城さんよ」


「玖里子さんと凜さんが……？」


「この通りよ」


　彼女は黒板を指し示した。そこにはびっしりと和樹のことが書かれている。


　夕菜はじっくり読んだ。見る見る顔が曇くもる。


「まさか……」


「風椿さんや神城さんが噓うそをつくと思う？　夕菜の方が知ってるんじゃない？」


「確かに玖里子さんたちは噓なんかつきませんけど……」


　不安そうになる夕菜。そこに仲丸が静かな声で話しかけた。


「夕菜ちゃん。君も式森のことでなにか知ってることがあったら教えて欲ほしい。もしかして脅きよう迫はくされてるかも知れないけど、俺たちを信用して欲しい」


「でも和樹さんが裏うら表おもてあるなんて、絶対……」


「ないと言い切れる？」


「…………」


　夕菜の顔に不安が浮うかんでいた。普ふ段だんなら信じないところだが、「玖里子と凜が証言した」というのが真実味を増ましているのである。


「舞穂ちゃんも、なにかない」


「んー、和樹君のことー？」


「ああ」


「あるよー」


　クラスメートたちがざわついた。「式森はこんな小さい子まで毒どく牙がに」という呟つぶやきが上がる。


　舞穂は自分の机に行き、鞄かばんからノートを取りだした。ぱらぱらとめくる。


「あのね、これは舞穂と和樹君のことの日記なの」


　自じ慢まんげに言う。


「そりゃいい。どんなことがあったか教えてくれないか」


「いいよー。ええと、○月○日、今日は和樹君と一緒に起きる。暑あつかったのでシャワーを浴あびようとした。そしたら和樹君も入ってきて、××な××を──」


　全員、その場でひっくり返った。
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　舞穂の読み上げる「日記」には、赤せき裸ら々らを通り越こし、官かん能のう小説を遥はるか置き去りにするどぎつい描びよう写しやが含ふくまれていたのである。正確には含まれるどころではなく、描写だらけであった。


　教室内はパニックになった。


「式森君やりすぎよ！」


「犯罪どころじゃねえぞ！」


「録ろく音おん、いや、通報だ！」


　興こう奮ふんと驚きよう愕がくで騒さわぎ回る生徒たち。なおも舞穂は、続けざまに放送禁止用語を連れん呼こしていった。


「式森君と舞穂は夜になっても×××で、×××××をたくさんしたので、もうふにゃふにゃになっちゃって、でも×××はまだ……むが」


　さすがにもういいとばかり、女子生徒たちが何人かで舞穂の口を塞ふさいだ。


「こ、これで決まりね」


　和美が全身を真っ赤にしながら言った。


「式森君には裁判を……」


「待ってください」


　低い、ドスの利きいた声が響ひびいた。


　夕菜はうつむき加か減げんに舞穂の方を向いた。


「舞穂ちゃん……それは日記なんですか」


　舞穂は塞がれた手の隙すき間まから声を出した。


「うん。和樹君と舞穂の日記」


「そうですか……」


　そのあと舞穂は「っていうフィクションなんだけど」と言ったのだが、手で押おさえられているせいで、誰にも聞こえなかった。


「和樹さん……まさか本当に……」


　夕菜の瞳ひとみが昏くらく輝かがやく。


「仲丸さん、松田さん……裁判は必要ありません……」


　牙きばを剝むき出しにして、顔を上げた。


「死し刑けい！」


　言うや否いなや、彼女は光の早さで教室を飛び出した。


　校門に見たこともないような火ひ柱ばしらが上がったのは、それから数秒後であった。




　第二十五話　聖バレンタインの逆襲










「チョコレート」


　栗くり丘おか舞まい穂ほが突とつ然ぜんなにかを口走るのはいつものことなので、式しき森もり和かず樹きは適てき当とうに聞き流していた。そもそも遅ち刻こく寸すん前ぜんの道すがら、そんなことを言われても困るのである。


「にゃー、チョコレート」


　舞穂が手を振ふり回す。


「はいはい」


　和樹は早足で歩きながら返事をした。


「帰りに買ってあげるから。コンビニにあるやつでいい？」


「そうじゃないー」


　また手を振り回す。


「別の」


「チョコのアイスがいいの？」


「違ちがうってばー」


　舞穂が和樹の制服の裾すそを摑つかんだ。


「チョコレートあげるの」


「なんで？」


「バレンタイン」


　和樹は思わず足を止めた。


「バレンタインって、バレンタインデーのこと？」


「そう。舞穂、チョコレートあげたーい」


　舞穂はにこにこしていた。


　和樹は頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべたままだった。確かにバレンタインデーといえば、女の子が男の子にチョコレートをあげるものと相場が決まっている。しかし今は、二月ではなかった。


「舞穂ちゃん、季き節せつはずれですよ」


　一いつ緒しよにいた宮みや間ま夕ゆう菜なが言った。彼女はこの二人に比くらべるとずっと早起きなのだが、親しん戚せきから電話がかかってきて遅おくれたのだ。なんでも従い姉と妹こが留りゆう学がくから帰ってきたらしい。


「あれは二月にするものです」


「にゃー、そんなことなーい」


「ありますよ」


「夕菜さんは嫌きらいなの？」


「嫌いじゃありません。わたしだって好きな人に渡わたしたいです」


　視線が和樹に向けられたが、あいにく彼は遅刻のことに頭がいっていて、気づかなかった。


　三人はまた早足で歩き出した。


　和樹が舞穂をせかすようにして進む。


「あれは時期があるの」


「じゃあ今が時期」


「だから時期じゃないってば」


「むー」


　頰ほおを膨ふくらませる舞穂。


「時期じゃなくてもバレンタインデーするの」


　なんだか聞き分けがなかった。


「誰だれにあげるつもりなんです」


　夕菜が訊きく。


「和樹君」


　間かん髪はついれずに舞穂は答えた。


　和樹は「え」と声を上げた。当然のように彼はバレンタインデーと縁えんがない。ずっと女の子と接せつ点てんがなかったため、そんなチョコ屋のイベントは「南なん極きよくのペンギンが出しゆつ産さんシーズンに入った」というのと同じくらい遠い話なのである。


　今は周囲が女の子だらけだが、今度はバレンタインデー自体がしばらく先になっていた。


「和樹君にあげるー」


「ちょっと舞穂ちゃん」


　夕菜はもう走り出していたので、前を向きながら喋しやべっていた。


「なんでそんなことするんです」


「バレンタインデーだから」


「そうじゃなくて、なんで和樹さんなんですか」


「だって舞穂と一番仲がいいもん」


「だからってそんなことを」


　夕菜の声が険けん悪あくなものになっていく。


「勝かつ手てにそんなことしないでください」


「なんで？」


　つぶらな瞳ひとみで首をかしげる。


「和樹さんだからです」


「やだー、あげる」


「駄だ目めです」


「じゃあ夕菜さんもあげれば」


「……季き節せつはずれじゃないですか」


「なら舞穂だけがあげるね」


「どうしてそうなるんです!?」


　夕菜は走りながら文もん句くを言った。


「あげたくないって言うから」


「あげたいです。わたしだって、こっちに越こしてからバレンタインデーやってないんですから」


「夕菜さんも一緒にやろうね」


「分かりました。いいですよ。美お味いしいチョコを作ってみせます」


「むー、舞穂の方が美味しいよ」


「わたしです。比べますか」


「うん。比べるー」


「やりましょう。受けてたちます」


「わーい。やろう」


　舞穂は走りながら、器用に飛とび跳はねた。この手のイベントを大おお勢ぜいでやるのが楽しいというタイプなのだ。


　和樹は密ひそかにため息をつく。夕菜も舞穂もいつの間にかアグレッシブになっている。なんだか夕食までチョコレートになりそうな雰ふん囲い気きであった。


　予よ鈴れいが聞こえてくる。葵あおい学がく園えんの正門が見えてきた。





　　　　○





　昼休み。


　夕菜は屋おく上じようで、風かぜ椿つばき玖く里り子こ、神かみ城しろ凜りんと一緒に昼食をとっていた。和樹と舞穂は、担たん任にんの伊い庭ばかおりに用を言いつけられていなかった。


　彼女はそこで、登校中のことを話した。


「季節はずれじゃない」


　玖里子が同じことを言った。


「やるんですって」


「へー。夕菜ちゃんはやんの？」


「やります。舞穂ちゃんに先を越こされるわけにはいきません」


　今の彼女は決けつ意いに満みちていた。和樹と知り合ってからバレンタインデーを迎むかえたことはない。いくら時期がずれているからといって、むざむざ見み逃のがすわけにはいかないのだ。


「ふーん」


　玖里子は食べ終わったパンの袋ふくろを丸めた。


「玖里子さんは、男の人にチョコレートをあげたことあるんですか」


「あるわよ」


　さらりと答える。


「好きな人がいたんですか」


「義ぎ理りよ。顔を売っとく必要があったから、２月14日に校門にトラック横付けにしてばら撒まいたわ。男子が蟻ありみたいにたかってきて面おも白しろかったわよ」


「ちょっと違ちがう気が……」


　夕菜も食べ終わり、弁べん当とう箱ばこに蓋ふたをかぶせた。


　頭の中で、チョコレート作りに必要な材ざい料りようのチェックを始める。和樹に渡わたすのだから、既き製せい品ひんというわけにはいかない。


「学校終わったら、材料買いに行かないと」


「そうね。あたしも行く」


「あ、玖里子さんも作るんですか」


「当然よ」


　彼女は、なにを言ってる、という顔をした。


「あたしにも一枚嚙かませなさいよ」


「和樹さんにあげる気ですね」


「他に誰がいるの」


「そうやって人の恋こい路じの邪じや魔まをする」


「恋路じゃないわよ。まだどう見たって草ばっかりの原げん野やじゃない。そこに和樹との路みちを造つくるのはあたしの役目よ」


「わたしですっ！」


　むっとする夕菜。


「そこまで言うのなら、チョコレートで勝負です」


「いいわよ。誰が和樹好みのチョコを作れるか、やろうじゃない」


　玖里子が不ふ敵てきに微笑ほほえむ。かなり自信があるように感じられた。


　夕菜はふと、隣となりに目をやった。凜が黙だまったまま、もくもくと箸はしを動かしていた。


「凜さん、静かですね」


「……私はそのような争あらそいに興きよう味みはありませんので」


　蓋の裏についたご飯はん粒つぶを一つ一つ取る。


「それに、なんの話か聞いていませんでした」


「ふーん。じゃあ凜さんは、このことには加わらないんですか」


「そうです」


「あげなかったせいで、和樹さんに嫌きらわれちゃってもいいんですか」


　凜の箸がぴたっと止まった。


「わたしも玖里子さんも舞穂ちゃんもあげますから、凜さんのことだけは和樹さんの頭の中から消えちゃうかもしれませんね」


「なっ……どうしてそうなるのです。そもそもバレンタインデーなどは菓か子し屋やの陰いん謀ぼうともいうべき企き画かくで──」


「聞いてたじゃないですか」


　夕菜は「やっぱり」と言った。


「知らないふりして、抜ぬけ駆がけを考えてましたね」


「な、なにを言うのです。私は興味はないと……」


「興味ないんですね」


「そ、そうです」


「チョコレート、和樹さんにあげないんですね」


「う……」


　凜の額ひたいから汗あせが流れる。
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「玖里子さん、凜さんはなし──」


「や、やります」


　慌あわてたように剣けん豪ごう少女は叫さけんだ。


「そのような堕だ落らくしたイベントには、私も参加……いえ、監かん視しのために加わります。いわばプールの監視員のような立場で、その、ええ」


「いいですよ。言い訳しなくても」


「い、言い訳では……」


　弁べん解かいを試こころみる凜だったが、夕菜はすでに精せい神しん的てき優ゆう位いに立っていた。試合前から相手の出で鼻ばなをくじく。ボクサーのタイトルマッチのようなやり方であった。


　凜はかなり長い間おろおろしていたが、やがて腹はらを決めたか、


「やります。やりましょう」


　と言い切った。


「無理しなくてもいいですよ」


「いえ。やらせてください。これも修しゆ行ぎようのうち」


「じゃあ四人でチョコレートを作りましょう。抜け駆けはなしですよ。誰のチョコを和樹さんが喜んでくれるか、勝負です」


　彼女は高らかに宣せん言げんした。





　　　　○





　放ほう課か後ご、夕菜は真まっ先さきに教室から出ると、商店街へ向かった。チョコレート作りの材料を手に入れるためである。


　大きめのスーパーマーケットがあるので、材料に困ることはなかった。何種類か作るつもりでいたのでありがたい。流し込むための型の種類に限りがあったが、創そう意い工く夫ふうでなんとかすることにした。


　夕菜は大きなビニール袋ぶくろを提さげ、意い気き揚よう々ようと帰き路ろについた。


　家の近くまで来ると、なにやらやかましい。


　怪け訝げんに思っていると、巨きよ大だいなトラックが見えた。建けん築ちくに使うようなクレーンがぎしぎし音を立てて動いている。


　ビニールで何なん重じゆうにもくるまれた物体が、家の庭にわに運はこびこまれようとしていた。


　彼女はしばらくぽかんとしていたが、しきりと監かん督とくしている玖里子を見つけると、ダッシュした。


「なんですかあれは!?」


　玖里子はちらりと夕菜を見た。


「システムキッチン」


「……は？」


「ドイツ製のシステムキッチンよ。横浜港に陸りく揚あげされていたのを強ごう引いんに押おさえたわ。庭に据すえつけるのよ」


　見ると庭には小屋が建たてられようとしていた。水すい道どう管かんが引かれ、プロパンガスまでセットされている。


「そしてあれが」


　玖里子が上空を示しめす。ヘリコプターが飛んできて、なにか投とう下かした。


　謎なぞの物体はパラシュートを開くと、ふわりふわりと落下してきた。


「ヨーロッパから取り寄せた材料よ。本意じゃないけど、風椿家ウチの力で本ほん場ば物ものを取り寄せたわ」


「ぐ……どこかのお嬢じよう様さまみたいに」


　そう呟つぶやきながら、夕菜は玖里子が本当にお嬢様だったことを思い出した。


「本気でやらせてもらうわよ」


　不敵に笑う玖里子。


「望のぞむところです！」


　彼女は玄げん関かんを開けると、台所に突とつ進しんした。


　荒あら々あらしい手つきでエプロンをすると、袋をひっくり返して中身をテーブルに出す。必要以上に買い込んだ材料が、うずたかく積つまれた。


　それを前に、しばし黙もつ考こうする。


（玖里子さんは本場物で勝負をするつもりです……。ことによると、コックまで連つれてくるかもしれません……）


　台所内をうろうろ歩き回った。


（これでは品ひん質しつを比くらべられると、見み劣おとりするかもしれません。となるとわたしのチョコレートに必要なのは……）


　頭の中に様さま々ざまな材料、調理方法が乱らん舞ぶした。やがて一つの単語がクローズアップされる。


（……そうです、愛あい情じよう！）


　ぴたりと止まる。


（愛情があれば負けません！……でも）


　また考えごとに戻もどる。


（もしかしたら和樹さんは、見た目とかにごまかされちゃうかも。食べてみないと愛も感じられないから……。でも和樹さんに限ってそんな……でもやっぱり……）


　独ひとり言ごとが続く。唇くちびるにゆっくり指ゆびを這はわせた。


（偵てい察さつしましょう。他の人がなにをしてるか……）


　そう結けつ論ろんづけると、夕菜は庭へ向かった。





　突とつ貫かん工こう事じはうまくいったらしく、玖里子のキッチンはもう稼か働どうしていた。


　夕菜はゆっくり近づくと、小屋の窓からそっと中を覗のぞく。


　意外なことに、玖里子は一人であった。立りつ派ぱなエプロンをしており、頭には何な故ぜかヘッドセットをつけている。


　夕菜は首をかしげてドアを開けた。


「玖里子さん、いいですか」


「いいわよ」


　中に入ると、キッチンの見事さが一目で分かった。


　壁かべを二面使ってドイツ製キッチンが据すえられている。当然オーブンや電でん子しレンジも完かん備びで、しかも業ぎよう務む用ようの巨大なやつ。どこもピカピカで、しかも最新型だった。


　食材も、英語やフランス語、どこだか分からない国の言葉で書かれたパッケージが並んでいた。チョコレートどころか、レストランのフルコースが作れそうであった。


「……凄すごいですね」


「ありがと」


「でもこんなにあって、使い方分かるんですか」


「心配ご無用」


　玖里子はヘッドセットのマイクを、軽く叩たたいた。


「フランスの有名菓か子し職人三人と、ダイレクトで通つう信しんできるようにしてあるわ。逐ちく一いちアドバイスが送られるようになってんの。ヘッドホンのところにカメラが仕し込こんであって、あたしの手元の画が像ぞうも送られてる。他にも四方向からレンズで捉とらえているのよ」


　見ると、部屋の隅すみに何台ものカメラが設せつ置ちされていた。自動で動いているらしく、ときどきモーター音がしている。


「材料も完かん璧ぺきよ。チョコレートだけじゃない。クッキーやケーキだって焼けるわ。もちろん、一級品のをね」


「さすがですね……」


「本場の材料と本場の職人。充じゆう実じつした設備。これで完璧よ」


　自じ信しん満まん々まんに、腕うで組ぐみなんぞをしている。


　夕菜はうめいた。これを「自分で作る」とは言えないような気もするが、本場物であることだけは確かだ。味もいいだろう。


　本気で勝つ気なのだ。季節外はずれのバレンタインデーではあるが、屋おく上じようでの夕菜の台詞せりふを聞き、全力を投じてきたのである。


　予よ想そう以上のやり方に、夕菜はショックを受けつつ外に出た。


　背はい後ごからコンロの火をつける音がした。





　家に戻ろうとすると、片かた隅すみから煙けむりが上がっているのが見えた。


　まさか火か事じかと思い、急いで近寄った。するとそこには凜がいた。


　彼女はしゃがみ、七しち輪りんをうちわであおいでいた。


「……あの、凜さん？」


「はい？」


　凜がこっちを向いた。なんだか難むずかしい顔をしていた。


「サンマでも焼くんですか？」


「なにを言ってるのですか。チョコレート作りです」


　そう告げて、再び七輪に向き直る。げほげほ咳せき込こんでいた。


　七輪の上には古びた鍋なべがあった。あとは地面にまな板が置かれていて、何な故ぜか匕あい首くちが載のせられていた。魚でもさばくのだろうか。


「えっと、チョコレート作るんですよね」


「当然です」


「でもこれ、あんまりそんな感じがしな──」


　凜が彼女の台詞をさえぎった。


「夕菜さん、私は確かに料理が苦にが手てです。今までに様々な失敗を繰り返してきました」


「そうですね」


　つい認みとめてしまう夕菜。


「……先せん輩ぱいのために弁当を作ろうとして、ただ黒いだけの四角いなにかを作り上げたこともありました。タマネギを爆ばく発はつさせたことや、キャベツを溶とかしたことも。家か庭てい科かの先生には『神城さんの料理は工こう事じ現げん場ばのように素す敵てきね』と意い味み不ふ明めいな賛さん辞じを受けましたし、同級生は『凜はお婿むこさんになれば』と真しん剣けんに勧すすめます。ご存ぞんじないかもしれませんが、最近の調ちよう理り実じつ習しゆうでは、『凜は座すわって笑わらっていて。その方が超ちよう安心』と言われる始し末まつです」


　剣けん豪ごう少女が遠い目になる。夕菜は凜のクラスメートたちに心の底から同意していた。


「しかし私はくじけません。継けい続ぞくは力です。このチョコレート勝負、自みずからの糧かてとさせていただきます。そして、式森の手に……」


　彼女の頰ほおが、うっすらと赤くなる。すぐに首を振ふった。


「私は今までの失敗を踏ふまえ、考えつきました。料理とは味です」


「そうですね」


「では味とはなにか。それは火ひ加か減げんです。火加減が命なのです」


　そうだけど、味を決める一部じゃないかしらと夕菜は思った。


「……それほど間ま違ちがってはいませんけど」


「そうでしょう。ですから私は、七輪を使うことに思い至いたったのです。炭すみ火びの柔やわらかな光で料理を作れば、いわゆる遠えん赤せき外がい線せん効こう果かで、あたかも真剣で大だい根こんを切るかのようにたやすく、完璧な料理ができるのではないでしょうか」


　エウレカ、と言いたげだったが、発はつ想そうが「最新の調理器具だけ揃そろえて料理した気になる」のと変わらない。


「完璧ですか……」


「完璧です」


「チョコレートですよ？」


「チョコレートです」


　凜はあくまで、真剣な表情を崩くずしてなかった。


　夕菜が脳のう細さい胞ぼう全すべてから湧わき出てくる疑ぎ問もん符ふを抑おさえていると、凜はうちわであおぐ行こう為いを再スタートさせた。


　黒こく煙えんがもくもくと上がる。


　薄うすくなる気け配はいがない。炭火なんて可愛かわいいものではなく、なんだか重じゆう油ゆを燃もやしているようなどす黒さであった。


　鍋の中身も、負けず劣おとらず黒かった。香かおりも妙みように甘あまったるい。


「チョコレートが入っているんですよね」


「いいえ」


　あっさりと否定された。


「……え？」


「純じゆん粋すいにチョコレートだけでは式森……あー、食べる人の心を摑つかむことができません。私は和わの食材を生かします」


「というと」


「これです」


　彼女は銀ぎん紙がみに包まれたインゴットみたいな食べ物を差し出した。半分ほど欠かけている。


「とらや」と書いてあった。


「これはもしかして」


「羊よう羹かんです。これで和の心に満ちたチョコレートを作ってみせます」


　匂においが甘いはずであった。羊羹を無む理り矢や理り液えき状じようにしているのである。


「これを半分も使ったんですか」


「それは五本目です」


「……チョコレート羊羹って、確かにありますけど。これはちょっと……」


　不安になってよく見ると、真っ黒な表面に固こ形けい物ぶつが浮うき沈しずみしている。


「凜さん、お鍋なべになにか」


「野菜です。入れてみました」


「なんで……」


「カレーにも野菜を入れますよね」


　妙みように自信満々であった。


　夕菜は「だからカレーじゃなくてチョコレート」と言ったが、凜はもはや聞いていなかった。熱心にうちわであおぎ、羊羹と野菜を溶かしていた。


　ここまで真剣ならあえて邪じや魔まする必要もないと思い、彼女はそっと凜から離はなれた。





　夕菜の見たところ、恋敵ライバルたちは、様々な工く夫ふうを凝こらしていた。しなくてもいい工夫をしているものもいたが。


　当面の脅きよう威いは玖里子である（凜は違った意味で脅威）。本場の素材と職人を備そなえたやり方は無視できない。


（あの素材に対たい抗こうするには……）


　台所で、じっと考える。


（『本場』が玖里子さんのキーワードです。凜さんは『恐きよう怖ふ』でしょうか。怖こわいのは嫌いやですけど、とりあえず料理には関係ありませんからおいておくとして、あの『本場』に勝てるのはやはり）


　少し前と同じ解かい答とうになった。


「愛情！」


　どんとテーブルを叩たたく。


「愛情です。和樹さんを愛する心なら、誰にも負けません！」


　拳こぶしを握にぎりしめ、吼ほえた。と、


「にゃっ」


　驚おどろいたような声があがった。舞穂がこっちを見ていた。


「びっくりしたー」


「あ、あら、舞穂ちゃん」


　やや気き恥はずかしくなる夕菜。


「帰ってきたんですか」


「さっきからいたよー」


　臨りん時じバレンタインは彼女が言い出したのだから、台所にいるのは当たり前だ。どうやら考えごとをしていたせいで、気づかなかったらしい。


　舞穂もエプロン姿で、チョコレートのブロックを手にしていた。


「舞穂ちゃんも手作りですか」


「そうだよ」


　にゃははと笑っている。夕菜は胸むな騒さわぎを覚おぼえた。そういえば舞穂は料理が得とく意いであった。


　これは懸け念ねん材ざい料りようである。夕菜も料理とお菓か子し作りには自信があったが、他もそうだと優ゆう位いが揺ゆらぐ。


　そっと舞穂の手元を覗のぞいた。


　コンロの火をつけ、湯ゆ煎せんをしていた。チョコを溶かし、しゃもじでゆっくりとかき混まぜている。


　それはいいのだが。


「……舞穂ちゃん。なんですかそれは」


「んー、チョコー」


「隣となりにあるものです」


　溶かしたチョコレートを流し込むための型が置かれていた。それはいいのだが、やけにごつくて、大きい。


「学校の工作室で作ったの。石せつ膏こうなんだよ」


「石膏……？」


　しみじみと眺ながめる。抱かかえて持ち運はこぶくらいの大きさだ。


「人型みたい……」


「そうだよ」


「そうだよって……あっ！」


　夕菜は顔面から火を吹ふいた。


「まっまっまっ、舞穂ちゃん、これ、これは……」


「女の人の形をしてるの」


　女性とそっくりの型であった。しかも。


「服を着てないじゃないですか！」


「うん、裸はだかなんだよ。すごーい夕菜さん。すぐに分かった」


「分かります！」


「××××××みたいでしょ。女によ体たいチョコ」


「そんな単語、使っちゃ駄だ目めです！」


　そんな注意は舞穂に通つう用ようしない。しかも嬉き々きとして、別の型を持ってきた。


「こっちは一部」


　胸のところであった。型なのでへこんでいるが、むしろなまめかしい。


「大人の女性と同じ大きさなの。和樹君がなめやすいように、ここのところが出っ張るようになって──」


「なんでそんなことばっかりするんです！」


　夕菜は絶ぜつ叫きようして頭を抱かかえた。これは『本場』でも『恐怖』でもない。『エロ』だ。舞穂はいつものエロ才能を発はつ揮きして、とんでもないものを作ろうとしているのである。


　どうせなら、裸の身体からだにチョコを載のせて食べてもらうくらいやったらどうです、と言おうとしたがすぐにやめた。本当にやるからだ。


　なんだかまともに作ろうとした自分が変に思えてきた。玖里子は極きよく端たんに金をかけ、凜はナチュラルに異い常じよう行こう動どうをとり、舞穂はエロい。もしかしたら普ふ通つうのチョコ作りというのは、異い端たんなのではないだろうか。


（でっ、でも、わたしは和樹さんに愛情を見せるんです。愛情さえあればきっと……）


　その時。


「ただいまー」


　玄げん関かんから和樹の声がした。「遅おそくなっちゃったー」などと言っている。


　夕菜は急いで彼の元に駆かけつけた。


「おかえりなさい！」


「ただいま……どうしたの夕菜」


　夕菜は瞳ひとみを潤うるませて、和樹を見ていた。


「和樹さん……」


「な、なに？」


「和樹さんにわたしの愛情、受け取ってもらえますよね」


「え!?　なんでいきなり……」


「わたしには他に渡わたすものがないんです」


　半はん泣なきになってすがりつく。


「ちょっと待ってよ。なんでそんなこと突とつ然ぜん言い出すのさ」


「だってみなさんのチョコレートが……」


「チョコが？」


「チョコレートが……」


　あとは言葉にならない。というか馬ば鹿か馬鹿しくて言えない。


　しかし和樹は別の意味で受け取ったらしく。


「えっ、えーとね」


　さりげなく夕菜の手をほどく。


「また、あとでね」


「そんな、和樹さん」


　彼は素す早ばやく二階への階段を登のぼっていった。


「和樹さん！」


「そういう話はまた今度」


「ひどーい！」


　彼は自室に駆かけ込こんでいった。


　夕菜はうなだれた。よろよろと台所に戻もどる。


　椅い子すに座すわる。胸にぽっかり穴が開き、そこに金ずくや恐きよう怖ふやエロが、我われ先さきに入り込もうとしている。そんなマンガ的な表現に支し配はいされつつあった。


　しばらく茫ぼう然ぜん自じ失しつ状じよう態たいが続いた。


　突とつ如じよ、目を見開く。


　夕菜は包ほう丁ちようを持ってきた。テーブルに積まれたままの食材の前に立つ。


（愛情はいったん中止です。今はそんなこと考えてる場合じゃありません。チョコですけど甘あまさは捨すてます。今回のバレンタインのテーマは……）


　勢いきおい良よく突つき刺さした。


（攻こう撃げき！）





　三十分後、宮間家の敷しき地ち内で、ちょっとしたパニックが発はつ生せいした。


　突然、小さな黒い物体が発生し、玖里子の小屋に突とつ入にゆうして暴れ回ったのだ。


　それは敏びん捷しよう性せいを生かしてチョコレートの材料を食くい散ちらかし、型を壊こわし、熱ねつと冷れい気きを発生させて室内を破は壊かいした。玖里子は魔ま法ほうで対たい抗こうしたが、物体は素す早ばやく飛び去った。


　直後、その物体は庭にいる凜に襲おそいかかった。凜の買ってきた羊よう羹かんをばくばく食い、鍋なべに飛び込んですぐに出て、どこかへ逃にげていった。凜は日本刀で何度か斬きりつけたものの、手て応ごたえは感じられなかった。


　数分後には台所が襲われた。舞穂はトイレに行っていておらず、余りの材料が全すべて失われた。物体は食うだけ食って満まん腹ぷくしたらしく、テーブルの上に使用済ずみの爪つま楊よう枝じが残されていた。


　食材荒あらしにあった女の子たちは、運良く逃のがれた完成品、あるいは残された材料を使ってチョコレート作りを急いだ。それは手て間まのかかる作さ業ぎようで、あたりはどんどん暗くなっていった。


　そして全員のチョコレートが完かん成せいしたとき、太たい陽ようは完全に没ぼつしていた。





　　　　○





　コンコンコン。部屋の扉とびらがノックされた。


　和樹は「どうぞ」と言おうとしたが、その前に扉は開いた。


　夕菜以下女の子四人が入ってきた。それぞれ手になにか持っている。


「和樹さん」


　代表して夕菜が一歩進み出る。


「今日はバレンタインデーです」


「……違ちがうんじゃ」


「今け朝さ、そうと決まりました。これはわたしたちからのささやかなプレゼントです」


　女の子四人が、持っているものをさっと前に出す。


　一いち瞥べつし、和樹は「うわっ」と叫さけんだ。


　バレンタインデーだからチョコレートなのだが、どれも独どく創そう性せいに満みちていた。はっきり言って変だった。


　玖里子のは高こう級きゆうそうな感じがするのに、形が大おお幅はばに崩くずれていた。火山から流れ出た溶よう岩がん流りゆうに似ている。凜が持っているのは鍋で、これはそもそもチョコなのだろうか。舞穂は人型の、ミイラの棺かん桶おけみたいなものを抱かかえているし、夕菜のは……。


「なに、これ……」


「この段階での質しつ問もんは禁きん止しです。選えらんでください」


「え？　選ぶの!?」


「当然です。どれか一つです」


「でもせっかく作ってくれたんだから……」


「選んでください」


　夕菜の鋭するどい視線が飛ぶ。


「はい……」


　和樹は迷まよったすえ、四人のチョコをよく見ようと、まず、玖里子のものを手に取った。


　遠くで見ると溶岩流だったが、近くで見ても溶岩流だった。ニュースに出てくる被ひ害がい図ずの模も型けいみたいだ。


「変わった形ですね」


「型が全部破は損そんしたの。高こう熱ねつと水流にあぶられたし……」


　玖里子はなんだか疲つかれた顔をしていた。


　色は悪くなかった。味も良さそうな気がする。素そ材ざいがいいのだろうか。


　次は凜。


「……ねえ凜ちゃん、なんで鍋なの」


「バレンタインデーだからだ」


　妙みようなことを断だん言げんされた。


　鍋の表面は揺ゆれて波なみ打うっていた。黒い液えき体たいがちゃぷちゃぷ音を立てている。そもそもなんでチョコなのに液体のままなのだろう。ホットチョコレートなのか。だとしたらニンジンとブロッコリーが浮ういているのは何な故ぜだ。


「カレーのルーか、野菜の煮に込こみ、かな……」


「羊羹も入っている」


　混こん乱らんに拍はく車しやがかかった。


　何度か深しん呼こ吸きゆうをして次に移うつる。舞穂だった。


「はいこれー」


　人型のケースだった。スーツケースにあるような留とめ具ぐを外はずし、開ける。


「こっ、これ……女の人!?」


「うん。和樹君がすぐにプレイで使えるようにって」


「どんなのだよ！」


「でもチョコ」


「それも変だ！」


　わめいたが、舞穂はもう一つ持ってきていた。


「これも」


「こっ、これは女の人の胸……」


「なめていいよ」


「やめてくれ！」


　なんとか押おし戻もどしたが、気が遠くなりそうだった。なんとか意い識しきをはっきりさせる。次で最後だ。


　夕菜のチョコレートだった。


　ハート形のチョコレートは大きめの皿に載のっていた。色も艶つやも形かたちもチョコだ。そんなの当たり前だが、今までがチョコっぽくなかったのだ。


　だが彼女のチョコは、笑っていた。


　中心に口があり、牙きばが伸のびてけけけと奇き声せいを漏もらしていた。それは笑い声というより異い音おんで、窓まどガラスが振しん動どうしていた。チョコはときおり皿の上を飛び跳はね、涎よだれのような液体をまき散ちらし、罵ば声せいまで浴あびせていた。


「エドワード、やめなさい」


　夕菜がチョコに命じる。


「エドワード……」


「このチョコレートの名前です。わたしはバレンタインデーのテーマを『攻撃』にしました。そのため性せい格かくの悪い精せい霊れいたちを集めて、チョコに封ふうじて魔法をかけたんです。今では自立したチョコレートになり、恋敵ライバルを発見して攻撃をかけます。そして味あじを盗ぬすんで、大きくなっていくのです」


　彼女は、作ってすぐはこんなに小さかったのだと、指で丸を作った。


「それが今では、もうこんな大きさです。スイーツの奇き跡せきだと思います」


　確かに奇跡だろうと和樹は思った。なにしろ罵ののしるのだ。


「和樹さん、わたしの自信作です。選んでください！」


「ええっ！　でもこれ、なんていうか生せい物ぶつっぽい」


「エドワードはチョコです。動きますけど、チョコなんです」


「そんな気がしない！」


「選んでくれないと泣ないちゃいます！」


　泣きたいのはこっちだった。


　夕菜がぐっと迫せまる。彼女だけではなく、他の三人も和樹のところに押し寄せた。


「和樹、あたしの食べて」


「式森、私のにしろ！」


「和樹君、舞穂のチョコー」
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　和樹は途と方ほうに暮くれた。一いつ生しよう懸けん命めい作ってくれたものなのに、どれか一つだけ選ぶなんてできない。というか、選びたくない。玖里子のは形に難なん点てんがあるし、凜のはカレーに見える。舞穂のチョコは大人のおもちゃと言ったほうがしっくりきて、夕菜のは生き物だ。


（どれも嫌いやだ……）


　脂あぶら汗あせが流れる。


　女の子たちはどんどん迫ってくる。背はい後ごは壁かべで逃にげ場はない。前ぜん方ぽう突とつ破ぱもできそうにない。


　どれにしようか。味はまともかもしれない玖里子か、カレーの凜か、エロチョコの舞穂か、生物兵へい器きの夕菜か。全部断ことわりたいが、あえて選ぶとなると……。


「えっ、えーとね、えー……」


　とそのとき、夕菜のチョコレートが跳とび上がった。


「いけない、忘れてました。和樹さん、ぼやぼやしてるとエドワードは」


　空中で大きく口が開き、ずらりと並んだ牙が光った。


「嚙かむんです」


　最後に和樹が目にしたのは、視し界かい一いつ杯ぱいに広がるエドワードの口こう蓋がいだった。




　番外編　シアー・ハート










　契けい約やくはなった


　そんな……あたし……


　お前はうなずいた。うなずくだけで、契約は履り行こうされる


　でも、あんなことまで……嫌いやだ……


　望んだことだ。かなえよう


　いやよ……やめて……


　かなえるぞ……


　やめて……！










　宿やどに帰ってくるころになると、あたりはかなり暗くらくなっていた。陽ひが落ちかけているだけではなく、低い雲くもがたれ込めていて、一足早く闇やみ夜よになろうとしていた。


　式しき森もり和かず樹きは自室に帰る暇ひまもなく、女の子たちの部屋に引っ張り込まれた。「和樹さんはすぐ一人になろうとするのがいけないんです」という宮みや間ま夕ゆう菜なのお説せつ教きようつきであった。


　とはいえ、彼にとって、女の子たちとの旅行は予よ想そうよりもずっと気き楽らくなものであった。風かぜ椿つばき玖く里り子この押おし倒たおしは今のところなく、神かみ城しろ凜りんの抜ばつ刀とうもとりあえずない。夕菜のいつもの攻こう撃げきも、まだ受けてはいなかった。


　これら「容よう赦しやのない攻せめ」さえなければ、彼女たちはとても美人なので、ちょっとしたハーレム気分に浸ひたれる、わけではない。あちらこちらに引っ張り回されたり、荷に物もつを運はこばされたりと、へらへらしている余よ裕ゆうがない。根ねっからの貧びん乏ぼう性しようであった。


　さすがにつきあいも長くなってきたので余よ計けいな遠えん慮りよはなくなったが、それでも女の子の中に男が一人なので、気をつけなければいけないところはある。もっとも体力面では和樹が最初にへばったりもするので、逆ぎやくに女の子たちに心配されている有あり様さまであった。


　その女の子たちも、この旅行では人数が増ふえていた。山やま瀬せ千ち早はやと妹の神かみ代よである。


　千早と会ったのは久しぶりだ。修しゆう学がく旅りよ行こう以来だろうか。やはり懐なつかしい。あのときと比くらべても、彼女は変わっていない。一年生の文ぶん化か祭さいの頃ころから、千早の姿すがた形かたちは記き憶おくの中のものと一いつ緒しよだった。


　初めて見たときの千早は明るく元気で、和樹は常にリードされていた。彼女は別のクラスだったが、そこでもリーダーシップを発はつ揮きしていて、盛もり上げ役までおこなっていた。今も女の子に振ふり回され続けているが、思えば始まりはここにあるのかもしれない。


　リードされたと言っても、不ふ快かいな気持ちはなかった。千早は嫌いや々いや作さ業ぎようをしたり、渋しぶ々しぶ指し示じしたことが一度もない。あの明るい性格が、周囲を活かつ気きづけていた。


　今はどうなのだろうと和樹は思う。昔に比べて、どことなく元気がなくなったようにも見える。前のように笑いはしても、なんだかぎこちない。自分からなにか言い出すこともなく、他人の後をついて歩いているように感じられた。


　引ひっ越こしてからの千早にどのような変化があったのかは不明だ。修学旅行では前と同じく活かつ発ぱつだったが、別れ際ぎわ、もう会えなさそうな口く調ちようをしていた。そして駅で遭そう遇ぐうしたときは、戸と惑まどったようなところを見せた。なにかあったのだろうか。


　滝たきを観みに行ったときも、彼女は石でも飲み込んだかのように苦しげであった。なにかを伝えたがっていたような気もしたが、和樹にはいまいち分からない。「なんだか山瀬さんらしくないな」ということだけであった。


　引っかかることではあったので、彼は夕菜に訊きいた。彼女は少しだけ首をかしげ、


「山瀬さん、ですか？」


「うん。前よりも、変わったんじゃないかって思ったんだけど」


「そうなんですか」


　言いながら夕菜は、お茶を淹いれる準じゆん備びをした。玖里子と凜は、二人で別の話をしている。


「女の子はちょっと会わないと変わるものですよ」


「なんかあったのかなあ」


　和樹は湯ゆ飲のみに口をつけた。


「心配なんですか」


「ちょっと」


「そうですね。山瀬さんは……」


　彼女は少し考える仕し草ぐさをした。


「知ってることある？」


「気になることはあるんですけど……」


　しかし彼女はそれ以上言わなかった。


「あと神代ちゃんってさ、僕のこと睨にらんでなかった？」


　昼間と同じ疑ぎ問もんを口にする和樹。


「やっぱりなにかしたんじゃないんですか？」


「してないって。夕菜、神代ちゃんと一緒だったじゃないか。なんか言ってた？」


「山瀬さん……お姉さんのことなら聞かれましたけど」


「ふうん……」


　和樹はまた考え込んだ。どうも神代には直ちよく接せつ関係なさそうだ。なんだか好かれていないようなのだが。


　逆に夕菜が訊いた。


「和樹さん、山瀬さんと二人で滝を観に行きましたよね。なにかあったんじゃないんですか」


「別にないよ」


「でも山瀬さん、すぐ帰っちゃいました」


「そういやなんでだろ。だってなにも……あ」


　一つだけ、思いあたることがあった。


「山瀬さん、好きな人がいるって言ってたなあ」


　夕菜の眉まゆが、ぴくりとした。


「……なんて言ってました？」


「知らない。話してくれなかったから」


「和樹さんは誰だれだと思ったんですか」


「分かんないよ」


　彼女の顔が、なんとも複ふく雑ざつなものになった。


「……そうですか」


「だっていきなり聞かれたからさ。好きな人がいるんだったら、うまくいくといいと思うけど」


「和樹さん、鈍にぶすぎって山瀬さんから言われませんでした？」


「言われないよ。なんで？」


「なんでもです」


　和樹はきょとんとした。世の中は分からないことだらけだ。


　ぬるくなったお茶を飲のみ干ほす。夕菜はなにやら思し案あんしているようだ。


「いいかしら」


　いつの間にか、玖里子がそばに来ていた。携けい帯たい電でん話わを持っている。


「紫し乃の先生から電話。電車の乗のり換かえミスって、少し遅おくれるって」


「夕ご飯、間に合わないんじゃないんですか？」


　と夕菜。


「うん。だからいらないって。あとね、こっちでなにか起こるかもしれないから、注意しなさいって」


「なにかってなんです？」


「さあ。あたしも分かんない──」


　そのとき、勢いきおいよく部屋の扉とびらが開いた。


　飛び込んできたのは神代だった。





　千早の妹は、文も字じ通り真まっ青さおだった。唇くちびるを震ふるわせ、息いきを切らしている。


「すいません、お姉ちゃんいませんか！」


　和樹たちは、質問の内容よりも神代の顔色に驚おどろいていたが、やがて答えた。


「いないけど」


「そんな……」


　彼女は今にも倒たおれそうであった。


「山瀬さんは滝で別れてから見てないよ」


　和樹が言う。神代は一いつ瞬しゆんだけ彼のことを見たが、無む視しして女の子たちに話しかけた。


「お姉ちゃん、見えなくなったんです。わたし寝ねちゃって、それで」


「えっと……どうしたんです？」


　戸と惑まどいながら夕菜が質問する。神代は早口で喋しやべり続けた。


「だからお姉ちゃんがさっきまでいたけど、どこに行ったか分かんなくなって。ここにいるかと思ったのに」


「山瀬さんが……どこに？」


「だから分かんない。だってさっきまでいたのに！」


「待って。お姉さんがいなくなったのね？」


　玖里子が訊いた。


「そうです。お姉ちゃん泣き出して、わたしどうしたらいいか……。じっとしていたんですけど、そしたら」


「電話があるでしょ。かけてみたら」


「置きっぱなしなんです」


「お風ふ呂ろかトイレじゃないの？」


「違ちがいます！　お姉ちゃんどっかいっちゃった！」


　パニックになりかかっていた。玖里子が落ち着かせようと、神代の手を握にぎる。


「待ってお願い。ちゃんと話を聞かせて」


「だからお姉ちゃんが……」


「いなくなったのね。建物の中も全部捜さがして、見つからなかった」


　神代は「そうです」と言った。


　まったくいきなりのことであった。神代が狼ろう狽ばいしているのも突とつ然ぜんならば、千早がいなくなったらしいというのも突然だ。和樹たちはさっきまで噂うわさをしていたくらいなのだ。


　玖里子は神代に、座すわるよううながした。彼女はまだ狼狽していたものの、素す直なおに従った。


「どうしていなくなったのか、心当たりはある？」


「分かりません……。お姉ちゃん、黙だまってどっか行ったりしないのに」


「ここにいないのなら、外に出てったのかしら」


「そんな……。だって雨降ふってるのに！」


　うろたえる神代。


「滝たきに行ったときは、普ふ通つうだったわよねえ」


　玖里子が和樹に目をやる。


「ええと……」


　彼は若じやつ干かんのためらいを見せた。


「さっきも話してたんですけど、前と変わったんじゃないかって思うんです」


「なにそれ」


「なんかずっと口ごもっていたんですよ。そわそわっていうか、そんな感じで」


　和樹は昼間の出来事を思い出しながら話した。


「どうしてかは分かんないんですけど、なにか我が慢まんしていたような……。悩なやみでもあったのかなって。山瀬さん、落ち込むタイプじゃないから、変なんですよ」


　玖里子は不ふ思し議ぎそうにしている。ただ一人、神代だけは血の気をなくしていた。


「その……」


　千早の妹は、なにかを懸けん命めいに抑おさえるようにしながら言った。


「お姉ちゃんのこと、気づかなかったんですか」


「え？　僕？」


「他ほかに……いないじゃないですか」


　低く、震える声こわ音ねだった。


「お姉ちゃんのこと、見てなかったんですか」


「見てって、山瀬さん、具ぐ合あい悪かったの？」


　神代はきっと睨にらみつけた。


「あんたが……！」


　彼女は言葉を切った。手を握りしめる。


　なにかを言おうと、口を開き──


　不ふ意いに背を向けた。


「お姉ちゃんを捜してきます！」


　神代は駆かけ出し、部屋から出ていった。





　和樹たちは、神代に続く形で部屋を飛び出した。外は暗く、雨まで降っている。十六歳さいの女の子を一人にするわけにはいかなかった。


　一階まで駆け下りたが、神代の姿はもうなかった。フロントで訊きくと、「そのお嬢じよう様さまなら、先ほど出てゆかれました」と教えてくれた。


　玖里子がうめいた。


「あたしたちも行こう」


　異い存ぞんはない。神代だけではなく、千早も捜さなければならなかった。


　全員、一度部屋に戻もどった。準じゆん備びをするためである。傘かさとタオルを持ち、念ねんのために懐かい中ちゆう電でん灯とうを用意する。部屋に備そなえ付けられていたので、使わせてもらうことにした。あとは携帯電話。


「みんな持ってる？」


「僕はないです」


「わたしも」


「私もありません」


　和樹と夕菜と凜が手を上げた。


「あたしだけか……あまり意味ないわね」


　それでも玖里子は携けい行こうすることにした。


　手早く準備をすませ、正面玄げん関かんに集まる。


「時間を区切るわよ。三十分捜して見つからなかったら、いったんここに戻ること」


　玖里子が言う。この中では一番年上なので、自し然ぜんとリーダーシップを発はつ揮きしていた。


「凜はロビーで待ってて」


「人数は多いほうがよいのでは」


「あたしたちより先に、山瀬さんたちが帰ってくるかもしれないでしょ。そのときはあたしの携帯鳴らして。和樹と夕菜ちゃんを捕つかまえて帰るから。あと、宿の人に夕食を遅おくらせてくれって頼たのんでおいて」


「分かりました」


　凜を除のぞく三人は玄関を出た。


　雨の勢いはそれほど強くはない。しかし視界を遮さえぎるには十分で、周囲をもやがかかったようにさせていた。


　三人は分かれて捜すことにした。


　和樹は左手で傘を持ち、懐中電灯で前方を照てらしながら歩いた。


　雨のせいか、出歩いている人はそれほどいない。たまにすれ違ちがう人に千早と神代の特とく徴ちようを伝えて訊きいてみたが、「知らない」という言葉だけが返ってきた。


「それより兄ちゃんも、早く帰ったほうがいいぜ」


　親しん切せつそうな中年の男は、そう和樹に言った。


「こういう雨の日は出るんだってさ。婆ばあちゃんが言ってた」


「なにがですか？」


「おっかねえものさ」


　それだけ告げると、男は足あし早ばやに去っていった。


　宿から離はなれるに連つれ、灯あかりが少なくなってくる。視し界かいがかなり悪くなってきたので、懐中電灯で遠くを照らした。


　人ひと影かげはない。


　千早がどこに行ったのか、手がかりはまるでなかった。そもそも土と地ち勘かんがないので、立ち寄りそうな場所が分からない。それに自分が迷まよわないように注意しなければならなかった。


　なおも捜さがし続ける。自然と早足になっていった。


　水たまりを蹴け散ちらし続ける。


　と、懐中電灯の光の中に、女性の姿が浮うかび上がった。


「山瀬さん!?」


　その人物はいったん立ち止まり、それから駆かけ寄よってくる。


　神代であった。


「大だい丈じよう夫ぶだった!?」


　和樹は急いでタオルを差し出した。神代はビニール傘を持っているものの、頭から濡ぬれていた。


　彼女は受け取らず、なにも言わなかった。ただ和樹のことを、じっと見つめていた。


　やや困こん惑わく気ぎ味みに訊いた。


「山瀬さん、いた？」


　神代は黙だまって首を振ふる。


「そうなんだ……一いつ緒しよに捜そう」


　やはり返事はない。それでも彼女は和樹の後ろをついてきた。


　雨足がだんだん強くなってくる。若じやつ干かんだが風も出てきた。


　二人は無む言ごんのまま捜し続けた。


　時間だけが過ぎていく。心の中に、焦あせりが生しようじてきた。


　千早が傘を持っているかは不明だ。寒さに凍こごえるほどではないが、濡れたら体温を奪うばわれるし、へたをしたら風か邪ぜをひく。


「お姉ちゃん、傘あるかな……」


　神代も同じことを考えていたらしい。


「屋や根ねのあるところにいればいいけど」


　和樹も答えた。


　千早の妹が隣となりに並んだ。ちらりと目線を向ける。


「……式森さん」


　抑よく揚ようのない声で訊いてきた。


「お姉ちゃんのこと、心配なんですか」


「うん。心配だよ？」


「……本当に、心配なんですか」


「本当だよ」


　神代の瞳ひとみは友好的ではない。和樹は少したじろいだ。


「山瀬さん、知らない仲じゃないから」


「知らない仲じゃない、なんですか」


　彼女の視線が、見る見るうちに険けわしくなる。


「うん……？　山瀬さんは葵あおい学がく園えんにいたころから、知ってるけど……」


「そうじゃなくて！」


　不ふ意いに、神代が大声を出した。和樹はぎくりとして、つい一歩引く。


「え……な、なにが……？」


「お姉ちゃんをただ知ってるだけなんですか、式森さんは」


「修学旅行でも会ったけど」


「会っただけですか」


「そういうわけでもないけど……」


「でも式森さんは、お姉ちゃんのこと、なにも知りませんよね」


「うーん……」


「お姉ちゃんは式森さんのことを、もっと知ってる！」


　神代が和樹の服ふくを摑つかんだ。


「たくさん知ってるんだ……」


「ど、どうしたの」


「お姉ちゃんは、式森さんのことをあんなに……」


　その声はかすれていた。和樹の服を摑む手に力がこもる。


「なのに……なんで……」


「あ……え……ご、ごめん。僕、なにかしたかな」


　おろおろする和樹。彼女はそんな言葉も、聞いていないようだった。


「なんで……なんでさ……」


「……え、えと……」


「なんであんたは……！」


　神代から、感かん情じようにまみれた言葉が発せられようと──


　しなかった。


　彼女は視し線せんを外はずしていた。


　じっと和樹の背はい後ごを見つめている。彼も気づき、振り返った。


　全身ずぶ濡れの女の子が、一人歩いていた。


「お姉ちゃん！」


　神代が叫さけぶ。駆けだした。和樹も後を追う。


　千早はふらふらして、足元が定まっていなかった。


　目もうつろであり、ぼんやりしている。意い志しがあるように感じられなかった。


「山瀬さん！」


　和樹はつい大声を出した。


　ゆっくりと、顔がこちらを向く。とぎれとぎれに、声が漏もれた。


「式森君……神代……」


「お姉ちゃん、大丈夫!?」


「……ごめ……」


　千早の身体からだは、そのまま崩くずれ落ちた。





　　　　○





　気を失った千早を前にして、和樹も神代も混こん乱らんしていたらしい。とにかく濡れないところに運はこぼうと、そのまま千早を担かつぎ、水すい郷ごう庵あんに帰ったのだ。救きゆう急きゆう車しやを呼よぶべきだったと気がついたのは、宿に着いてからだった。


　ロビーには夕菜に玖里子、凜がいた。先に戻もどっていたようだ。とっくに三十分が過ぎていた。


　三人は意い識しきのない千早を見て、やはり驚おどろいていた。


　すぐに医い者しやをということになったが、宿の女将おかみさんが「医者ならうちにおります」と言った。女将さんの甥おいっ子が、たまたま滞たい在ざいしているという。


　とりあえず千早を泊とまる部屋に運び、診みてもらうことになった。


　ベッドに横たえるとほぼ同時に、医者がやってきた。


　女将の甥は若そうな外見とは裏うら腹はらに、かなり慣なれた手つきであった。素す早ばやく千早を診しん察さつする。和樹たちは邪じや魔まにならないよう、じっと見守っていた。


　やがて医者はなんとも言えない顔つきで、器き具ぐを鞄かばんにしまった。


「どうなんですか!?」


　神代が訊きく。


「お姉ちゃん、どんな具ぐ合あいなんですか!?」


　医者が答えた。


「……寝ねてます」


「え？」


「寝てるだけですよ」


　全員、千早に耳を近づける。


　かすかだが、寝息がしていた。


「極きよく度どの疲ひ労ろうがあるみたいですが、昏こん睡すいではないです。身体に別べつ状じようはありません」


　寝かせてあげてくださいと告げて、医者は出ていった。


　全員、拍ひよう子し抜ぬけと同時にほっとした。


「まったく……びっくりした」


　玖里子の言葉は、皆みなの気持ちを代だい弁べんしていた。


「和樹と神代ちゃんが真っ青になりながら運んできたときは、心しん臓ぞうが止まったわよ」


「でもなんにもなくてよかったですね」


　と夕菜。


「やっぱり不安でしたから」


　その台詞せりふに凜も黙だまってうなずいた。心配の反はん動どうで、彼女たちの顔には笑えみすら見られた。


　だが和樹の心中には、まだもやがかかっていた。千早は雨の中、目の前で倒たおれたのである。催さい眠みんにかかったかのようにうつろであり、ふらふらしていた。とても寝ただけとは思えない。


　神代も同じ気持ちらしく、ずっと姉に寄より添そっていた。


　千早の胸は、規き則そく正しく上下している。


「お姉ちゃん……」


　神代が呟つぶやく。その手に水すい滴てきがついている。


「ねえ、神代ちゃん。着き替がえた方がいいよ」


　和樹が言った。彼女は姉を捜さがしていたときからずっと濡れたままで、服もそのままであった。


　神代は一いつ瞬しゆんだけ和樹に振ふり向いた。すぐ元に戻る。


　そのまま動かない。


「神代ちゃん……」


「話しかけないで」


　はっきりした拒きよ絶ぜつが返ってくる。


　和樹は口をつぐんだ。代わりに玖里子が、


「神代ちゃん風か邪ぜひくわよ。ここはあたしたちが見てるから」


　千早の妹は立ち上がり、「お願いします」と言い、バッグを持って脱だつ衣い所じよにこもった。


　和樹は戸と惑まどいが抜けない。


「僕……なんかしたかな」


「怒おこってるみたいです」


　と夕菜。


「なにもしてないと思うんだけど……」


「本当ですか？」


「多分……」


　心当たりはない。


　神代とは今日が初対面だ。話もろくにしていない。一いつ緒しよに行動していても、ほとんど会話がなかった。


　そういえば千早を捜していたときから、神代は怒っていた気がする。最初は和樹の顔も見ようとしなかった。口をきいても素そっ気けなく、突つっかかってくることすらあった。


　考えてみれば、突っかかられる理由も分からない。ただ、神代は千早のことでなにか言おうとしていた。


「山瀬さんのことでしょうか……」


　夕菜も同じことを口にする。


「神代さん、お姉さんととても仲がいいみたいですから。山瀬さんのことでなにか気になったんじゃ」


「うーん……」


「和樹さんのことじゃないんですか」


「なんで僕なの？」


「山瀬さんが気にかかるとしたら、和樹さんですよ」


「そうかなあ。僕、山瀬さんとそんなに話したことないよ」


「そんなことじゃないと思います」


「えー？」


　よく分からない。千早を捜しに行く前も夕菜と同じような話をしていて、結けつ局きよく理由が不明だったのだ。


「訊いてみようかな……」


　着替えた神代が出てきた。また姉に寄り添う。


　しばらく無む言ごん劇げきとなった。


「神代さん？」


　夕菜が話しかけた。


「なんでしょう」


「お姉さんよく寝てるようですから、ご飯に行きませんか？」


　宿の夕食の時間は、とっくに過ぎているが、遅おくらせてくれるよう頼たのんであった。


「いいです」


　神代は即そく答とうした。


「ここにいます。皆さんでどうぞ」


「身体からだによくないですよ」


「いりません」


　それだけ告つげ、あとはじっとしていた。


　再び会話が途と切ぎれる。


「神代ちゃん、いいかな？」


　恐おそる恐る、和樹は訊いた。


　千早の妹は無言を通した。それでも彼は言った。


「山瀬さんのことなんだけど」


　ぴくっと、彼女の背中が動く。


「僕のこと、なにか言ってたのかな」


「…………」


「ええとね、神代ちゃん、山瀬さんのことで僕になにか言いかけたじゃない。山瀬さんも、滝たきで僕になにか言いたかったらしいんだ。もしかしたら、そのことでなにか知ってるかなって」


　神代が振り向く。目つきが鋭するどい。


「も、もしかしたら、なにか山瀬さんを傷きずつけるようなことしたのかなって。だったら謝あやまらなきゃならないから……」


「……なにもしてないです」


　と神代が答える。


「あ、そうなんだ」


　少しほっとする和樹。


「でも、だったらなんで……」


「なにもしてないから」


　神代は続けた。


「なにもしてないから、お姉ちゃんは悩なやんでるんだ」


「えっ？」


「式森さんが、少しでいいからお姉ちゃんのこと見てくれれば」


「え、え？」


　おろおろする和樹。明らかに神代は怒っている。瞳ひとみの中には、炎ほのおが渦うず巻まいているようだ。


　夕菜が割わって入はいった。


「ごめんなさい神代さん。和樹さん、きっと分かってないと思うんです。とっても鈍にぶい人ですから」


　なんだか酷ひどい言われようだが、とりあえず和樹は黙だまった。


「でも、お姉さんは和樹さんのことで、なにか言ってませんでした？」


「言ってました。お姉ちゃんが外に飛び出したのも、そのことだと思う」


「どんなこと……でしょう」


　夕菜の口く調ちようも慎しん重ちようなものになった。玖里子と凜も、黙ってやりとりを聞いている。


　神代は首を振ふった。


「わたし、ずっと前にお姉ちゃんになにもするなって言われた。だからなにも言いたくありません」


「そうですか……」


「でも、わたしだって本当は……お姉ちゃんの助けになりたいんだ……」


　視線が和樹を捉とらえる。なにかを決意したような表情。


「お姉ちゃんは、お姉ちゃんは、本当にあんたのことが……！」


「あたしが、どうかした？」


　神代の動きが止まる。


　全員、ベッドの方を向いた。


「あたしの話？」


　千早が起きあがって、こっちを見ていた。





　千早は元気そうだった。雨の中、ふらふらしていたとは思えないくらい血けつ色しよくが良く、口調もはきはきしていた。


「……お姉ちゃん！」


　驚おどろいた神代がベッドに近寄る。


「平気なの!?」


「平気だよ。なんで？」


「なんでって……お姉ちゃん、ずぶ濡ぬれだったじゃん。倒たおれちゃったんだよ」


「そうなの？」


「そうだよ。いきなり部屋からいなくなって、捜さがしたんだよ。みんなで」


「ふーん」


　あまり関かん心しんのなさそうな物言いであった。


　彼女は勢いよくベッドから降りる。足を引っかけ、神代を蹴け飛とばした。


「痛いたっ」


「痛かった？　ごめんごめん」


　あははと笑う。妙みように明るかった。


「みんないるんだね」


　千早は室内をぐるっと見回した。


「どうしたの、変な顔して」


　彼女の言うとおり、全員ぽかんとしていた。


　起き上がった女の子は、さっきまで雨中をさまよっていて、今にも卒そつ倒とうしそうなくらい具ぐ合あいが悪わるそうで、実際に倒れていた女の子だったのだ。


　それが今は、やけに元気である。暗さなどはかけらも見られない。


「あー、式森君もいる」


　ぴょんと跳とび、彼の手を取った。


「心配してくれたの？　嬉うれしい」


　目がきらきらしているようにも感じられる。和樹は慌あわてて言った。


「山瀬さん……寝ねてなくていいの」


「いいよ」


「なんか……明るいね」


「あたしは昔から明るいよ。知ってるじゃん」


　そうなのだ。千早は初めて会ったときから明るかった。元気の良さからくる、周しゆう囲いを和なごませる明めい朗ろうさである。和樹は文ぶん化か祭さいでずいぶん助けられた。


　だが今は違ちがった。どう違うのか、和樹にはうまく表現できないが、とにかく奇き妙みような方向に弾はじけていた。


「でも……」


「なに？」


「山瀬さん、どうして外に出ていったの。神代ちゃんに言われたんだけど、もし僕がなにかしたんだったら……」


「なんでもいいじゃん。気にしないでよ」


　また笑う。それからぱっと手を離はなす。


「あっ、ごめーん。式森君の手、握にぎっちゃった」


「いや、その、別に……」


「こういうことしちゃ駄だ目めなんだった。ね、宮間さん」


　夕菜はやや驚いている風であった。


「え、ええ……」


「なに、それともいいの？　やった」


「駄目です……けど」


　彼女も迷まよっている。いつもならやきもちを妬やくところだが、千早の態たい度どに、どうしていいか分からないのだ。


「ライバルにそんな弱気じゃ駄目だよー？」


　ライバルという単たん語ごに、和樹を除く全員がぎくりとする。千早は平気な顔。


「まあいいや。ね、式森君。また外行かない？」


「出かけるの？」


「うん。滝たきが観みたくて」


「夜だよ」


「いいじゃん。夜の滝も、絶ぜつ対たい素す敵てきだよ」


　確かに千早は近くまで行ったのみで、滝を見けん物ぶつしてはいなかった。だが、今から観に行ってどうするつもりなのだろう。


「もう暗いからさ」


「えー、行こうよ」


「まずいって」


「いいから」


　やけに強ごう引いんだった。前から積せつ極きよく的てきな少女だったが、ここまでではなかったような気がする。


　夕菜が助け船を出した。


「山瀬さん、もうご飯はんの時間ですから」


「え、そうなの？」


「はい。遅おくらせてもらってますから、食べてしまわないと」


「なんだ。じゃあ食べちゃおう。食しよく堂どう行くよ」


　千早は先頭切って部屋から出る。皆みな、引きずられるようにして後についていった。





　　　　○





　宿の食堂はそれほど大きくはないが、がらんとしていた。時間が遅おそく、他に客がいないせいだ。


　千早が真っ先に椅い子すを引く。


「あたしここ。式森君ここ。みんなも座すわって」


　全員急せかされるように着席する。


　和樹は中央あたりに座ることになった。左隣どなりに千早。右には夕菜。


　中年の女性がおひつを運はこんでくる。夕菜がしゃもじを受け取った。ご飯が茶ちや碗わんによそられる。


　千早が手つきを眺ながめていた。


「宮間さん家か庭てい的てきだね」


「そんな。普ふ通つうですよ」


「あたしも負けてないつもりだよ。ね」


　和樹は同どう意いを求められたが、返事のしようがなかった。


　全員「いただきます」と言い、食事が始まった。


　外を捜し回っていたせいか、かなり空くう腹ふくだった。それが緊きん張ちようを助じよ長ちようするところもあったが、食べるにつれて落ち着き、気分もほぐれていく。


　和樹だけではなく、皆もリラックスしていった。会話も増ふえていく。


　他た愛あいもない話が続いた。学校のことや休日のこと。和樹たちと千早たちは住んでいるところが違ちがうので、情じよう報ほう交こう換かんのようになった。それが先ほどまでの妙な雰ふん囲い気きを、ようやく薄うすめていった。


　食事も進んでいく。


「凜、ドレッシング取って」


　玖里子がガラス製せいの容よう器きを受け取った。サラダに軽くふりかける。


　すると神代が言った。


「風椿さん、これ食べますか」


　サラダの盛もられた小こ鉢ばちを渡わたそうとする。


「神代ちゃん食べないの」


「生なま野や菜さいって苦にが手てなんです」


「食べなさい、神代」


　千早が口を出した。


「もったいないでしょ」


「だって……」


「だってじゃないの。わがまま言わない」


　神代が口を尖とがらせた。


「お姉ちゃんだって嫌きらいなのあるじゃん。椎しい茸たけ、駄目でしょ」


「あたしは式森君に食べてもらうもん」


　千早は煮に物ものの器うつわから、椎茸をどけた。別の皿に移す。


「いいよね」


「まあ、食べるけど。でも」


「あ、宮間さんの許可がなきゃいけなかった？　いい？」


「え、ええ……」


　いきなり訊きかれ、夕菜も困こん惑わくしている。


「いいんだ。寛かん大だいだねー」


　椎茸だけの入った器を、どん、と和樹の前に置いた。


「じゃあ食べて」


「いい……けど」


「あたしのおかず、食べられないんだ」


「そうじゃなくてさ」


「食べてよ」


　やけにこだわる千早。むくれ気ぎ味みになっていたが、やがて顔を明るくする。


「分かった。あたしに食べさせてもらいたいんでしょ。もう、しょうがないなあ」


　箸はしで椎茸をつまむ。


「はい。あーん」


「えっ……えっ!?」


　和樹はちらりと右隣を見た。夕菜は、じっとこちらを眺めている。


　なんとなくではあったが、表情にいつもの「怒おこりんぼ」がうかがえた。ただ、どうしていいか分からないといった風である。


「ほら。みんな見てるよ。早く食べて。あーん」


「……あーん」


　食べなければいけない気がして、仕し方かたなく口を開けた。


　椎茸がいくつも口に放ほうり込まれた。味あじが染しみているはずだが、砂すなみたいな感かん覚かくだけが残った。


「あはは。なんだかあたしたち夫ふう婦ふみたいだね」


　和樹は笑えない。汗あせが流れてきた。


「山瀬さん……あまりそういうことしないでください」


　さすがに夕菜が割って入った。


「なんで？」


「なんでもです。わたしだってそんなことしてないのに」


「しないからあたしがやったの。早い者勝ちだよね」


「早いなら、わたしだって……」


「今日はあたしが早い」


　不ふ敵てきに、笑う千早。


　和樹はおろおろするしかなかった。夕菜の気け配はいが物ぶつ騒そうになっていくのが感じられる。


　千早はまったく気にしている様よう子すがない。神代は戸と惑まどい、玖里子と凜は啞あ然ぜんとしている。


　また妙みような空気になってきた。


「みんなで写真、撮とろうか」


　雰ふん囲い気きを察さつした玖里子が言う。


　ほっとしつつ凜が訊いた。


「玖里子さん、カメラを持ってきているのですか？」


「きてない」


「どうするのです」


「携けい帯たいでいいわよ」


　彼女は携帯電話のカメラを起き動どうさせた。


「あ、撮って撮って」


　千早が嬉うれしそうに言う。


「いいわよ。全員入るかな」


「あたしと式森君だけで」


　いきなり、和樹の左腕うでにしがみついた。


「……山瀬さん！」


　和樹は驚おどろき、椅子を動かした。


「逃にげないで。あたしと一いつ緒しよに撮るの」


　胸のあたりを押おしつけてくる。


「山瀬さん！」


　夕菜が強い口調になった。


「そんなことまでしないでくださいっ」


「だーめ。するって決めた」


　腕だけではなく、全身に抱だきついてきそうな勢いきおいだ。


「いいよね、式森君」


「うん……」


　反はん射しや的にうなずく。


「和樹さんまでそんなこと言わないでください」


「あ……いや、なんだろ」


　さっきの椎茸のときもそうだったが、なんとなくそうしなければいけない感じになったのだ。理由は不明だ。


　千早がうんうんとうなずいた。


「風椿さん、撮って」


　ため息いきをつく玖里子。


「……分かった。いい？」


「いいです。ほらほら式森君、笑って」


　玖里子がシャッターボタンを押す。男が当とう惑わくし、女が笑いながらＶサインをしている画像になった。


　それから全員集まっての写真も撮ったが、千早はもう興きよう味みがなくなったらしく、露ろ骨こつにつまらなさそうな顔をしていた。


　やがて食事が終わった。


　片づけはこちらでやりますと、係の女性が告つげる。客は和樹たちだけになっていたので、早く出ていって欲ほしい様子であった。


「まだ寝ねるには早いわね」


　玖里子が時計を確かく認にんする。


「なにかする？」


「滝たきに行きたいです」


　千早が勢い込む。


「式森君も観みたいよね？」


「でもやっぱり、暗いから。危あぶないよ」


「平気だよ」


「いいって」


「まだ行きたくならないの？」


　妙なことを千早が言った。


　ふと、和樹の心に欲求みたいなものが湧わいた。言われてみれば、滝に行くのもいいかもしれない。行ったほうがいいかも。


　というより、行かなければならないのかも。行かなければ。


　そこまで考えが及および、はっとした。なぜ滝に？


　和樹はなんとか気持ちを振ふり払はらった。


「やめようよ。明日でいいんじゃないかな」


「ふーん、行きたくないのか」


　一いつ瞬しゆんだけだが、思し案あん顔がおになる千早。


「じゃあいい。式森君たちの部屋で遊ぼうよ」


「それならいいけど」


「だよね。いこ」


　立ち上がり、係の女性に礼を言う。また千早が先頭になり、食堂を後にした。





　神代が「一度部屋に戻もどります」と廊ろう下かを反対側に歩いた。玖里子は「トイレ」と告つげてさっさと消える。


　夕菜は凜と並んで部屋に帰ることになった。


　和樹の姿はない。千早が連れていってしまったのだ。しかも、かなり強引に。


　おかげで夕菜はもやもやしたものを抱かかえることになった。


　いつもならここは感情大だい爆ばく発はつのシーンである。魔ま法ほうで宿を破は壊かいし、修しゆ羅ら場ばに変えてもおかしくない。


　だがそうはならなかった。千早の行動に、怖こわさがあったからだ。


　それは暴力的な恐きよう怖ふではない。もっと精神的な、じわっとしたものだ。得え体たいの知れないものが、彼女から滲にじみ出ていた。


　夕菜は千早とそれほど親しくない。もちろん仲が悪いわけではないが、親しん密みつになるほどつきあいはないのだ。


　だから、彼女の性格も詳くわしくは知らない。もしかしたら今の千早が本当なのかもしれない。それでも、修学旅行に比くらべてなにかが変わった気はしていた。


　そのなにかが分からない。特に、目が覚めてからの変化は相当なものだ。なので、どうしても感情爆発まで至いたらないのだ。


「……変ですね」


　隣となりの凜が口を開いた。


「凜さんにも、分かりますか」


「はい」


「わたしもそう思うんです。山瀬さん、ああいうタイプじゃなかったと思うんですけど……」


「ああ、違ちがいます。私が言ってるのは宿のことです」


　凜は廊下の奥おくや、天てん井じように視線をやっていた。


「ここがどうしたんですか」


「感じませんか。チェックインしたときとは違う雰ふん囲い気きがあります」


「別に、わたしには」


「どうも引っかかります」


　夕菜には分からなかった。しかし凜は、しきりと周囲に気を配くばっている。愛あい刀とうの柄つかにまで、手をやっていた。


　この小こ柄がらな少女が、有名な退たい魔まの家か系けいに生まれたことを思い出した。


「なにか……危ないんですか」


「まだ危険はないと思いますが……」


　凜は「ちょっと見てきます」と言い、小走りに去っていった。


　夕菜は一人きりになった。


　何な故ぜだか寒さむ気けがする。急いで部屋に戻ろうと、階かい段だんを上った。


　踊おどり場ばにさしかかった。


「わっ」


「きゃっ！」


　驚きよう愕がくして、身をすくませる。千早がけらけら笑っていた。


「びっくりした？」


　夕菜は胸をなで下ろした。


「びっくりしました……。なんですか、もう」


「あは。宮間さんを待ってたから」


　と千早。


「今、話していい？」


「部屋でしたほうが……」


「ここがいいんだ。いいよね」


　有う無むを言わせぬ口調だった。


　二人は踊り場の隅すみに移動する。天井の灯あかりが弱く、薄暗かった。


　千早はじろじろと夕菜を眺ながめる。


「式森君のこと訊ききたいんだけど」


「なんでしょう」


「宮間さんと式森君ってさ、仲いいよね」


「ええ。そのつもりですけど」


「どうやって誘ゆう惑わくしたの」


「えっ」


　さすがに夕菜も声を上げた。


「どうなの」


「……なんでそんなこと、知りたがるんです？」


「いいじゃん。なんかさ、宮間さんのようなお姫ひめ様さまみたいな人が、どんなことして男をゲットするのか、知りたいんだよね」


　目の前の少女は薄うすい笑えみを浮うかべていた。なんのつもりか分からない。


「冗じよう談だんはやめてください」


「冗談じゃないって。どうやったのか教えてよ」


「ここで言うことじゃ……」


「人に言えないことなんだ」


　にたり、とする。


「やっぱり、身体からだ？」


「なっ……そんなことありません！」


　やや顔を赤くしつつ、夕菜は言い返す。


「和樹さんとそういうことは……」


「してないんだ。式森君、据すえ膳ぜん食くわないタイプだもんね。だったらもっとえげつないことしたんじゃない」


「そういうことじゃありません。わたしたちは小さいときに、約やく束そくを……」


「約束？　へー、漫まん画がみたい。それを守ってるんだ。律りち儀ぎだね」


　いかにも古くさいと言いたげだ。どことなく、馬ば鹿かにしているようにも感じる。


「でもさ、式森君はそれでいいの？」


「なにが……ですか」


「だから、小さいときになんか約束したんでしょ。宮間さんはいいけど、式森君はそれを守ってんの？」


「守ってくれてると……思います」


「でも、風椿さんや神城さんも一いつ緒しよにいるじゃん。式森君には、約束とか関係ないんじゃない？」


「変なこと言わないでください……！」


　夕菜にとって、小さい頃ころに和樹と交かわした約束は、疑うたがう理由すらない不ふ可か侵しんのものである。玖里子や凜がいたとしても、彼女は自分の幼おさない頃の気持ちを、大事にしてきた。


　それだけに千早が放はなった台詞せりふは、予よ想そうもしておらず、不ふ意いをつかれたものであった。


「かっ、和樹さんだって、きっとわたしのことを！」


「分かんないよ。ああ見えてもてるタイプじゃん。宮間さんじゃなくてもいいって思ってるかも」


「馬ば鹿かにしないでください！　帰ります！」


　階段を上のぼろうとした。その腕うでを、いきなり摑つかまれる。


　ぐいっと引っ張られた。


　そのままコンクリートの壁かべに押おしつけられた。背中に鈍どん痛つうが走る。両方の手首が押さえられたまま、高く上げられた。


　突然の行為に、夕菜は声も出ない。


　千早の顔が、すぐ近くまで接せつ近きんしていた。両手首が締しめつけられる。


「痛い……」


「そう？　全然痛くないと思うよ」


　千早の握あく力りよくが強くなった。


「やっ……」


「わあ。夕菜さんって、こうやって見ると美人だね」


　ギリギリまで、千早の唇くちびるが迫せまってくる。夕菜は思わず顔を背そむけた。


「なんか嫌いやがってる。かわいー」


「もうやめてください……」


「いいよ。すぐやめる。だけど、お願いがあるんだ」


「なんですか……」


「式森君をちょうだい」


　瞬しゆん間かん、耳を疑った。


　信じられない台詞。耳から侵しん入にゆうして、心を揺ゆさぶった。内容と、なにより山瀬千早が発した言葉だというのが衝しよう撃げき的てきだった。


　痛さを忘れ、夕菜は千早を直ちよく視しした。


　千早の顔には、緊きん張ちようも、ためらいも、遠えん慮りよもない。まるで、八や百お屋やで野菜を買うときのような口調だった。


　目が爛らん々らんと輝かがやいている。獲え物ものを欲ほしがる猫ねこみたいだ。今にも舌したなめずりをしそう。


　ようやく夕菜は気を取り直した。


「なっ……なにを！」


「あたしが式森君のこと好きなの、知ってるでしょ」


「……知ってます」


「いいじゃん。式森君、あたしがもらうね」


「山瀬さん！」


「なら文もん句く言わないで。あたしって優やさしいと思わない？　宮間さんに断ことわる必要ないのに、わざわざ教えたんだよ。親しん切せつだよね」


　にやにやしている。明らかに彼女は、夕菜の反応を楽しんでいた。


「そんな親切──」


「もう決めた。あたしのもの」


「ふざけないでください、和樹さんはわたしのです！」


　睨にらみつける。恐きよう怖ふと悔くやしさで震ふるえていたが、なんとか気き力りよくを保たもっていた。


　千早は平へい然ぜんとしている。


「あたしと式森君ってさ、似合ってると思わない？」


　手首をコンクリートにぴたりとつけ、動けないようにしてから、身体を押しつけてきた。


「式森君、きっとあたしのこと好きになってくれるよ」


　夕菜の全身に千早が重かさなる。頰ほおと頰が触ふれあい、唇が耳元に近づく。


「あたしさ、宮間さんより胸が大きいよね。式森君気に入ってくれるといいな」


「やめて……くださいっ！」


　身体を揺ゆらして抵てい抗こうする。だが千早はくすくす笑いながら、首くび筋すじに息いきを吹ふきかけた。


「別わかれの言葉とか、考えておいたほうがいいよ」


「断ります！　山瀬さんこそ」


「諦あきらめちゃってよ。あたしも楽だし」


「嫌いやです！」


「でも式森君は、きっとあたしのほうを向いてくれる。自信あるよ。あたしを好きになるに決まってる。あたしたち、もうずっと前からつきあってるカップルみたいになるんだ」


「馬鹿なこと言わないでください！　山瀬さん、和樹さんのことなんにも知らないじゃないですか！」


　刹せつ那な。


　千早が夕菜の髪かみを摑んだ。


　強引に引っ張られ、むりやり顔を向けさせられた。千早の目は吊つり上がり、口の端はしからは犬けん歯しすら見えてきそうであった。


　今までの余よ裕ゆうある態度は消きえ失うせ、剝むき出しの怒いかりがそこにあった。


「……あたしだって知ってる」


　喉のどの奥おくから絞しぼり出すような声だった。


「あたしだって式森君のことは、なんだって知ってる」


「わたしのほうが……知ってます……」


「あたしだって、あたしだって！」


　千早の瞳ひとみは赤く、逆に唇は青白い。怒りと悲しみがないまぜになったような感情。


「大好きな人のことなんだから」


「山瀬さん……引っ越こしたじゃ……ないですか……」


「それがどうしたっていうの。入学したときからね、ずっと式森君だけを見てたんだよ。もう、本当に、毎日……」


　微び妙みような変化があった。言葉が震えている。


「好きで好きでたまらなくて……それでも告白できなくて……だから式森君のことを全部知りたくて……」


　髪を摑んだ手が離はなれる。再び夕菜に身体からだが押しつけられる。


　だが今度は、もたれかかっているようになっていた。


「自分のことがおかしいと思った。変だって……」


　耳元で囁ささやくような声。


「それでも我が慢まんできなくて……引っ越したら忘れるなんて思ったけど、そんなこと全然なくて、転校してからもずっとずっと……式森君のことが……」


　なにも言わなくなる。息づかいだけが夕菜に届く。


　千早の表情は、夕菜からはうかがえない。だが、さきほどまでのあざけりでも怒りでもない、別の感情が表れていることはうかがえた。


　千早の身体が、軽くなったように感じられた。


「……ごめ……」


　囁きよりもはるかに小さい、聞き取れないほどの呟つぶやき。


「……めんなさい……宮間さん……」


「……山瀬さん？」


　夕菜ははっとして、千早の肩かたを揺ゆさぶる。


　反応はない。


「……ごめんなさ……宮間……さ……お願……ここ……から……」


「山瀬さん!?」


　がりっ。


　耳たぶに激げき痛つう。反射的に、自由な手でかばった。


　嚙かみ痕あとがついている。


　眼がん前ぜんで、千早が冷ひややかな目つきをしていた。


「安い同情しないでね」


　憎にく々にくしげに、口を歪ゆがめる。


「その痛み、覚えておいて。次はそんなもんじゃないから」


　そう言い残し、彼女は階段を軽かろやかに登っていった。


　夕菜は壁かべに背をつけたまま、ずるずると、滑すべり落ちた。





　　　　○





　和樹の部屋ではなく、女の子たちの部屋に集まることになった。それぞれ用を済すませて集合する。


「夕菜ちゃんは？」


　玖里子が室内を見回した。


「そう言えばいませんね」


　和樹も軽く捜さがしたが、見あたらない。


「山瀬さん、見た？」


「知らないよ。でもここにいれば帰ってくるよ」


　千早は全員をうながした。


「座すわろうよ。ゲームでもしよ」


　机を囲かこんで車くるま座ざになる。ジュースや菓か子しが出されて、並べられた。


　和樹がコップを出しながら訊きいた。


「なにやります？」


「トランプでもする？」


　と玖里子が答えたが、あまり気乗りしなさそうだ。


「ＵＮＯがあるよ。ね、神代」


　千早が妹に同意を求める。神代は紙かみ製せいのケースを持っていた。


「こっちのがいいよ」


「……ま、トランプよりはいいわね」


　神代がカラフルなカードの束たばを出す。それほど器き用ようではない手つきで、シャッフルを始めた。


　参加者に同数のカードを配くばり、同じ数字や色を場に置くことでプレイを連れん続ぞくさせるゲームである。手札がなくなったものから抜ぬけていき、最後までカードを持っていたものが敗はい者しやとなる。


「式森君はルール知ってるよね」


「知ってるけど。玖里子さんは？」


「知ってる」


　しばらく神代がシャッフルを続けた。あまり上手ではないので、ときどきカードが落ちる。そのたびに千早が甲かん高だかい声で笑った。


　玖里子がカード拾ひろいを手て伝つだった。神代は少しは恐きよう縮しゆくしていた。


「凜、そこの拾って。……凜？」


　剣けん豪ごう少女は、窓の外を眺ながめていた。その表情は硬い。


「凜ってば」


「……あ、申しわけありません」


　と言いながらも、窓から目線を外はずさない。


「どうしたのよ」


「どうも気になることがありまして。嫌いやな雰ふん囲い気きがずっと……気のせいならいいのですが」


「なんなの」


「まだ……なにごともありませんので」


　凜は元の姿し勢せいに戻もどった。


　全員分のカードが配られた。机が新しいので、何枚か滑すべった。


「ジャンケンで買った人から時と計けい回りね」


　千早が「ジャーンケーン」と声を上げる。と、扉とびらが開いた。


　夕菜が戻ってきた。


「ごめん。ちょうど配り終わっちゃったんだ」


　和樹が片手で謝あやまる仕し草ぐさをする。


「いえ……いいです」


　彼女は机に近寄らず、窓まど際ぎわに座った。


「入りなよ。次からやろう」


「ここでいいです」


「夕菜」


「いいんです」


　思いがけない強い調子で返され、和樹は黙だまった。千早がその袖そでを引っ張る。


「いいって言ってるんだからいいじゃん。あたしたちでやろう」


　またジャンケンとなり、千早からのスタートとなった。


　黙もく々もくとゲームは進む。あまり会話はない。


　それほど集中が必要とされるゲームではないのだが、仲間に加くわわろうとしない夕菜が気になって、話が弾はずまないのだ。和樹だけではなく玖里子や凜もそうだった。唯ゆい一いつ千早だけが、勝つだの負けるだのはしゃいでいた。


　和樹はカードを出すたびに夕菜の様子をうかがっていた。


　あまり元気なようには見えない。彼女は極きよく端たんに陽よう気きではないが、明るいほうだ。暗く静かなたちではない。


　だが部屋に帰ってきてからは、ずっと沈しずんでいた。


　それもただじっとしているのではない。時々顔を上げ、こっちを向いて、はっとしては伏ふせるのだ。


　視線の方向は和樹ではない。必ず千早に向けられていた。


（なんだろ……）


　その千早は夕菜のことを気にしていない。ＵＮＯに熱中していた。


　何回かゲームが終わる。それぞれ最低一回は負けていた。実じつ力りよくに差はない。


　いったん休きゆう憩けいということになった。


「まだ寝ねるにはちょっと早いかしら」


　玖里子が部屋備そなえつけの時計を確かく認にんする。


「そういえば、紫乃先生と舞まい穂ほちゃん、到とう着ちやくしませんね」


　凜が言う。


「そうね。遅おそくなるとは言ってたけど……。もう少したっても来なかったら、電話するわ」


　彼女は携けい帯たい電でん話わを手元に置いた。


　和樹はペットボトルの烏龍ウーロン茶ちやを飲んでいた。宿に来る途と中ちゆう、買ってきたものだ。冷れい蔵ぞう庫こに入っている飲み物は高い。水郷庵は持ち込みにうるさくないので助かった。


　千早と神代は菓か子しを分けあっていた。たまに神代が「お姉ちゃんずるい」などと言う。千早は「いいじゃん」と答えつつ、ばりばり食べていた。


　ふと、神代が玖里子に訊いた。


「お風ふ呂ろ、何時までか知ってますか？」


　多くの温泉と同じく、水郷庵は大だい浴よく場じようを名物にしている。石いし組ぐみの巨きよ大だいな浴よく槽そうで、露ろ天てん風呂も併へい設せつされていた。


「明け方に掃そう除じするらしいけど、あとはやってるはずよ」


　神代は玖里子に礼れいをし、「お姉ちゃん、あとで行こう」と言っていた。


　ゲームが再さい開かいされる。散ちらばったカードを千早が集めた。


「ねえねえ、次から罰ばつゲームしない？」


　彼女はカードを切りながら言った。


　和樹が聞き返す。


「どんな？」


「負けた人が、一番に勝った人の言うことを、なんでも聞くの」


「ええっ。なんか変なことになりそうだなあ」


「そんなことないよ。ね、いいじゃん」


　和樹は千早に押おされるように承しよう知ちした。玖里子と凜も反対はしない。神代はうなずくだけだった。


　前回勝った人間が最初の一枚を出す。玖里子だった。


　しばらくカードが続けて出されていく。


　先ほどまでとは違ちがい、多少の緊きん迫ぱく感かんがあった。罰ゲームのせいで真しん剣けんにならざるを得えないのだ。


「あまりいい手じゃないなあ」


　千早が大声を出す。どことなく、わざとらしい。


「負けちゃうかも」


　そんなことを言いながら座すわっている姿勢を変えた。


　次の瞬しゆん間かん、千早の左手が変な動きをした。


　和樹だけが彼女の小指と薬くすり指が絡からまるのを目もく撃げきした。同時にカードが一瞬光るのも。


　千早は何食わぬ顔をしてゲームを続ける。


　彼女のカードの出されるペースが早くなっていた。いきなりの好こう調ちようぶりだった。


　あっという間に、一番で抜ぬけた。


「勝ったー。負けた人は、あたしの言うこと聞いてもらうからね」


　彼女はやけに嬉うれしそうだ。和樹の後ろに座る。


「ほら、式森君も頑がん張ばって」


「あ、うん」


　しかし、途と端たんに和樹の調子が悪くなった。


　場と同じ色にも数字にもならず、山から引いてもまったく別のカードだった。


　玖里子と凜が、立て続けにあがった。神代と二人で勝負となるが、決けつ着ちやくまでそれほど時間はかからなかった。


　あっさり和樹が敗者となった。


「あは。じゃあ式森君が罰ゲームだね」


　千早は露ろ骨こつに嬉しそうだ。


「あたしの言うこと聞くんだよ」


「しょうがないな。なに？」


「うーんとね」


　小こ悪あく魔まみたいな表情になる。


「あたしに、キスして」


　がたん、と音を立てて立ち上がったのは和樹ではない。


　夕菜だった。


　完全に顔つきはこわばり、血ちの気けが引いている。髪かみの毛の先が小こ刻きざみに揺ゆれていた。


　だが彼女はなにも言わない。どうしてか、のろのろと、耳たぶを押さえている。


　千早がちらりと目をやった。


「さあ式森君。罰ゲームだよ。キス」


「え……ええっ」


「いまさらとぼけないでよ。ほら」


　軽く上を向く。


　どうしてか和樹も、それほど拒きよ絶ぜつする気になれなかった。ふらふらと千早に近寄る。


「待ってよ！」


「待った！」


　同時に制せい止しが入った。玖里子と凜だ。


「いきなりそれはないんじゃない？　王様ゲームと同じなんて流は行やんないわよ」


「まったくふしだらな……！」


　千早は聞く耳を持たない。


「ルールだもん。風椿さんも神城さんも、いいって言ったよね」


「そりゃ言ったけど……」


　苦しそうに反はん論ろんする玖里子。


「だけどこれはないんじゃない」


「駄だ目め駄目。もう決めた」


　彼女は楽しそうだ。とろんとした目つきで、和樹の首に両腕うでを回す。


「ねえ式森君。情じよう熱ねつ的にお願い」


「う……うん」


「和樹！」


「式森！」


　和樹の耳に、二人の声は入っていなかった。ただ千早の台詞せりふだけが渦うず巻まいていた。


　千早を見つめる。彼女はすでに目を閉じ、上を向いていた。


　他のものも目に入らない。ただ形の良い唇くちびるだけが視界の中にある。引き込まれるようにして近づいた。


　互たがいの唇がすうっと接近して──


「お姉ちゃん！」


　神代の手が、千早の肩かたにかかっていた。和樹から引き離はなす。


「お風ふ呂ろ入ろう」


「邪じや魔ましないでよ」


「わたしお風呂に行きたい。一いつ緒しよに行こう」


　神代は真面目な顔をしていた。


「……なんだ。白しらけちゃった」


　千早は、はいはいと言いたげになった。


「風呂なんかいつでも入れるでしょ」


「今行きたいの」


「分かったわよ」


　妹に急せかされながら、千早は立ち上がった。


「罰ゲームはまた今度ね。ゲーム片づけといて」


「あ……いいよ」


　我に返った和樹は、慌あわててカードを集めた。


「それとも……式森君も一緒に入ろうか？」


「お姉ちゃん！」


　神代は千早を、強引に部屋の外まで連れていった。





　二人がいなくなったのを確かく認にんして、和樹は大きく息を吐ついた。ＵＮＯカードを揃そろえて箱はこにしまう。


　玖里子が首を振ふった。


「なによあの娘こ」


「信じられません」


　凜も言う。二人とも、いかにも苦々しいといった感じだ。


「和樹。山瀬さんってあんな性格なの」


「違ちがったと思うんですけど……」


「酷ひどいわよあれ。人を馬ば鹿かにしてるみたい。食堂でもそうだったけど、昼間から手のひら返したみたいじゃない」


「僕も信じられないですよ」


　和樹は答えた。


「あんな山瀬さん知りません。見たことないです」


「見たことなくても、酷すぎたわ」


「ええ……」


　千早のあのような態度は初しよ見けんだった。文化祭のときの明るさも、最近の陰かげのあるところもなく、気味が悪いくらい明るくて傍ぼう若じやく無ぶ人じんだった。


「あんなんじゃ、一緒に観かん光こうなんてやってられないわ」


「つきあいを考えたくなりますね」


　玖里子の言葉に凜が同どう調ちようする。


「でも山瀬さん、悪い人じゃないですから」


「あら。和樹は罰ばつゲームの被ひ害がい者しやなのに、そんなこと言うの？」


　玖里子はちょっと顔をしかめ、


「あんたは付き合い長いからそうなんだろうけどさ……。キスに抵てい抗こうもしなかったわね」


「あ……」


　そうなのだ。千早の言葉にそれほどの疑ぎ念ねんを抱いだかず、従っていた。


　これがいつもならもっと騒さわぐパターンである。押おし倒たおすのは玖里子が良くやるが、その時は必ひつ死しになって抵抗する。ところが今回は、そんな気が起こらなかった。


　千早はあくまで軽く、他人を小馬鹿にすらしていた。それでも反発できなかったのだ。


　玖里子がまたため息をつく。


「あんたは抵抗しないし、山瀬さんは性格変わるし。どうなってんのよ。これじゃ夕菜ちゃんじゃなくても……」


　彼女ははっとして顔を動かした。


「夕菜ちゃん？」


　夕菜は無む言ごんだった。同じ場所でずっと、立ちつくしていた。


「どうしたのよ」


　玖里子が話しかける。


「いつもならやきもち妬やくじゃない。どかーんって」


「え……ええ」


「見てなかったの？」


「見てました……」


「らしくないわよ。ずっとぼんやりしてたの？　珍めずらしい」


　ぎくしゃくと夕菜は笑った。


「ちょっと……考えごとをしていて……」


「変ねえ」


　玖里子が彼女の手首を取ろうとする。


「やっ……いやっ！」


　夕菜が勢いよく振り払はらった。玖里子が驚おどろき、手を引っ込める。


「あ……」


　夕菜は顔を白くしていた。


「ご……ごめんなさい」


「いいんだけど、どうしたの」


「なんでもありません……」


　彼女はそれだけ言って、手首と耳たぶをさすった。


　全員、彼女を見つめていた。


　誰だれも、なにもしようとしない。


「……横になったほうがいいです」


　沈ちん黙もくを破ったのは凜だった。


「夕菜さんはお休みになってください。布ふ団とんを敷しきます」


「そうね。そうしたら」


　玖里子も同意した。夕菜はなにも言わなかったが、承しよう知ちはしているようだった。


　押し入れから布団が一組、出される。


「僕は自分の部屋にいます」


　和樹はそう告げた。


「そうしといて。あたしはまだ起きてるから」


「凜ちゃんは？」


「私も起きている。気になることがあるんだ」


「さっきもそんなこと言ってたね。なに？」


「雰ふん囲い気きだ。九州の本家で、散さん々ざんこの匂においを嗅かがされた」


「なにさ」


　真ま顔がおで凜は言った。


「悪あく霊りようがいるかもしれん」





　大浴場は、宿のパンフレットの写真よりも綺き麗れいに見えた。手入れも行き届いていて清せい潔けつだ。ただ蒸じよう気きがもうもうとしていた。


　千早は子供みたいにスキップすると、浴よく槽そうに飛び込んだ。


「ほら、神代も早く」


「待ってよ」


　神代は身体からだを流し、軽く洗あらってから湯ゆ船ぶねに足をつける。


　そこを千早が引っ張る。


「きゃっ」


　バランスを崩くずし、お湯に落っこちた。派は手でなしぶきが上がる。


「ははははっ。神代って面おも白しろーい」


「お姉ちゃん！」


　さすがに怒おこるが、千早はずっと笑っていた。


　浴場に人の姿は少ない。団だん体たい客きやくがいないせいもあるのだろうが、中ちゆう途と半はん端ぱな時間なのかもしれない。


　かけ流しのお湯が注がれる音だけが響ひびいていた。


「あのさ……お姉ちゃん」


　神代は、手足を伸のばしている姉に近づいた。


「なーに？」


「さっきのことなんだけど、やりすぎじゃない？」


「やりすぎって？」


「ＵＮＯの罰ゲーム。式森さんとキスだなんて」


　千早の目玉だけがぐっと動いた。


「積極的になれとか、あたしに言ってなかった？」


「言ったけど」


「だからそうしたんじゃん。おかしい？」


「そうだけど……」


　神代もまた、和樹たちのように疑問を抱かかえていた。


　姉をたきつけたのは神代だった。消極的になっていて、ネガティブな彼女を前に歩かせようとした。それが自分のすることだと考えていた。だから積極的になっているのは喜ぶべきことなのだ。


　しかしなにかが違ちがう。自分の知っている「明るくて前向きな千早」は、こんなことをする性格ではなかった。


「やっぱり……お姉ちゃん変だよ」


「なんで」


「なんでも。ご飯の時も、あんなこと前だってしなかったじゃん。らしくないよ」


「暗くてもあたしらしくなくて、明るくてもあたしらしくないんだ。神代って矛む盾じゆんしてない？」


「そうかもしれないけど、でも」


　千早がお湯を跳はね飛とばした。


「なっ……けほっ」


　しぶきが鼻はなから入り、神代は何度も咳せき込こんだ。


　千早はあお向けのまま、バタ足をした。


「あーあ。神代もお姉ちゃんの味み方かたしてくれないんだ。あたしって大変」


「けほっ……そうじゃないってば……」


「そうじゃないんだ。へー」


　妹を馬ば鹿かにしたような口調であった。


　神代は黙だまった。千早の虫の居い所どころが悪くなっているのを感じていた。姉が気分屋なところなど見たこともなかったが、今はそうなっていた。


　会話が途と切ぎれる。浴場には誰も入ってこない。


　水すい滴てきが天てん井じようから落ちてきた。


「ねえ神代」


　不意に姉が言った。


「式森君ってどう思う？」


「どうって……なにが」


「あたし、可愛かわいいと思うんだ」


　千早が男を「可愛い」と評ひようするのも初はつ耳みみだ。


「そんなの分かんないよ」


　神代はほとんど和樹と面めん識しきがない。地じ味みな男だな、くらいしか感想がなかった。


「ああいう男の子見ると、欲ほしくならない？」


「なに言ってるのさ」


「奪うばいたくなったんだもん。もう宮間さんにも言った」


「えっ……」


　さすがに驚きよう愕がくした。
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「宮間さんに、なんて言ったの!?」


「式森君をもらうって。神代もさ、奪っちゃえって言ってたよね」


「そ、そうだけど、宮間さんに言う必要なんて……」


「面白かったよ。宮間さん震ふるえたりしてたもん。あんな美人が、ぶるぶるって。神代にも見せたかった」


　姉はさもおかしそうにしていた。神代の知らない笑い方だ。


「もう宮間さんは邪じや魔ましないと思う」


「そんな……」


「だからね、あとは式森君と二人っきりになればいいんだ」


「なにを……するの」


「決まってるじゃん」


　千早はにやにやしている。神代は思わず浴槽のふちに手をかけた。


「お姉ちゃん！」


「子供は知らなくていいことだよ。神代」


　それきり妹がなにを言おうと、千早は口を開こうとしなかった。そしてさっさとあがっていった。





　　　　○





　和樹は自分の部屋に戻もどると、布ふ団とんを出した。いい加か減げんに敷しいて横になる。


　着き替がえはせず、蛍けい光こう灯とうも点つけたままだった。眠ねむるつもりはなかった。どうせ寝ねられないのだ。


　頭が冴さえているわけではない。気になることが多すぎた。


　千早の態たい度どがおかしい。そんな感じはあったが、はっきりと分かるくらいになっていた。食堂ではやけに陽気であり、さっきは妙みような罰ばつゲームを持ち出して、みんなの前で口づけを迫せまった。


　どっちも千早らしくない。


　夕菜もおかしかった。玖里子が言ってた通り、いつもの彼女なら感情を爆ばく発はつさせて暴れる。それがまったくそんな気配もなく、ただ黙だまっていたのだ。それにあの態度は、なにかに怯おびえているかのようであった。


　二人だけではない。おかしい人物は他にもいる。


　自分だ。


　己おのれを客きやつ観かん視しする能のう力りよくに秀ひいでているとは思っていないが、おかしいと言い切れる。千早のアタックに、抗こうしきることができなかったのだ。


　キスを迫られるなんてことをやられたら、絶対に逃にげ出してしまう。我われながら情なさけない気もするが、そういう性格だからしょうがない。


　それが、逃げる気が起こらなかった。それどころか、自分から口づけをしようとすらした。今思い返すと信じられない上に赤せき面めんしてしまうが、あのときだけは違った。


　なんでそうなったのかは見当もつかない。不思議すぎる。


　しかし今でこそ冷れい静せいでいられるが、もう一度似たような目にあったら、どうなるか分からない。変な話だが、積極的になってしまうかもしれないのだ。


（考えてみれば、夕菜でも玖里子さんでも凜ちゃんでもなく、山瀬さんだけそうなるんだよな……）


　ごろごろと寝返りをうつ。頭の中がもやもやしてきた。


　不ふ意いに明かりが消えた。


　停てい電でんとは思えない。蛍光灯が切れたのだろうか。


　起きて確かく認にんしようとした。


「わっ！」


　なにかがのしかかってきた。中ちゆう途と半はん端ぱに身体からだを起こそうとしていたため、あっさりと押おし倒たおされた。


「なん……」


　上になっているのは人間だった。暗かったが、うっすらと顔が分かる。


　うっすらと笑っているその人物は、千早だった。


「……山瀬さん!?」


「当たりー」


　彼女はとてもおかしそうだった。


「すぐ分かったんだね。さすがあたしの式森君」


「なにするんだよ」


「もう。女の子が、男の子の寝てるところまで来たんだよ。分からない？」


「う……うん」


「噓うそばっかり」


　千早の顔がぐっと接近する。


「照れちゃって。やっぱり式森君は可愛いね」


　避さけようと、首をすくめる和樹。


「そんなことしないで。白けちゃう」


「だ、だって……」


「だってじゃない。あたしが相手じゃやだ？」


「そうじゃなくて、いきなり……こんなことは」


「いきなりだからいいんじゃない」


　千早の手がすうっと、和樹の頰ほおをなでる。


「あはっ。熱くなってる」


「やめてよ」


「やだ。やめない」


　千早が上体を起こす。両足で和樹の胴どうを挟はさみ、上から見下ろしている。


　彼女は厚あつ手での上うわ着ぎに手をかけ、一いつ気きに脱ぬいだ。


　中は下した着ぎ一枚だった。


　和樹は茫ぼう然ぜんと、彼女を見つめていた。暗くら闇やみにぼんやりと、千早の身体が浮かび上がっている。布ぬの地じに包つつまれた双そう丘きゆうと、形よくくびれた腰こしが、なんとも言えない淫いん靡びさを醸かもし出していた。


　千早はブラジャーにそっと手を添そえる。


「これは式森君が取って」


　なんとか和樹は返事をした。


「だっ、駄だ目めだよ山瀬さん」


「なんで？」


「だって……僕たちまだ、高校生だし、そんな関係じゃ」


「だからそんな関係になるんだよ」


　抱だきついてくる。彼女はわざと、胸を押しつけてきた。


　柔やわらかな感かん触しよくが身体の上を走る。


「ねえ、宮間さんと比くらべてどうかな。あたしのほうがいい？」


「……やめてってば！」


　ようやく強い言葉が出た。しかし千早は、そんな言葉を聞いても、まるで怯ひるむ気配がない。


「無理しなくていいんだよ？」


「無理なんかしてないよ」


「じゃあなんで抵てい抗こうしないの。あたしのされるがままになってるじゃん」


　そうなのだ。口でこそ拒きよ絶ぜつを示しめしているが、身体は横たわったままだった。罰ゲームと同じように、まったく逃げる気にならないのだ。


　にんまりとする千早。


「ほらやっぱり。あたしとしたいんだ」


「そんな……」


「ね、しよ」


　指先が和樹の胸むな板いたをなでる。ぞくっとする感かん覚かく。力が抜ぬけた。


　また千早が顔を近づける。


「さっきの続きからしようか」


「な……なにを……」


「キス」


　白い指先が両側から、和樹の頰を挟む。それだけで顔も動かすことができなくなった。


　唇くちびるがじらすように、徐じよ々じよに接近してくる。


「山瀬さ……」


「黙だまって」


　和樹はまったく身動きがとれない。千早は今度は目をつむらず、まっすぐ見み据すえたまま薄うすい唇を重ねようとする。軽い吐息がかかり、そして、


　止まった。


　触ふれるか触れないかのところで、千早の動きがストップしていた。そこからなにもしようとしない。


　それどころか、ほんのわずかだが、なにかを喋しやべろうとしていた。


「……し……式森……くん……」


　聞き取れないほどの声だ。直前までのものとは違ちがい、ずっと小さかった。


「……やめ……やめて……あたし……お願……」


　すっと台詞せりふが消える。


「……まったく、しぶといなあ」


　今度ははっきりと言っていた。か細い声が無くなり、先ほどまでの大だい胆たん不ふ敵てきさが戻もどっている。


「自分で願ったくせに……」


　和樹にはなにが起こっているのか理解できない。


「……山瀬さん……？」


「キスはやめた」


　顔が離はなれる。


「でも、こっちはやめないから」


　指が和樹のズボンに伸のびようとしていた。


「ちょっと、やめ……」


「やめないって言ったよね」


　細い指先がボタンを探さぐり当あてる。やや手て間ま取どるが、しっかりと外はずそうとする。


　その刹せつ那な──


　部屋が明るくなった。


　扉とびらが開いていた。千早がそっちへ顔を向ける。


　神代がいた。電でん灯とうのスイッチに手を伸ばしている。その後ろに、玖里子と凜。


　千早の妹は、姉が下着姿で男に馬乗りになっていると知り、息いきを呑のんでいた。


「お姉ちゃん……なにしてるの!?」


「神代ぉ……」


　千早は露ろ骨こつに舌した打うちをした。


「邪じや魔ましないでよ。なんで来るの？」


「部屋にいないんだもん。ここしかないよ。風椿さんたちに来てもらって、そしたら」


「お姉ちゃんが男と始めようとしてましたって？」


　千早は和樹を放ほう置ちして起きあがった。下着を隠かくそうともしない。しかも敵てき意いに満みちていた。


「何回も邪魔ばかりしないで」


「お姉ちゃん変だよ。やっぱりおかしい！」


「変じゃないわよ」


「おかしいって。こんなお姉ちゃん見たことないもん」


「だから変だって言いたいの」


「そうだよ！」


「じゃあ、もっと見せてあげるよ」


　千早の瞳ひとみが、一いつ瞬しゆんだけ光った。


　部屋の窓ガラスが一いつ斉せいに割われた。外がい気きを防ふせぐものが消しよう滅めつし、冷れい気きと霧きりが室内に流れ込む。


　霧がゆっくりと、人型になりつつあった。顔も性別も判はん断だんがつかないが、輪りん郭かくは明らかに人間で、しかも数を増している。


「少し痛い目をみてもらうよ」


　千早が指を鳴ならす。霧が一気に神代に飛びかかる。


　悲ひ鳴めいが上がった。


　神代の身体からだは──なんともない。


　霧は甲かん高だかい叫さけびと共に、四し散さんしていた。


　神代の前には、日本刀を構かまえた少女が立っていた。


　凜は切きっ先さきをぴたりと千早に向けた。


「神城さん、やるね」


「浮ふ遊ゆう霊れいを使し役えきするとは……なかなかの悪あく霊りようだな。死し霊りようか？」


「戦う気？」


「望のぞむなら。三さん代だい久ひさ兼かねが鍛きたえた神城伝でん来らいの刀、悪霊を飛ひ散さんさせるに十分だぞ」


「やだ怖こわい。でも、これならどう？」


　また霧が人間になっていく。ワンテンポ置き、千早の合あい図ずと同時に襲おそいかかる。


「何度やっても無む駄だだ！」


　凜が小こ柄がらな体格に似に合あわず、大きく刀を振ふった。


　刃やいばに触ふれるたびに霧が消滅していく。何体斬ろうと切れ味が鈍にぶったりはしない。まさに退たい魔まのための日本刀である。凜は縦じゆう横おう無む尽じんに駆く使ししていった。


　だが千早は焦あせっていない。


　鳥のさえずりのような圧あつ縮しゆく呪じゆ文もん。右手に光こう球きゆうが出現する。


「よそ見厳げん禁きん」


　光球が放たれる。霧と戦う凜に飛んでいく。


「くうっ！」


　かろうじて刀で弾はじく。光球は霧む散さんした。


「まだあるよ」


　千早の両手に、手品のように次から次へと光球が出現する。それらは全すべて凜を狙ねらっていた。


「たあーっ!!」


　今までに倍ばいする早さで、剣けん豪ごう少女は光球を叩たたき落としていく。しかも、霧まで同時に相手をしていた。それらも片かた端はしから倒たおす。


「やるね」


　千早は左手だけに光球を作らせた。右手からは光が帯おびのように伸び、先の分かれた鞭むちとなる。


　鞭が勢い良く伸びる。刀とう身しんに巻きついた。


　凜の手の中から刀が抜けそうになる。かろうじて握にぎり直した。光の鞭がピンと張る。


　力比くらべのようになってしまった。おかげで凜は刀が振るえない。


　だが千早は左手に、何倍もの大きさの光球を作り上げていた。


「手間かかったけど、これ以上邪魔はさせないよ」


「くっ……」


「眠ねむってね」


　千早が左手を振りかぶる。玖里子が神代を引っ張って伏ふせる。凜は身動きできない。光球が輝かがやきを増す。


　そして──消滅した。


「なっ……」


　千早が驚おどろいている。放たれるはずだった光球は跡あと形かたもなくなっていた。


　凜の背後から、ゆっくりと進み出てくる女性がいた。さらに後ろには、ずっと背の低い女の子。


　女性は薄うすく、どことなくインチキ臭く微笑ほほえんでいた。
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「お久しぶりですね」


「あ……あんたっ!!」


　千早の顔が怒いかりに歪ゆがむ。鞭が刀から解とかれ、反はん動どうがつけられて女性に向かって突つき進んでいく。


　女性は鉄てつ扇せんを手にしていた。


　広げてあおぐ。それだけで鞭が消滅した。さらにもう一度。


　風ふう圧あつが千早に襲いかかる。彼女は全身でまともに受けた。


　一瞬、身体が宙ちゆうを舞まう。そして、落ちた。


　千早が意い識しきを失うと同時に、霧は全て消滅した。


　女性が鉄扇をたたむ。全員が、ぽかんとしてその動どう作さを見つめていた。


　彼女は気づくと、照れくさそうに言った。


「すみません、電車が遅おくれてしまいました」


　紅あか尉い紫乃はそれだけ言い、少し頭を下げた。





　　　　○





　下着だけだった千早には服が着きせられた。神代がおこない、布ふ団とんに寝ねかせられた。和樹はそうなってからようやく、身体が動くようになった。


　皆みなの好こう奇き心しんが集中する中、紫乃は畳たたみに正せい座ざした。一緒に来た栗くり丘おか舞まい穂ほは、物もの珍めずらしそうに室内を見回していた。


　紫乃は軽かるく喉のどを押さえて言った。


「お茶をいただけませんか。なにも飲んでいないものですから」


「いくらでもどうぞ」


　玖里子が湯ゆ飲のみと急きゆう須すと、ポットごとお湯を持ってきた。


　紫乃は自分でお茶を注つぐと、静かに飲のみ干ほした。


「さすが静しず岡おか。いい味ですわ」


「それよりもセンセ」


　玖里子が言う。


「どういうことか説明してもらえるんですよね」


「もちろん。でもその前に」


　紫乃は千早に目をやった。


「この方がどうしてこうなったのか、教えてください」


　玖里子と和樹が事情を説明した。千早たちと出会ったことから始まり、水郷庵でも遭そう遇ぐうして、一いつ緒しよに観光することになったこと。滝たきを観みに行ったが、千早が帰ってしまったこと。そして宿から飛び出し、和樹と神代が運んできたこと。それから様子がおかしくなったこと──


　なるべく要よう点てんだけを伝つたえて、神代が姉のことを補足した。


　聞き終わると紫乃は「ありがとうございます」と言った。


「事情は分かりました。わたくしはどこから説明すればよろしいですか」


「最初から全部、と言いたいんですけど」


　和樹がここで言葉を切る。


「山瀬さんはどうなっちゃったんですか」


　紫乃はにこりとした。


「この方、山瀬さんは、悪霊に取りつかれているんです」


「悪霊……？」


　とっさには飲み込めなかった。


「取りつかれたというより──契けい約やくですわね」


「契約？　山瀬さんが？」


「はい」


　和樹は千早を見た。意識を失っているが、今はどこにも異い変へんはない。


　紫乃が続けた。


「山瀬さんと取り引きしたのは、性た質ちのよくない悪霊です。人の心の弱よわ味みにつけ込み、甘かん言げんで釣ります。契約を交かわせば願いはかないます。たとえば、恋れん愛あいのようなものですね。ですが、幸こう福ふくな結けつ末まつにはならないのです。かつてはこの土地に巣すくっていて、契約した恋こい人びとたちが滝から身を投げたりしましたわ」


「それって、幽ゆう玄げんの滝の伝説ですか」


「そうです」


　全員、身を乗り出すようにして紫乃の話を聞いていた。


「でも悪あく霊りようは封ふうじられたって、滝の説明にありましたけど」


「風椿さん、ほこらが動いていたって言ってましたわね」


　いきなり訊きかれ、玖里子は戸と惑まどいつつも答えた。


「え、ええ。移い築ちくしたようだけど」


「それですわ。工事の時に封ふう印いんがずれたのでしょう。わたくし、悪霊の復活を察さつ知ちしまして、封じるため舞穂ちゃんに同行させてもらったのです」


「舞穂が案内したのー」


　舞穂が両手を振ふった。玖里子がよしよしと頭をなでる。


「どうして紫乃先生が？」


　和樹が訊く。


「責任があります」


「ずっと昔、都みやこから呼ばれた祈き禱とう師しが封じたって書いてありましたけど……」


「それ、わたくしなんです」


　全員、目を丸くした。


　外では、いつの間にか雨が止やんでいた。風もなくなっている。


「でも……」


　ぽつりと、神代が言う。


「滝には、恋人たちは現げん世せでの幸福を失ったって書いてあったけど、お姉ちゃんは……」


「悪霊は願いをかなえてくれますが、なにかを奪うばっていきます。それが幸せなのです」


「どんな幸せなんですか」


「それはなんとも……。人によりますから。財ざい産さんだったり命だったりしますわね」


「お姉ちゃん、なんでそんなことしちゃったんだろ」


　神代の台詞せりふは質問ではなく独ひとり言ごとだったが、和樹たちも同感だった。どうして悪霊と契約する気になったのだろうか。


　紫乃が静かに語る。


「この悪霊は人の弱いところを見み抜ぬきます。だから甘言で釣るのです。もちろんなにかのきっかけがないと契約にならないのですが、きっと──」


　彼女は千早を眺め、顔にかかった髪かみをそっとどかした。


「決けつ断だんしなかったのですわ」


「なんです、それ」


「お姉さんはためらってしまったのです。ですから、悪霊の手に墜おちた」


「それって……」


「男よ」


　かすれた声が響ひびいた。


　千早の目が開いており、口からはいつもとはまったく違ちがう、男女が混ざったような声が発せられていた。


「男でしくじったの。ありがちじゃない」


　和樹は仰ぎよう天てんし、玖里子も啞あ然ぜんとする。神代はたじろぎ、凜は刀の柄つかに手をかけた。


　紫乃は慌あわてていなかった。


「まだ幸せを食べ足たりないのですか」


「ずっと封印されていたんだもん。腹も減へるわよ」


「ではもう少し、寝ねていてもらいます」


「おっと、そうもいかないの。この娘むすめ、なかなか意志が強くてね。簡かん単たんには思い通りにはならないの。ここでやりあっている場合じゃないから」


　千早が指を鳴らす。


　途と端たんに、全すべての電でん源げんが落ちた。


　水郷庵の全館で灯りが消えていた。泊とまり客の騒さわぐ声が聞こえてくる。


「こいつは貰もらっていくわ！」


　一いち陣じんの風が室内を舞まった。


　突とつ風ぷうに、全員思わず顔を覆おおった。空気が渦うずとなり、内部を一周し、窓から外に出ていく。


　すぐに電気が点ついた。「お騒がせしましたが、復旧いたしました」と館内放送がある。


　しかしこの室内にいるものは、嵌はめられた感で一いつ杯ぱいだった。


　千早の姿がない。それだけではなく、和樹までいなかった。


「やられましたね」


　紫乃が首を振る。


「油ゆ断だんしていました。思ったより、タフな悪霊です」


「なんで和樹まで……」


　玖里子が呟つぶやく。


「和樹君は、様子がおかしくありませんでした？」


「そうね、いつも通りだとおもうけど……やけに山瀬さんに従じゆう属ぞくしていたような……」


「悪霊との契約、おそらく和樹君のことだったのです。だから、山瀬さんに従うような動きを見せた」


「それにしちゃ和樹も抵てい抗こうしていたけど」


「心の中の、本当の山瀬さんの抵抗が、和樹君にも及およんでいるのです。意志が強いと悪霊が言ってましたね」


「じゃあお姉ちゃんは、まだ悪霊に支し配はいされてないの……？」


　神代が言う。


「そうです。ですが、あぶない状態には変わりありません。急ぎましょう」


「でも、どこへ行けばいいか」


「大丈夫、どこかは分かります」


　紫乃には確信がありそうだった。


「先に出てます」


　凜が日本刀を摑つかんで飛び出した。


　玖里子がちらりと視し線せんを動かす。


「舞穂ちゃんも連れてくの？」


　チョーカーをつけた女の子は頰ほおを膨ふくらませた。


「にゃー、舞穂も行くのー」


「舞穂ちゃんは保ほ険けんのようなものですから」


　紫乃は同行させると告げた。


　全員部屋から出る。鍵かぎを閉しめるとか貴き重ちよう品ひんとかに構かまっている余よ裕ゆうはなかった。懐かい中ちゆう電でん灯とうだけを持ち、あとはそのままだ。


　廊ろう下かに出たところで凜が戻もどってきた。息が荒あらい。


　玖里子が眉まゆを顰ひそめる。


「どうしたの？」


「いません」


　剣けん豪ごう少女の顔には、焦あせりがうかがえた。


「夕菜さんが、いないんです」





　　　　○





　千早は自分がなにをしているか全部知っていた。食堂でなにをしたか、階段の踊おどり場ばでなにを言ったか、横になっていた和樹になにをしようとしたか。


　そして今、どこを走っているか。


　右手に和樹、左手に夕菜を摑つかみ、夜の林の中を走っていた。二人は悪霊との契けい約やくが利きいているためか、簡単に従っていた。


　だが千早自身の身体からだは、別の意い志しによって動かされている。


（もうやだ、やめてよ）


　彼女は心の奥おくから叫さけんだ。


（こんなことしないで）


　自分の顔がにたりとしたのが分かった。


「あれ、望のぞんだのはあなた自身じゃなかったの？」


　同じ声だ。言葉遣づかいまで同じだった。


（こんなこと望んだんじゃない）


「噓うそばっか。あたしは言うとおりにしたよ。式森君とも一いつ緒しよになろうとしたし、キスだってしようとした」


（でも、みんなに迷めい惑わくかけたじゃない！）


「今までが大人しすぎたんだよ」


　林の中を駆かける。小石を蹴け散ちらし、草くさ地ちにも踏ふみ込こむ。二人を引いたままとは思えないスピード。


「あなたは意志が弱いんだよ。だからあたしと契約までしちゃった」


（あれは……）


「あたしが騙だましたって言いたいの？　そんなことないでしょ。雨降ってるのにあたしに会いに来たのは、あなたなんだから」


　もう道は舗ほ装そうされていない。外がい灯とうもなく真っ暗だ。だが千早は、迷うことなくまっすぐ目的地に向かっていた。


「そろそろかな」


（なにをするのよ）


「いいこと。あなたとの契約で、あたしの取り分」


　目の前が開けた。


　千早は足を止めた。両方の手を離はなす。


「ついた」


　眼前には、轟ごう音おんと共にしぶきを上げる滝たきがあった。





　軽く叩たたかれ、和樹は自意識を取り戻した。ぼんやりと、人の姿が見えてくる。


「山瀬……さん？」


　千早であった。だが周囲は土と、林と、囂ごう々ごうと水音のする滝。


　そしてかたわらには、少女が倒たおれていた。


「……夕菜！」


　細い身体を抱だきかかえた。脈みやくはあった。息もしている。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。なんともない。怪け我がもないから」


　千早が言う。


「擦すり傷きずくらいは勘かん弁べんしてよね」


「山瀬さん……君がこんなところまで？」


「そう」


「なんで！」


　自分でも驚おどろくくらい大声が出た。


　千早は怯ひるんだりしない。


「必要があるから。ここじゃなきゃ駄だ目めなんだ」


「なにが」


「すぐ分かるよ。……宮間さん、気がついたみたいだね」


　夕菜が小さくうめいていた。和樹は声をかけながら身体を揺ゆする。


「和樹さん……」


　うっすらと瞼まぶたが開かれる。


「夕菜、良かった……」


　思わず抱きしめた。夕菜は目をしばたたかせている。


「さあ、感動の再会はおしまい」


　千早が強引に二人を引き剝はがした。


「これからはあたしの時間だから」


　和樹の身体がとたんに重くなる。千早の指先から光の、細い鞭むちが伸のびた。夕菜の身体に絡からみつく。強引に直立させ、立木に縛しばりつけた。


「これでよし」


　彼女は掃そう除じを終えた主しゆ婦ふみたいに手をはたいた。


「式森君。聞こえる、あたしの声？」


「聞こえるよ」


　聞こえるだけだ。身体はどうにも思い通りにならなかった。


「なら良かった。これからのこと、あたしと話できなきゃしょうがないもんね」


「山瀬さん……いや、山瀬さんじゃないんだろ」


　和樹は言った。


「どうだろ」


「どうしてこんなことしたのさ」


　千早が意外な表情になった。


「あれ、聞ききたいの？」


「聞きたいよ。どうしてこんなことしたのか。ただの旅行のつもりだったんだ。みんなで一泊だけの簡かん単たんな旅行だよ。それが、途と中ちゆうで山瀬さんに会っただけなのに、こんなことになっている。どうしてなんだ」


　和樹は本当に知りたかった。どうしてこうなったのか。普ふ通つうの遊びのはずがここまでの事じ態たいになるなんて信じられなかった。


　今は身体の自由が利かない。だからせめて聞いておきたかった。


　千早は意い外がいそうな顔をする。そして、さも呆あきれたかのように首を振ふった。


「あんた本当に鈍にぶいんだね。この娘こに同情する」


「……なにが」


「そうだよ。どうしてこうなったかって？　そりゃこの娘と、あんたのせいに決まってるじゃん」


「そんな。僕はともかく、山瀬さんは……」


「どっちも同じだよ。今あんた、僕はともかくって言ったよね。でも自分のどこが悪かったか分かってないでしょ」


「…………」


「ほら。そこが鈍いのよ。鈍いわりには優やさしいんだよね。この娘もそれで悩なやんでた」


「悩みって……なにが」


「簡単だよ。みんな知ってる。この娘の妹も、そこで縛られてる宮間さんも知っている。教えてあげようか」


「……うん」


「あのね──」


　なにか言いかけて、千早は止まった。


　思し案あんしているのかと思うと、不意ににやにやする。


「へえ……面おも白しろい。この娘こだわってる……抵てい抗こうするつもりだ……いいわよ。じゃあやめとく」


　最後が誰だれに向けられた台詞せりふなのか、和樹には分からなかった。


　千早はさっきまでよりも、もっと楽しげな表情で言った。


「じゃああたしの番。取り分をもらうわね」


　和樹に腕うでを絡める。


「なに……」


「あたしの話、聞いてたよね。悪あく霊りようだって」


「ああ」


「あたしはこの娘にあなたを与あたえた。だから今度はあたしがもらう」


「なにを」


「幸せを」


　彼女の顔に、薄うすい影かげがさした。


　深く、どんよりとした影だった。絶対に陽ひの当たらない、それでいて快かい楽らくだけは欲ほつしているような、そんな色であった。


　それがうごめいている。物ぶつ質しつなのではない。影がうねうねとして、意志を持っているのだ。


「あたしは幸せを喰くらう。それで生きている」


　和樹に絡んだ腕の力が強くなる。万まん力りきのように締しめつけてきた。


「は、離はなせ！」


「ただの幸せなんかいらない。大事なものが欲ほしい。その人が持っている一番大事な幸せを。だから連れてきた」


「それが……僕なのか」


「違ちがう。あの娘」


　千早の瞳ひとみが動く。視線の先にいるのは──


　夕菜。


「ゆ……夕菜の!?」


「宮間さんはあなたのことを愛あいしてるわ。とってもとっても、心の底から、本当に強くね。式森君といるだけで幸せなのよ。だから、それをもらおうって決めた」


「そんなの無理だよ……どうやって」


「目の前になにが見える？」


　闇やみ夜よに落ち込む水の音。滝たきのすぐ近くだった。


「ここに飛び込むの。あなたは」


　いかにもそれが素す晴ばらしいような口調だった。


「そうすればあの娘は絶対に悲かなしむわ。何日も何日も泣いて過ごすでしょうね。自分の身体からだが引き裂さかれるより辛つらいでしょう。でもね、それだけじゃないの。あなたはあたしと一いつ緒しよに飛び込むのよ」


　千早の顔は輝かがやいていた。昏くらい影が楽しげに輝いていた。それが本当の快楽だと主張するかのようであった。


「分かるでしょ。宮間さんはあなたを取り上げられるだけじゃなくて、千早に与えられちゃうのよ。失うだけじゃなくて恋敵ライバルが持っていってしまう。しかも死んじゃうから、もう取り戻もどすことができない。愛いとしいあなたはあの娘と一緒にあの世行き。残されるのは大事なものを失った少女。ねえ、どうかしら。あたしは宮間夕菜の幸せをそうやって喰うのよ」


　あまりにも残ざん酷こくな告白。


　幸せを喰らう悪霊は、こうやって何人もの人間を死に追いやったのだ。


　千早が笑った。影も笑った。本心から嬉うれしそうだった。よほどおかしいのか、何分経たっても笑っていた。


　笑い続けた。


　そのたびに影は動く。感情の起き伏ふくに乗じて、独どく自じの動きをする。深しん海かいのような影は、幸せが大好物なのが良く分かった。


「さあ、行こう」


　散さん々ざん笑った千早は、眼めから滲にじみ出る涙なみだを拭ふき、和樹の腕を引いた。


　和樹に抵抗はできない。少しずつであったが、足は滝たき壺つぼへと動いていた。


　やがて手すりに到とう達たつする。


　下の見えない真まっ暗くら闇やみに、囂ごう々ごうたる水音。


　こんなところに落ちたら、絶対に助からない。まして深しん夜やだ。死体が見つかるのにも時間がかかる。


「行こう。越こえればすぐだよ」


　千早の腕が手すりにかかり──


　停てい止しした。


　顔に汗あせが浮うかんでいる。唇くちびるを嚙かみしめ、全身が震ふるえている。


「ま……」


　千早の口から声が漏もれた。


「まだ……抵抗するの……か……」


　汗が球となって落ちる。がくりと膝ひざをつく。


「なんで……この娘……ここまで……」


　いきなり、別の声がした。


「逃にげて、式森君！」


　千早だ。今までの悪霊ではない。心の奥おく底そこにいる千早だった。


　和樹の呪じゆ縛ばくが解とけた。


「逃げて！　お願い、早く逃げて！」


　だからと言って走り出すわけにはいかない。千早はここに残されたままになるのだ。


「あたしはいいから、早く逃げて！　お願いだから逃げ……逃がさない！」


　千早が立ち上がる。顔つきが変わり、和樹を摑つかんだ。


「取り戻した。ここまで手間かけさせるなんて。でもこれで、取とり引ひき成立！」


　次の瞬しゆん間かん。


　突とつ風ぷうが二人を包つつんだ。


　和樹と千早の身体は持ち上がり、滝壺とは反対方向に飛ばされた。乱らん暴ぼうに、地面に転ころがされる。


　林の中から、人間が出てくる。背の高いのから低いのまで、まちまちだ。だが全員、女性だった。


　先頭の一人が言った。


「間に合いましたわね」


　紫乃は鉄てつ扇せんをぴたりと向けた。


　飛ばされた三人は、倒れたままだった。力が抜けたかのように、だらりとしていた。


　彼女は神代に「宮間さんを介かい抱ほうしてください」と告げた。光の鞭むちは、とっくに消しよう滅めつしていた。


　静かに歩いて近寄る。


「くっ……」


　千早が起きあがろうとしていた。よろよろとしているが、まだ力は残っているようだった。


「封ふう印いんします」


　紫乃が告つげる。すると千早の周囲に霧が発生した。人型になっていく。


「往おう生じよう際ぎわが良くありません。風椿さんに神城さん、わたくしの合あい図ずであれを退たい治じしてください。同時に封印すればおしまいです」


「分かったわ」


「はい」


　玖里子は霊れい符ふを取り出し、凜は刀を抜ぬいた。


「ではやります……今！」


　玖里子の紙兵チエンビンが切きり裂さき、凜の日本刀がうなりをあげる。


　だが紫乃の鉄扇は──動かなかった。


　霧は霧む散さんしたが、千早はそのままだ。ずっと荒あらい息をしていた。


「どうなったんです……お姉ちゃんは!?」


　後ろに下がっていた神代が叫さけぶ。


　紫乃は振ふり向いた。


「無理です。これは、わたくしの手には負おえません」


　しばらく、なにを言っているのか分からなかった。


　やがて紫乃は、無む言ごんで鉄扇を畳たたんだ。和樹は痛いたみを堪こらえながら、上半身だけ起こした。


「紫乃先生……なんで、駄だ目めなんですか!?」


「理由はありますよ」


「じゃあ早く封印してください！」


「わたくしでは無理です」


「だからなんで……！」


「聞きたい……？」


　声の主は、別の方角にいた。


　千早が呟つぶやいていた。ふらつきながらも、かろうじて話はできるようであった。


「鉄扇のお姉さんは知ってるわよ。まあ……言えないかもしれないけどね。でもあたしは教えてあげる。本当に知りたい？」


「ああ……知りたいよ」


「そう……じゃ、いらっしゃい」


　千早が崩くずれ落ちた。


　同時に和樹も、意識を失った。





　混こん沌とんというのだろうか。


　何もない、不確かな空くう間かんだった。空間と呼んでいいのかどうかも定さだかではない。単になにもないだけのところだった。


　和樹はそこにいた。ふわふわとして気持ち悪かったが、とりあえず自分を認にん識しきできた。


　一人だけのような気もする。そもそもここがどこか分からない上に、独ひとりぼっちとは嫌いやな気分だ。


　しかし目線の先に、なにかが見えた。


　近寄ってみる。空間のくせに、ちゃんと歩けた。


　二人いた。どっちも女性だった。


　一人は良く分かる。千早だ。健けん康こうそうな、いつもの彼女。もう一人も……


　千早だった。


　二人は対たい峙じしていた。それぞれ相手を見つめ、なにか言い合っている。


「あなた、どうしてまだいるのよ！」


　右側が叫さけんだ。


「なんでここまで……」


「そうはいかないわよ。まだ取引が終わっていない」


　左側は冷ややかだった。


「契けい約やくはしたんだから」


　右側がかぶりを振る。


「そこまで、そこまであたしを責せめる気!?」


「責めてないわよ。ただ、あなたはするべきことをしてないの」


　そこまで喋しやべってから、左側は和樹に向いた。


「あら来た」


　少し笑ってから、


「面めん倒どうだからややこしい自じ己こ紹しよう介かいはなしね。最初に言っておくけど、こっちの娘こが千早だから」


　右側の少女を指さす。


「あたしも千早だけど、あなたたちが悪霊だって言ってるほう。これでいいわね」


　彼女は和樹を手て招まねきした。


「さて、これで揃そろったけれど……なんで封印がされないのか、聞きたいんでしょ」


　和樹は無言でうなずく。


「だけどそれを説明するって、面倒なんだ。とりとめなく話しちゃうけど、いい？」


「いいよ」


「よしよし。まずこの娘がね、どうしてこうなっちゃったかは分かるわよね」


「契約したからだろ」


「契約の内容だよ。なんだか分かる？」


「…………」


「滝たきに飛び込もうとしたときに、そんな話になったじゃん。あれだよ」


　和樹の心中には、ひとつの事こと柄がらが浮うかんでいた。だがそれを口にするのはためらわれた。


　左側の千早は、にやにやしている。


「やっぱいくら鈍にぶくても分かるよね。契約はあなたのこと。契約はうなずくだけでいいのに、この娘はっきりと『式森君をあたしのものにしたい』って言ってたよ」


　右側の千早は耳を塞ふさいでいた。しゃがみ込む。


　左側は冷ややかに、


「意識の中で、耳を塞ぐ行こう為いに意味があるのかしらね……。ま、それで、めでたく契約となって、あたしがちょっと身体からだを借かりることになったの」


「それで、あんなことしたのか」


「全部この娘がが希き望ぼうしたこと。言ったでしょ。少しいやらしくやってみたけど、あんなもんだよ」


「あんなもの？　勝手にしたんじゃないのか」


「勝手と言やあ勝手だね。でもね、あたし、結けつ構こうこの娘に同情してんの」


　冷たい目線が和樹に飛んだ。


「あのさ、千早ってすごい泣なき虫なんだよ。知ってる？」


「山瀬さんが？　そんな……」


　和樹の知ってる千早は常に元気で、へこたれることを知らず、前向きだった。泣くなんて彼女には似に合あわない。


「泣いてないと思ってるでしょ。でも、いつも学校帰ってから誰の写真を眺ながめていると思う？　なんでその写真を抱かかえて、ベッドで丸くなって、じっと堪こらえているのか分かる？　遠くにいるから会いたくても会えない。たまに出かけたら愛いとしの人は別の女と仲良くしてる。この娘は真っ暗な部屋で、誰にも聞き取れないように、名前を呼ぶのが精せい一いつ杯ぱいだっていうのに。あのね、涙なみだを流すことだけが泣くんじゃないんだよ」


　声に激げき情じようはない。だがそれがかえって、和樹を責めているように感じられた。


「それだけじゃない。この娘は前からあんたのことを知っていた。あんたの癖くせや仕し草ぐさを、一いつ生しよう懸けん命めい覚おぼえた。身長体重に趣しゆ味み。好きな食べ物や嫌きらいな食べ物まで。それがつまんないことだなんて、思ったりしなかった。この娘さあ……」


　堪えきれなくなったのか、少し笑った。


「おまじないの本まで買ってんだよ。消しゴムに好きな人の名前を書いて、誰にも触さわられずに使い切ったら振ふり向いてくれるとか、そんなの！　あてにならないって知ってるくせに、頼たよっちゃうんだよ。小学生みたいだよねえ」


　腹はらを抱かかえていた。哄こう笑しようとまではいかなかったが、やはりおかしそうだった。


　すぐに真ま面じ目めな表情に戻る。


「だからねえ、あたしは契約したこの娘を馬ば鹿かだと言うつもりはないわけ。そこまで想いつめてたら、あたしだって一ひと肌はだ脱ぬごうかって気になるじゃない」


「でも……利用したじゃないか」


　と和樹は言った。


「お前は悪あく霊りようだろ。幸せを喰くらって生きる悪霊。ほこらから出てきて、山瀬さんを利用しようと──」


「そうだよ、確かにあたしは悪霊。でも、元悪霊なんだよね」


　和樹は、なにを言われたのか理解できなかった。元、だって？


　左側の千早は続けた。


「からかってない。確かにこの土地の悪霊はほこらから抜ぬけ出した。だけど、昔あの鉄てつ扇せんお姉さんに手ひどくやられたからね。力なんてそんなに残っちゃいなかった。この娘に近づいたところで、逆ぎやくに吸きゆう収しゆうされたんだよ」


　台詞が切られた。左側の千早は、真顔だった。


「宮間夕菜を脅おどして、あなたにいやらしいことをしようとしたのは、間違いなく千早の心。あなたは知らないだろうけど、この娘にだって、そういう黒い面はある。魔力が強いから、悪霊を取り込んでしまった。契約とか、幸せを喰らうとか、そんなことだけが残って、あとは全部同化」


「そんな……じゃあ」


「そう」


　彼女は自分の胸に手を当てた。


「あたしも山瀬千早。悪霊を産み出したのは山瀬千早自身なの」


　沈ちん黙もく──


　和樹は言葉を発しなかった。


　混こん沌とんの中では、誰かがなにか言わないかぎり、完全な静せい粛しゆくが保たもたれる。本当に、外がい耳じの血けつ液えきの流れる音すらしない、完全な静粛だった。


　思考や、時の流れすら停てい止しする状態。


　和樹はまだ黙だまっていた。左側の千早も、身じろぎすらしない。


　ただ一人──


　右側の千早だけが、ゆっくり呟いていた。


「あたし、あたし……今でも信じられない」


「口でなにを言っても無む駄だ。本当は分かってるんでしょ。占うらない師しが妹には見えず、あなたにだけ見えていたのはなんで？　雨だったのにまったく濡ぬれていなかった理由は？　あれはあなたが創った幻げん影えいだから、あなたにだけ感じられたの」


「なんで……悪霊があたしと一いつ緒しよになっちゃったのよ」


「そんなの決まってるじゃない。あなたが望んだからよ。やきもち妬やいてたんでしょ。嫉しつ妬としていたんでしょ。そういう心が悪霊を呼び寄せた。そしてあたしになった」


「そんなのやだった」


「そうかもね。でもあなたにはそうしようとする意識が強かった。なんで滝まで、あたしが宮間夕菜を連れてきたか知ってるわよね。それも契約だったからよ。あの娘も契約に含まれてた。いい？　はっきり言うわよ。あなたは悪霊に、あなた自身にこうお願いしたわね。式森君をあたしのものにしたいって。それだけじゃない」


「やめて……」


「やめない。あなたは言ったの。もう一つお願いがあります。宮間夕菜を──」


「やめて！」


「宮間夕菜をあたしより──」


「やめて!!」


　悲ひ鳴めいに近い声が、響ひびき渡わたった。


　千早の絶ぜつ叫きようが虚こ空くうに流れ、消えていく。


　左側の千早は口をつぐんだ。表情は変えない。


　右側の千早は嗚お咽えつを漏もらしていた。


「……ま、さっきも言ったとおり、同情はしてるわよ。だけど事じ実じつは曲まげない。そういうこと」


　彼女はまた、和樹に向き直った。


「そろそろ分かるでしょ。鉄扇のお姉さんが封ふう印いんできなかった理由。あたしだって山瀬千早なんだから、封印なんかできないじゃん。万が一やっても、いつ解とけるか分かんない。そうなったら統とう合ごう失しつ調ちよう症しようどころじゃないよ」


　ぽつりと、和樹は言った。


「折おり合あえってこと……？」


「それもどうかな。あたしが幸せを喰らいたいってのはまだ残っている。世せ間けんに解き放つ？　あたしはいいけど」


「じゃあ……」


　どうしろというんだ。いい手なんか、思いつかない。


「なにもないのか!?」


「知らないよ」


「そんな……」


　言葉を失う和樹。


　不意に、視界の隅すみが光った。


　輝かがやきが大きくなり、やがて人の形となる。


　髪の長い女性だ。紫乃だった。


「紫乃先生……どうして」


「わたくしも、意識の中に強引に入る技わざは会え得とくしてます。疲つかれるのでやりたくないのですけれど」


　にこりとする。


「和樹君、さっきの話ですけど、手がないわけではありませんわ」


「えっ……どうやって!?」


「保険があると申しませんでした？」


　小こ柄がらな、小学生のような少女が脳のう裏りに浮うかんだ。


「舞穂ちゃん!?」


「はい。舞穂ちゃんの力は、魔ま力りよくを吸収してしまいます。もう一人の山瀬さんに取りついた悪霊の部分、幸せを喰らう部分だけ、吸い取ってもらえば」


「元に戻もどるんですね！」


　つい大声になった。しかし紫乃はなにも言わない。


　くっくっくと、左の側の千早が忍しのび笑いをした。


「そうとは限らないからねえ。うまくいきそうだけど保ほ証しようはない。そうでしょ」


「はい」


　紫乃は首しゆ肯こうした。


「失敗する可能性もあります。なにより、まだ、契けい約やくが完全ではないのです」


「どういうことです？」


「あたしが説明するよ。吸収される前に、あたしの悪あく霊りようの部分は契約の履り行こうを要よう求きゆうする権けん利りがあるのさ。それに千早が式森和樹をものにするって契約、あと宮間夕菜のあれも、完全には履行されていない。この状態で吸収されたら、多分意い識しきもぐちゃぐちゃだよね。軽くて植しよく物ぶつ人にん間げん」


「そうですね」


「じゃあ……手はないじゃないですか！」


　和樹が紫乃に怒ど鳴なる。


「いいえ。奥おくの手があります。もう一度、契約し直すのです」


「えっ……」


　和樹はきょとんとする。左側の千早は手を叩たたいた。


「ああなるほど、あんた利り口こうだね。契約を上書きして、千早の願いを『悪霊が吸収されること』にすればいいのか」


「はい。そうすれば、問題は一つだけに絞しぼれます」


「そうだね……これも契約だ、あたしがなにを願うかだ」


「その願いはなに!?」


　和樹が摑つかみかからんばかりの勢いで訊きく。しかし彼女はにやにやするばかりで答えない。


「教えろ……！」


「分かった分かった。言うよ。ただし覚えておいてよ。あたしは悪霊でもあるんだからね。あたしは──」


　左側の千早に、この瞬しゆん間かんだけ影かげができた。


「式森和樹とその仲間、葵学園の関係者から、山瀬千早に関する記憶を全ていただく。千早の家族からも、葵学園のことだけは忘れてもらう。これが幸せを喰らう悪霊としての、契約内容だ」





　沈黙は、それほど長くは続かなかった。


「なっ……なんだよそれ……」


　和樹に当とう惑わくと混こん乱らんが、同時に押し寄せた。


「そんな契約があるのか……？」


「あるさ。悪霊の部分は吸収される。悪霊にとっちゃ命いのちを差し出すのと同じだよ。だから一いつ緒しよに幸せな思い出をもらうの」


「なんで、僕たちからなんだ……」


「千早の一番大事な想い出だからだよ。この娘は葵学園での生活が本当に好きだったんだ。学校のみんなが好きだった。だから取り上げる。そんな幸せは、あたしが喰らう。千早は嘆なげくだろうね。自分は覚えているのに、あんたたちは知らないんだよ。なにを言おうと、訴うつたえようと、初対面のように接するのさ。すごくない？」


「すごいものか！」


　千早からではない。和樹と関係者から想い出を奪うばうのだ。


　つまり和樹たちの記き憶おくからは、千早のことがすっぽり抜け落ちる。文化祭も修学旅行も。駅であったことすらも。名前からなにから全てなくなる。もちろん写真は残るだろう。千早そのものがなくなるわけではない。だが見ても思い出せなくなるだろう。意識もできなくなる。


　千早は全て覚えている。だが、周囲は全て忘れている。想い出が共有できない。かつては葵学園にいたはずなのに、誰も覚えていないのだ。


　大好きだった時間は消え去る。彼女だけを残して。


　千早にとって、これほど苦しいことはない。


　和樹はかろうじて言った。


「そんな馬ば鹿かなことがあるもんか。色んなことが、そんな……」


　激情を紫乃がさえぎった。


「確かに、わたくしたちからすれば、それほど悪い取引じゃないですね」


「先生！」


「お静かに。わたくしたちはただ忘れるだけです。今怒おこったことも記憶に残らないでしょう。他に影えい響きようはないのですから、気にしてもしょうがありません」


「そういうこと」


　左側の千早も言う。


　和樹には納なつ得とくがいかなかった。これだけのことを、全て失うなんて。理り屈くつは分かる。だが感情がついていかない。


　紫乃が再び言う。


「ですが、わたくしたちより、もっと深しん刻こくになるべき方がいらっしゃいますわね」


「そうなんですか……」


「ええ。決心しなければならない人です。その人はおそらく一度、決心を避けました。そのために悪霊につけ込まれてしまった。解消するには、また決心をしなければならないのです。結局、事態を救うには、他人ではなく自分の決断力が大事なのです」


「それは……」


　すっと、人影が動いた。こっちへ近寄ってくる。


「あたしのこと、ですよね」


　右側の千早が、はっきりした声で言った。





　千早はやつれていた。顔色は悪く、唇くちびるは乾かわいている。しかし瞳ひとみの色は、なにかを決意したかのように、静かに輝いていた。


　彼女は腰こしを折おった。流れるような黒くろ髪かみの女性に、深ふか々ぶかと礼れいをした。


「山瀬千早です。縁えん日にちの時に、お会いした占うらないの人ですよね」


「はい。紅尉紫乃と申します」


　紫乃も礼をする。


「あのときは曖あい昧まいなことしか言えなくてすみません。あれくらいしか見えなかったものですから」


「いいんです。分かってます」


　彼女は和樹の方を見た。


　胸が熱くなった。


　いつ見ても、どんなときでも、和樹と会うと気分が高こう揚ようしてくる。自分が彼のことを愛していると、自じ覚かくさせられる。


「山瀬さん……」


　先に口を開いたのは、和樹だった。


「なんか……戻ったの？」


「戻ったって？」


「前の山瀬さんと同じだから。こんな感じだよ。僕の知ってる山瀬さんだ」


　笑みがこぼれた。


　和樹の台詞に、自然と顔がほころぶ。嬉うれしかった。


　そうなのだ。彼の言うとおり、自分はあるべきところに戻れた。いや、戻らなければならなかった。紫乃の言葉を聞いているうちに、しなければならないことがわき上がってきたのだ。今まで避けていたことが、自分の問題として目の前に突きつけられた。それを自覚した瞬間、彼女はごく普通に、立ち上がっていたのだ。


「ねえ式森君」


「……なに？」


「これってやっぱりあたしの問題なんだ。あたしが迷めい惑わくをかけた。あたしのせいで、式森君にも、宮間さんにも、神代にも、風椿さんにも神城さんにも、みんなに迷惑をかけた。だから、あたしがなんとかしなきゃいけないんだと思う」


　千早は紫乃に振ふり向いた。


「縁日で、あたしになにを言ってくれたのか覚えてますか」


「もちろん」


「もう一度言ってもらえませんか」


「決心、です」


　紫乃はしっかりと発はつ音おんした。


「結果が分かっている決心でも、遅おくれるよりはまし……そうお伝えしました」


「ありがとうございます。そうですよね、決心が必要なんです」


　そしてもう一人の千早に言う。


「あたし、さっきの条じよう件けんで契約するよ」


「山瀬さん！」


　和樹が驚おどろいた。


「そんなことしたら、僕たち……」


「うん。あたしのこと、忘れちゃうね」


「そんな……山瀬さんそれでいいの？」


「いいわけないよ！」


　不ふ意いに感情が破は裂れつした。涙なみだもにじんでくる。


「ご、ごめん。でも、いいわけないんだ。あたしだって式森君に忘わすれて欲ほしくない。あたしのなにもかも覚えていて欲しい。自分で忘れちゃうより、人に忘れられるほうが辛つらいよ」


　千早が訴うつたえる。感情に素す直なおに、吐はき出だすように。


「でも、でもこのままだと迷惑なんてもんじゃない。どうなるか分かんない。もし、もしだよ、半はん端ぱに契けい約やくが履り行こうされたらどうなるのさ。そうしたら宮間さんが……そのほうがずっとやだよ」


　彼女は必ひつ死しになって時計の針はりを戻もどそうとしていた。昔の自分に。他人を嫉ねたむような性格ではなく、和樹と会ったころの、妹に「明るかった」と言われていた頃ころに。


　夕菜について願ったことが消えるとは思えない。記憶から消せても事実は残る。だったらせめて、少しでいいから元に戻したい。


　千早は頑がん張ばることが好きだ。中学時代に必ひつ死しで練習してテニス部のエースになったのも、机にしがみついて勉強して葵学園に合ごう格かくしたのも、全すべて自分でつかみ取った実じつ力りよくだった。


　千早は努ど力りよくの娘むすめだったのだ。


　だからここでも、彼女は精せい一いつ杯ぱいのことをしようとしていた。


「今が決心するときなんだと思う。これでも、遅れるよりずっとましなんだよ」


　にこっと笑う。


　文化祭で見たときと、同じ笑え顔がおだった。




[image: ]


　和樹が「山瀬さんのためになにかしたい」と思ったあの表情だった。


　彼女はぱっと、もう一人の自分の方を向く。


「でもさ、やっぱりこの取引あたしに不利じゃない？　サービスしてよ」


「思い出の吸収をなしにしろなんてのは、ごめんだよ」


「そうじゃなくて」


　耳みみ元もとに囁ささやく。


　聞き終わった左側の千早は、まじまじと彼女を見つめた。


「へえ……そりゃ思い切ったね。また一からやり直すんだよ？」


「駄だ目めかな」


「いや、受ける。あたし、あんたに同情してるんだ」


「ありがと」


　千早は紫乃に、「これでいいです」と告げた。


　紫乃は承しよう知ちの返事をする。


「わたくしたちは外に出ます。契約の合あい図ずはただ一度、うなずくだけです。内容はもう言わなくて構かまいません。うなずくと同時に、舞穂ちゃんのチョーカーを切ります。そうすれば終わりです」


「分かりました」


　紫乃は軽く頭を下さげた。


「ではこれで」


　千早も頭を下げる。


「本当にありがとうございました。……あっ、肝かん心じんなこと忘れてた」


「なんでしょう」


「あの、すみません。ちょっと遠くに……」


　紫乃は察さつして、もう一人の千早と共に離はなれたところまで歩いた。


　和樹と二人きりになった。


「式森君、後こう悔かいしたくないから、やっておきたいことがあるんだ」


「……な、なに？」


　千早はすうっと息を吸った。じっと彼を見つめる。


　今度はためらいがなかった。


「あたし、式森君のことが好きです」


　はっきりと彼女は言った。


「ずっとあなたのことを想おもってました。つきあってください」


「え……ええと、えと、えと……」


　狼ろう狽ばいする和樹。いつもとまったく変わっていない。


「ほらほら、返事返事」


「あ……え……返事、するの」


「うん。いまここでして」


「わ……分かった」


　和樹が口を開いた。


　千早はその言葉を、全身で聞いた。


「……うん。ありがとう。返事をしてくれて」


「その……」


「なにも言わなくていいよ。知ってたから」


　彼女は身を翻ひるがえした。紫乃たちに合あい図ずをする。


　戻ってきた紫乃は和樹に「外に出ます」と言った。


「さすがに疲ひ労ろうが溜たまりました」


「分かりました。山瀬さん……」


　千早は手を軽く振った。


「じゃあね、式森君」


「……じゃあね」


　和樹も手を振り返した。


　二人の姿は光り輝かがやき、すぐに見えなくなった。





　雨があがった直後の雲くももなくなり、夜よ空ぞらには月が出ていた。


　目を覚ました和樹に、夕菜が駆かけ寄った。


「和樹さん……大だい丈じよう夫ぶですか!?」


「うん。平気」


　彼は千早を見つめた。


　彼女はすでに起きあがっていた。ただなにも喋しやべらないので、どっちの人格が出ているのか不明だ。


「そろそろいきます」


　紫乃が舞穂のチョーカーに切れ目を入れ、指をかけた。舞穂は最初、にゃーにゃー抵てい抗こうしていたが、事情を大おお雑ざつ把ぱに説明すると大人しくなった。


「合図はこちらで出します」


　彼女は少し離れているように注意する。


　和樹たちは従った。千早と紫乃、舞穂が相あい対たいする格かつ好こうになった。


　周囲がしんと静まりかえった。


「契約をしますか？」


　千早がうなずいた。同時に紫乃の指が、チョーカーを引きちぎる。


　なにも起こらない。だが、徐々に周囲の温度が上がっていくのが感じられる。空気が震ふるえる。樹き々ぎもざわめいていく。


　突然、千早が走り、和樹に抱だきついた。


「あたし、諦あきらめないから！」


　彼女は叫さけんだ。


「式森君があたしのことを忘れてもいい。でも、あたしは諦めない。いつでも式森君だけを見てるから、諦めないから！」


　次の瞬しゆん間かん──


　あたりは真っ白になり、全てが光に包まれた。樹き々ぎも草も滝たきも、まぶしさでなにも分からなくなる。


　そしてそれらは、すぐに元通りとなった。





　　　　○





　時は流れ、数か月後の葵学園。二年Ｂ組。


　放ほう課か後ごになってから、式森和樹は宮間夕菜に「また温泉に行きたいです」と言われた。


「ええーっ、前に行ったじゃんか」


　面めん倒どうくさそうに言う。彼女は諭さとすように、


「また行きたいんです。この間は一いつ泊ぱくだったじゃないですか」


「どうせ今度も一泊なんだからさあ、銭せん湯とうですませて……」


「そんなことばっかり」


　夕菜が口を尖とがらせた。


「もっと旅を楽しむとか、そういう姿し勢せいがないんですか」


「だって、前だって温泉入って帰ってきただけじゃないか」


「今度はもっと観光とかするんです」


　目め線せんの下からも手が上がった。


「舞穂もちゃんと行きたーい」


　栗丘舞穂が腕うでを振り回していた。


「ほら。今度は舞穂ちゃんも、遅おくれないようにするって言ってます」


「するよー」


「分かったよ」


　彼は小声で承しよう諾だくした。


　三人は鞄かばんを持って教室から出た。


　廊ろう下かには風椿玖里子が待っていた。


「玖里子さん、お待たせしました。帰りますか？」


「んー、もう少しで凜も来るから」


　玖里子は携帯電話を操作しながら答えた。


　四人はしばらく待った。玖里子はしきりと「これ、誰なのかしら」と呟いていた。


　廊下の向こうから、神城凜がやってきた。今日は制服ではなく胴どう着ぎで、竹刀しない袋ぶくろも抱かかえていた。


「凜ちゃん、こっち」


「すまん、待たせた」


「いいよ。……ところで、また温泉行こうって話があるんだけれど」


「構かまわんぞ。素す振ぶりをした後の風呂は気分がいい」


「凜さんはそればっかりですね」


　全員、どっと笑った。


　下げ駄た箱ばこへと向かう。と、廊下の先に人だかりがしていた。


「なんですかあれ」


　夕菜が呟つぶやいた。玖里子がそれに答える。


「ああ、二年Ｆ組に転校生が来たんだって。生徒会でも言ってたわ」


「今の時期、珍めずらしいですね」


「美人なんだって」


　そのための人だかりらしい。


　一行は人の群むれを避さけて歩いた。すると、搔かき分わけるようにして誰か出てくる。


「よい……しょ」


　女の子であった。ショートカットがよく似に合あい、元気で活発そう。大きめの瞳ひとみも、とても魅み力りよく的てきだ。


　なにより、笑え顔がおがとても明るかった。


「あっ……初めまして。あたし、今日から二年Ｆ組に転校してきました」


　礼れい儀ぎ正しい少女であった。


「わざわざありがと。えっと、あたしたち……」


　玖里子が名前を名乗った。その後に、全員で自じ己こ紹しよう介かいをする。


　少女は和樹が気になったようであった。


「式森さん、Ｂ組なんですよね」


「うん。夕菜と、舞穂ちゃんもＢ組」


　三人は頭を下げる。


「教室はちょっと離はなれてるけど、なにかあったら……」


「ありがとうございます。友達になってくださいね」


「いいよ。あの……えーと」


「あっ、いけない。忘れてました」


　彼女は両足を揃そろえ、かしこまった。


「あたし、山瀬千早といいます。これからよろしくお願いします」


　千早はそう言い、にっこりと笑った。






　あとがき







　築つき地じです。いい感じに引きこもっていたため、季き節せつの移うつり変わりをほとんど体たい感かんできずにいます。久ひさしぶりに外に出たらみぞれが降ふっていてびっくりしました。家の中は相あい変かわらず暑あついです。





　ようやく千ち早はやの話に決けつ着ちやくがつきました。長かった。当初の「番外編なんだから気楽にやろう」なんて見通しが、いかに甘あまかったことか。千早と和かず樹きの関係だけに絞しぼって書くつもりだったのですが、夕ゆう菜なも入れなければならないし、神かみ代よも入れたいし、あれもこれもとやっていたら、あっという間に肥ひ大だい化か。気がついたら一冊さつ書き下ろしたのと変わらない量になっていました。


　キャラクター小説において、よく「書いているうちにキャラクターが成長した」と言いますが、千早の場合はキャラクターの内面へ切り込んでいくものになりました。確かにハードルを乗り越える話ではあります。ですが千早の場合は、いままでなかったものを得るのではなく、昔持っていたものを取り戻す話だったのです。


　すなわち千早に課せられたハードルは、「決心できるか否いなか」の一点です。そして結局、それは自分の意志によるのです。人生の岐き路ろにおいて、進む方向を決めるのは他人ではなく自分。対たい外がい的てきな要よう因いんがどうであれ、己おのれがなにかをしなければ物事は進展しないのです。それがどんなにつまらなく、子こ供どもじみた、あるいは世せ俗ぞくにまみれたものであっても、するべきことは同じです。


　それはまた、「自分のことを他者に決めてもらっても、後こう悔かいしか残らない」ということでもあります。他人に決めてもらうのも一つの決断ではありますが、それはあまりにも空しい行こう為いでしょう。後悔するだけならまだしも、他人のせいにすることにも繫つながりかねません。


　少なくとも千早というキャラは、自らの心の弱さを、他人のせいにすることだけはなかった。背中を押し続けた妹に責せき任にんをかぶせることだけはしなかった。それが故ゆえに甘言に乗せられるのですが、同時にこのような結末に繫がったのだと思います。





　さてこの後の展てん開かいですが、まだ決めていません（うはは）。ドラゴンマガジンでの連れん載さいにリンクすることだけは決めているのですが、あとは白紙です。実は時じ系けい列れつを整せい理りするのが非ひ常じように面めん倒どうくさくて、作者のくせに混こん乱らんしているところなのです。


　でもこのような展開にしてしまった以上、収めるところに収めるのが作者に課かせられた使命。頑がん張ばっていきたいと思います。その前に、とりあえずは長編「デソレイション・エンジェルス」ですね。あー、「もっともっとメイドの巻」も書き下ろさなきゃ。


　ではこれで。







二〇〇五年二月十七日　築地　俊彦





　初　出







第二十二話『激突！　会長選挙』


　　　　……月刊ドラゴンマガジン２００４年７月号


第二十三話『イトコよイトコ』


　　　　……月刊ドラゴンマガジン２００４年８月号


第二十四話『奴を高く吊せ』


　　　　……月刊ドラゴンマガジン２００４年９月号


第二十五話『聖バレンタインの逆襲』


　　　　……月刊ドラゴンマガジン２００４年11月号


番外編　　『シアー・ハート』


　　　　……書き下ろし





まぶらほ


～ふっかつの巻・せいほく～





築つき地じ俊とし彦ひこ
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